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「――さようなら、だ」

　寂しげに笑う横顔。わずかに震えた声音。握り締められた両の拳こぶし。

　いまにも消えてしまいそうな、儚はかなげな表情の五ご行ぎようさん。

　その表情が、別れの言葉が冗談ではないことをいやでも教えてくれる。

　リビングで騒いでいるうちの連中は、そんな五行さんの様子に誰だれも気がつかない。

「……突然だな」

　うまく言葉が浮かばず、ただ、胸だけが苦しかった。

「ごめん。もっと早く伝えるべきだった。でも、言い出せなかったんだ……」

「……本当に、もう会えないのか？」

　どこか縋すがるような気持ちで確認するが、五行さんは寂しげに笑ったまま頷うなずく。

「文化祭が終わる頃ころには、お別れだと思う」

「……そうか」

　それ以上はなにも言えず、オレは口を閉ざす。

　近くにいるのに、どうしてか五行さんが遠くにいるような錯覚を覚えた……。



    

  
    
      


第一章　婚約者はクラスメイト!?



　隣でぴょこぴょこ揺れる銀髪のツインテール。

「ふんふふ～ん」

　オレの隣に並び、買ってやったたい焼きを鼻はな唄うた混じりに頬ほお張ばっている少女の名はエルニ。

　深い紅くれないの瞳ひとみに、輝く銀の髪。人形のように整った顔立ちは人を惹きつけてやまないだろう。幸せそうにたい焼きを食べている姿も非常に魅力的だ。

　もっとも、それは見た目だけの話である。

　エルニは自分のことを神とか言うちょっと残念な奴なのだ。喋しやべらなければ完かん璧ぺきな美少女だとオレは思っている。

　そんなエルニは、諸事情あって現在はオレの家に居候いそうろうしており、近ちか頃ごろはこうして一緒に出かける機会も多くなってきた。

　これはこれで楽しいのだが……ひとつ問題があった。

　現在我が家にはファースト居候のルナに続いて、その義理の妹のマキナ、そしてエルニが住むようになったわけだけど、マキナとエルニのことを旅行中の母さんにまだ伝えていないのだ。

　自分の留守中にオレが勝手に女の子を、それもふたりも新たに住まわせていることを知ったら、きっと母さんは怒るに違いない。そりゃもう阿あ修しゆ羅らの如く……。

　早く母さんに伝えないとな。そんなことを考えながら、オレは名残惜しそうな顔をして残りのたい焼きを口に含むエルニを連れて家に入る。

　すると、リビングから妹のなずなが顔を出した。

　なずなはオレたちに気づくと笑顔で駆け寄ってくる。そしてそのまま「にゃあ！」と鳴いてオレに抱きついて来た。

「おかえり！　お兄ちゃん、エルちゃん」

　仔こ猫ねこのような微笑ほほえみを見せられ、いつものように頭を撫なでてやると、なずなは気持ち良さそうに目を細め、オレの胸に頬ほおずりをしてくる。

「おいおい、ずいぶんとご機嫌だな？　なにかあったのか？」

　柔らかく訊たずねると、なずなはオレに強く抱きついて答えた。

「あのね、さっきお母さんから電話があったの。もうすぐお母さん帰ってくるって！」

「……マジで？」

　それはなんともタイミングが悪い。エルニたちのことを話す機会を逃してしまった。

「お母さん、いま家に向かってるって言ってたよ」

「……ずいぶんと急なんだな」

　なずなは嬉うれしそうに笑うが、オレは頭をかいてエルニに目を向ける。

「マキナとエルニのこと、母さんにどう説明したもんかな……」

　ため息混じりにそうもらすと、一部始終を聞いていたエルニは自信満々に言った。

「問題ないぞ忍しのぶ。わたしは神。きっと忍のお母さんもわたしの魅力でイチコロだ」

「……お前自身が母さんの拳こぶしでイチコロにされなきゃいいがな」

「こ、怖い人なのか？」

　小さく震えるエルニに、なずなは笑顔で答えた。

「大丈夫だよエルちゃん。ちゃんと話せばお母さんもわかってくれるよ。ね、お兄ちゃん」

「まあ、それはそうなんだろうけどな……」

　ああ見えても母さんは優しい。きちんと説明すれば、マキナとエルニを追い出すなんてことはしないだろう。だが、ひとつだけ気がかりなことがある。

「ときになずな。母さんがわかってくれるまで……オレは何発殴られると思う？」

　なずなは気まずそうな顔をして目を逸らした。

　そうだよな。絶対タダじゃ済まないよな……。

　いまから憂ゆう鬱うつだ。オレは肩を落とし、リビングに向かいながら口を開く。

「なずな、ルナとマキナに母さんのことは話したのか？」

「ううん。ルナお姉ちゃんは電話の前にお買い物に行っちゃったし、マキナちゃんはまだ部屋でお昼寝してるから……」

「まだ寝てるのかマキナは」

　呆あきれて呟つぶやくと、エルニがフォローするように言った。

「忍、マキナはわたしと一緒に朝までアニメのＤＶＤを見てたから寝不足なんだ」

「そういえばマキナちゃん、わたしが起きたときもリビングでテレビ見てたよ」

　なずなは思い出したように言い、「マキナちゃんテレビ見ながら泣いてて、エルちゃんはソファーで気持ち良さそうに寝てたね」と付け足す。

「それならマキナはオレが起こしてくるから、エルニはリビングで大人しくしてろよ？」

「にゃあ！」

　なずなみたいな返事をして敬礼するエルニ。

　すぐになずなが「真似っこだ！」と嬉うれしそうに笑い、エルニに抱きついた。

　……そして、ふたりは揃そろってにゃあにゃあ鳴いてリビングへ。

　その背中を見送ったあと、オレはマキナとエルニの相部屋に向かい、ノックもそこそこに扉を開け放つ。

「マキナ、起きてるか？　ちょっと話が……」

　言いかけて思わず言葉が止まる。

　着替えの途中だったのか、目に飛び込んでくるのは淡いグリーンの下着だけを身に纏まとった美少女の姿。

　艶つやのある長い赤髪。つり目がちの琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。怜れい悧りに整った顔立ちの彼女はマキナ・リーベライ・オランジェロ。半人半魔の悪魔で、ルナの義理の妹である。

　彼女はエルニと同じで我が家に居候いそうろうしているわけだが……この状況はまずくないか？

　ブラジャー越しに豊かな胸の膨らみがばっちりと見え、くびれた腰や、色っぽい太ももまで惜しげもなく眼前にさらされている。

　予想外の事態だったようで、マキナは動きを止め、目を丸くしてオレを見つめていた。

　しかし彼女は見る見るうちに赤くなり、わなわなと唇を震わせる。

　とりあえずオレは誤魔化すため、ちょっとキザに言った。

「可愛い下着だね。思わず見惚れてしまったよ」

「……あ、ありがとう。忍しのぶに喜んでもらえて嬉うれしいわ――じゃないわよ！　なんでいきなり入ってくるのよ！　早くドアを閉めなさいよ！」

「お、おう。失礼する」

　オレは言われた通りドアを閉めて部屋に入る。

　するとマキナは焦ったように叫んだ。

「な、なんで中に入ってくるのよ！」

「え？　だって、早くドアを閉めろって言ったから……」



    

  
    
      



    

  
    
      「なに不思議そうな顔をしてるのよ！　忍のエッチ！　これはセクハラよ！」

　ふむ、言われてみれば確かにその通りだ。

「……マキナ、とりあえずセクハラ云うん々ぬんは置いておこうか。いまは大事な話があるんだ」

「大事な話？　なによ――って、こんな状況でまともに話せるわけがないでしょう！　大体、なんでこんなときに限って覗のぞくのよ！　お気に入りの下着をつけてるときは全然覗きに来ないくせに！」

「よ、よくわからんが、その下着も素敵だと思うぞ？」

「本当!?　忍しのぶって、こういうのが好きなの？」

「ああ、確かに好きだ。だが勘違いするなよ？　セクシー系も嫌いじゃないからな」

「わかったわ。これからは参考に……なんかしないわよ！　このヘンタイ！　いいから早く出て行って！」

　素直に告白したのに怒られてしまった。

　まあ、当然だよな。

　オレはマキナに謝り、慌てて部屋を出る。そして扉越しにおそるおそる声をかけた。

「えっと、マキナ。着替えたらリビングに来て欲しいんだが……」

　わずかな間のあと、小さく開いた扉の隙すき間まからマキナが顔だけ出し、頬ほおを染めて言った。

「……忍、覗いた罰として、今度買い物に付き合いなさいよね」

「買い物？　それぐらいだったら別にいいけど……」

　戸惑いながら頷うなずくと、マキナは小さく微笑ほほえみ、

「じゃあ許してあげる。すぐに準備するから待ってて」

　口元を緩めて顔を引っ込め、ドアを閉めた。

　そんなマキナの様子に不覚にも胸の高鳴りを感じていると、マキナが部屋から出て来たので、そのまま一緒にエルニとなずなの待つリビングに入る。

「それで忍、話ってなによ？」

　マキナの問いに、オレより早くなずなが笑顔で答えた。

「あのねマキナちゃん、お母さんが帰ってくるんだよ！」

「え？　忍のお母さまが？」

「ああ。さっき電話があったみたいでな。おそらくすぐにでも帰ってくると思う」

「そ、そうなの？　どうしよう。まだ心の準備ができてないわよ……」

　落ち着きなくマキナがそわそわし出すと、エルニは安心させるようにその肩を叩たたいた。

「大丈夫だぞマキナ。わたしがついているからな」

「……なんか、余計に不安になってきたわ」

「同感だな」

　ため息をつくマキナにオレも頷いて返したところ、エルニは小さく頬を膨らませた。

「ふたりとも失礼だぞ。少しはわたしを信用したらどうだ。ほら、よく言うだろう？　信じる者は――バカを見る！」

「バカはあんたよ！　ますます不安になるじゃない！」

「そうだぞエルニ。お前らのことは母さんにちゃんと説明するつもりだけど、怒ると怖い人だからな。礼儀正しく頼むぞ？」

　マキナとオレが注意するように言うと、エルニはしゅんとなって小さく頷うなずいた。

「わかった。真面目にやる。神に誓う」

「神に誓うって……お前、神さまじゃなかったのか？」

　途端、エルニはハッとした表情になる。

「そうだった！　わたしは神だった！　アナタハ、ワタシヲ、信ジマスカ？」

「無理だな」

「不可能ね」

　オレとマキナがきっぱりと断言したところ、エルニは切ない顔になってしまった。

　ちょっと可哀想だったかなと考えていると、不意に玄関の扉が開く音が聞こえてきた。

「お母さんかな？」

「ルナだったら嬉うれしいんだけどな……。マキナとエルニはここで待っていてくれ。もし母さんだったら、さっきも言った通り礼儀正しく頼むぞ？」

　オレが念押しするように言うと、マキナとエルニはしっかりと頷いた。

　ふむ、この様子ならふたりを母さんに会わせても大丈夫だろう。問題はふたりのことを母さんにどう説明するかだな。

　重い足取りでなずなと一緒に玄関に向かったところ、そこにはふたりの女性の姿。

　ひとりはオレの母親の南なん条じよう巴ともえ。

　旅行バッグを肩にかけて佇たたずむその姿は絵になっており、二児の母とは思えないほど若々しい顔をしている。

　そしてもうひとりの絶世の美女は、我が家の頼れるお姉さんのルナである。

　眩まばゆい金色の髪、吸い込まれそうなエメラルドグリーンの瞳ひとみ、目を見張るようなダイナマイトバディ。買い物袋を手に持って柔和に微笑ほほえむその姿には心癒される。

　まあこう見えてもルナは悪魔なんだけど、オレは大切な家族だと思っている。

　ルナはオレに気づくと、にっこりと笑いかけてくれた。

「ただいまです、忍しのぶさん」

「おう、おかえり。荷物持とうか？」

　そっとルナに近づいたところ、母さんが不満げに言った。

「ちょっと忍、あたしは無視？　アンタにはルナちゃんしか見えてないの？」

「……え？　あんた誰だれ？」

　驚いたふりをして訊たずねると、母さんは笑顔で拳こぶしを鳴らした。

「もう、ぶっ飛ばすわよ？」

「じょ、冗談じゃないか。母さんもおかえり。……それにしても、ふたりとも一緒に帰って来たんだな」

「ええ。ちょうど商店街でルナちゃんと会ってね」

　母さんはそう答えてなずなに視線をやる。

　すると、うずうずと落ち着きのない様子だったなずなが、笑顔で母さんに抱きついた。

「お母さんおかえり！」

「はい、ただいま。相変わらずなずなは甘えん坊ね」

　母さんはなずなの頭を撫なでたあと、ふと妖あやしく笑ってオレを見る。

「そういえば忍しのぶ、ルナちゃんから聞いたわよ？　アンタ、また女の子を家に連れ込んだんだって？」

　……あれ？　もしかして、マキナとエルニのことが母さんにバレてる？

　冷たい汗が頬ほおを流れ落ちるのを感じていると、

「ねえ、ひとりはルナちゃんの妹さんなんでしょう？　早く紹介しなさいよ」

　予想外にも、母さんは上機嫌でオレを促してきた。そしてその隣では、ルナがオレに目を向けて小さくＶサインを作っている。

　……ああ、なるほど。ルナがうまく母さんに説明してくれたのか。

　よくやってくれた。オレはルナに手を伸ばし、優しく頭を撫でてやる。

　するとルナは満面の笑みを浮かべて、ぎゅっと抱きついてきた。

　途端、服の上からでもわかるボリュームたっぷりのルナの双胸が身体に当たって柔らかくたわみ、一気に心拍数が急上昇した。

　……最近妙にルナが抱きついてくるようになった気がする。もともとルナはスキンシップが好きなタイプだが、以前はここまで積極的じゃなかったと思う。

　そんなルナの様子を見て、母さんが冷やかすように言った。

「ずいぶんとルナちゃんと仲良くなったのね、忍。……もしかして、なにかあったの？」

　興味津々な様子で訊たずねてくる母さんには悪いが、特になにもない。

　否定しようと口を開きかけると、それよりも早くルナが答えた。

「はい。忍さん、してくれたんです……」

「おう、忍さん我を忘れて……ん？　ちょっと待ってみようか」

　ルナから離れてオレは考える。

　いま確かにルナは母さんの言葉を肯定したわけだが、身に覚えがない。皆無である。

　しかし、ルナは頬を赤くして嬉うれしそうな顔をしている。

「まさかふたりとも……本当に、したの？」

　目を丸くして驚く母さんに、ルナは赤い頬ほおのまましっかりと頷うなずく。

「本当ですよ。この前のお休みの朝だったんですけどね……」

「あ、朝なの？　夜じゃなくて？」

「はい、忍しのぶさんを起こしに行ったら、マキナとエルニちゃんが忍さんと一緒に寝てて……」

「ええっ!?　な、なによその状況？　そのふたりって、忍が連れてきた娘こたちよね？」

「私も驚きました。ふたりとも忍さんとすごく仲が良さそうで、私、悲しくなって部屋を飛び出しちゃったんです。そしたら、忍さん追いかけてきてくれて、『誤解だ』って説明してくれました」

「ああ、なるほど。誤解だったのね」

　ほっと胸を撫なで下ろす母さんだったが、

「それで忍さん、そのまま私をソファーに押し倒して――」

「ちょっと忍！　なにが誤解なのよ！　あたしが留守の間はやりたい放題だったようね！」

　ルナの言葉を遮ってオレに詰め寄って来る。

　だがこの場で誰だれよりも混乱しているのはオレである。

　困惑していると、ルナが慌ててオレと母さんの間に入って言った。

「や、やめてください巴ともえさん。確かに、忍さんちょっと強引でしたけど、私はすごく嬉うれしかったんです！　忍さんになら何度でもして欲しいって思いました！」

「な、何度でも？　ルナちゃんって意外に大胆なのね……」

　母さんがオレの胸倉から手を離すと、ルナは恥ずかしそうに頷うなずく。

「そうかも知れません。私も忍さんに……しちゃいましたから」

「ルナちゃんも忍にしたの!?」

「……マジかよ」

　全然覚えてないぞ。母さんと一緒になって驚いていると、ルナは嬉しそうに続けた。

「忍さんの頬ほっぺた、すごく気持ちよかったです……」

「……へ？　頬っぺた？」

　母さんはぽかんとした表情を浮かべていたが、そこでオレはふと思い至った。

　そういえばこの前の休日、心霊番組を見て怖がっていたエルニとマキナと一緒に寝ていたところ、朝起こしに来てくれたルナにその様子を見られて誤解された。

　まあすぐに誤解は解けたのだけど、そのときオレは事故でルナの頬にキスをしてしまった。つまり、ルナの言う『してくれた』とはキスのことだろう。

　それがわかったので、オレはすぐに混乱から立ち直ることができた。

　しかし母さんは未だ混乱中のようだ。首を傾げて訊たずねてくる。

「えっと、どういうことなの？」

「……まあその、ちょっとあって、ルナの頬にキスしたんだよ」

「は？　キス？　それも頬ほおに？　それだけ？」

　肩すかしを食らったような顔をする母さんに、ルナは微笑ほほえんで頷うなずく。

　と、そこでさっきまで不思議そうな顔をしていたなずなが真っ赤になって叫んだ。

「お、お兄ちゃんたち大人だ！」

「……いや、それはどうだろう？」

　そう突っ込むものの、なずなは耳まで真っ赤にして逃げるように走り去って行った。

　こういうことに免疫がないからな、なずなは。

　そしてルナもキスのことを思い出しているのか、赤い頬のまま幸せそうな顔をしている。

　……海外ではキスはコミュニケーションのひとつだと聞くが、あそこまで嬉うれしそうにされると、なんだかこっちが照れるな。

　そっとルナから目を逸らすと、母さんが小さく肩をすくめた。

「……まったく、予想以上に進展してないわね。ルナちゃんももっと積極的にいかないと、この鈍感は気づかないわよ？」

「でも、忍しのぶさんキスしてくれました……」

　ルナは頬を緩めて言い、母さんはそれに微苦笑で返す。

「これは少し発はつ破ぱをかけた方がよさそうね」

「ん？　どういう意味だ？」

　気になって訊たずねたのだが、誰だれも答えてくれなかった。

　一抹の寂しさを抱え、オレはルナと母さんを連れてリビングに戻る。

　すると、ソファーに座っていたマキナとエルニが慌てて腰をあげて母さんに会釈した。

　おお、エルニもやればできるじゃないか。

　少し感動していると、自己紹介でもするつもりなのか、エルニが一歩前に出た。

「はじめまして――神です！」

　……おいこらちょっと待て。いきなりなにとんでもないこと口走ってんだよ、あいつは。

　オレは慌てて腕で『×』を作り、ＮＧだとエルニに伝えるが、奴はそれに気づいた様子もなく、神妙な顔をして続ける。

「ふつつかな神ですが、どうぞよろしくお願いします」

　ひょっとして、エルニはエルニなりに真面目にやっているつもりなのだろうか？

　もう一度丁寧に頭を下げるエルニだったが、

「あんた真面目にやりなさいよ！　へりくだってるんだか調子に乗ってるんだかわからないじゃない！　礼儀正しくするって約束したでしょう！」

　光の速さでマキナに突っ込まれ、エルニは焦ったような顔をした。

　そこでオレも窺うかがうように母さんを見ると、意外にも、母さんはくすくすと笑っていた。

「ずいぶんと面白い娘こなのね」

　母さんはエルニに近づいてその頭を撫なでたあと、今度はマキナに声をかける。

「えっと、あなたがマキナちゃんよね？」

「は、はい。マキナ・リーベライ・オランジェロです。よろしくお願いします」

「こちらこそよろしくね。あなたのことはルナちゃんから聞いてるから、そんなに緊張しなくても大丈夫よ。ルナちゃんの妹さんで、忍しのぶとは同じクラスなんだって？」

「そ、そうです。忍とはクラスメイトです」

　若干上擦った声で答えるマキナ。

　母さんはそんなマキナに手を伸ばし、エルニ同様優しく頭を撫でる。

「それじゃあマキナちゃん、悪いんだけど忍の面倒を見てあげてね。家にはルナちゃんがいるから大丈夫なんだけど、外だとこのバカ、なにをするかわからないから……」

　オレに目を向けて心外なことを言う母さん。

　失礼な人だなあと思っていると、マキナは自身の大きな胸をぽんと叩たたき、力強く頷うなずいた。

「わかりました。忍のことは任せてください」

「ふふ、頼もしいわね」

　同意を求めてくる母さんだが、オレは曖あい昧まいに頷くだけに留めた。

　そうして母さんも簡単な自己紹介を済ませ、なずなも戻って来たので、オレたちはソファーに座ってルナが淹いれてくれたお茶を飲んで一息つく。

　なにはともあれ、こうしてマキナとエルニは母さんに受け容れられた。

　オレが母さんに殴られなかったのは、ルナがうまく説明してくれたからなのだろう。

　もう一度ルナの頭を撫でつつ、オレは母さんに声をかけた。

「それにしても、今回はずいぶんと長い旅だったな。なにかあったのか？」

「ええ、ちょっとあってね……」

　母さんは曖昧に笑うだけだったので、オレも敢えて訊きかずに話題を変える。

「事情はよくわからんが、土産みやげはくれ」

　ぐいっと手を伸ばすと、母さんは気まずそうな顔をして目を逸らした。

　あれ？　珍しいな。いつもなら生意気とか言いながらもちゃんと土産をくれるのに。

　母さんの様子を見たなずなも寂しそうな顔をして呟つぶやく。

「お土産、ないんだ……」

「いえ、あるにはあるんだけどね……」

「ん？　あるなら早くくれよ」

　再度手を伸ばすと、母さんは複雑そうな顔をする。

「忍、アンタのお土産はちょっと特殊なのよ」

「特殊？　なんだ、ギャルのパンティでもくれるのか？」

「違うわよ。パンツが欲しいのならルナちゃんにでもお願いしなさい」

　母さんが話を振ると、ルナは驚いた表情を浮かべた。

「し、忍しのぶさんはパンツが欲しいんですか？」

　ルナの言葉を受け、マキナが眉まゆを寄せた。

「……忍は変態ね」

「こらこら勘違いするな。冗談だよ、冗談」

　そう否定したのだけど、ルナは頬ほおを上気させて言う。

「大丈夫ですよ忍さん。健康な男の人なら、その、仕方がないと思います。私のでよければ、ちゃんとあげますから……」

　……いかん。ルナが本気にしてしまっている。ただの冗談だったのに。

「おい、言っておくが冗談だからな？　オレはパンツにそこまで執着してないぞ？」

　オレが再度否定すると、エルニも同意するように大きく頷うなずいた。

「そうだぞルナ。忍はただ帽子感覚でパンツを頭に被ってお洒落しやれがしたいだけなんだ」

「いや、そんな変態紳士的ファッションセンスは持ち合わせてはいない。いいか、オレはパンツが欲しいわけじゃない」

「ルナのパンツが欲しいんだ！」

「違うわ！　変な物真似するな！　ルナも本気にしなくていいから！」

　エルニに突っ込み、ルナに念を押すように言ったあと、オレは母さんに視線を戻す。

「それで、その特殊な土産みやげってなんだよ？」

　話を戻そうと思って訊たずねると、母さんはため息混じりに答えた。

「忍、アンタのお土産は『フィアンセ』。つまり、婚約者よ」

「は？　婚約者？　……つまらない冗談だな」

　オレは苦笑して返したのだが、母さんはゆっくりと首を横に振った。

「それが冗談じゃないのよ、忍」

　申し訳なさそうな顔をして母さんは続けた。



「――悪いんだけど忍、お見合いしてくれない？」



　突然の見合い話。当然オレも驚いたが、それ以上にうちの連中が驚いていた。

　特にルナはひどくショックを受けたらしく、じわりと目に涙を滲にじませている。

「……そんな、忍さん、結婚しちゃうんですか？」

「あ、あの、ルナちゃん？」

　慌てて母さんが声をかけるものの、ルナは悲しげに俯うつむいてしまう。

「そうですよね。私は忍さんの奴隷ですから、仕方がないですよね……」

「……ええ、あたしたちは忍とは違うもの。やっぱり認められないのよね」

　ルナに続いてマキナも半泣きで俯うつむき、ふたりの間にまるでお通夜のような暗い雰囲気が漂う。

　そんなふたりとは対照的に、なずなとエルニは眉まゆを寄せて怒ったご様子。

「お母さん！　お兄ちゃんに結婚はまだ早いよ！」

「そうだそうだ！　そもそも、忍しのぶはまだ結婚できる歳じゃないぞ！」

　エルニの発言を受け、ルナとマキナは勢いよく顔をあげる。

「そうですよ巴ともえさん！　忍さんはまだ結婚できません！」

「法律で決まってるんだから仕方がないわよね。お見合いは中止よ！」

　みんなに詰め寄られ、母さんは少し焦った様子でなだめるように言った。

「と、とりあえず、みんな落ち着きなさい。これには事情があるのよ」

「事情？　どういうことだ？」

　オレが口を挟むと、母さんは「あたしも知らなかったんだけどね……」と前置きをしてから答えた。

「忍、実はアンタには許嫁いいなずけがいたのよ」

「……それは初耳だな」

「相手が可哀想でしょう？」

　母さんが同情するように言った瞬間、ルナが頬ほおを膨らませて叫んだ。

「そんなことありません！　私が代わりたいくらいです！」

「ご、ごめんなさい」

　ルナに気け圧おされたのか、珍しいことに母さんが素直に謝った。

　オレがルナの優しさに癒されていると、母さんはコホンと咳せき払ばらいをして真面目な顔で説明した。

「なんでも忍がまだ小さい頃ころ、ジジイ――もとい。お義と父うさんがどこかのパーティーに招かれたときかなり酔っ払ったらしくてね、知り合いのひとりと盛り上がったあと、互いの孫を結婚させる約束をしたらしいのよ」

「……相変わらず爺じいちゃんは好き勝手に生きているな」

「まったくよ。あたしも旅行先から電話したらたまたまそんな話になって、そのときはじめて知らされたってわけ」

　言いながら母さんは大きくため息を吐く。

「そんなわけで忍にはお見合いに出て欲しいのよ。もちろん、結婚することは強制じゃないわ。ジジイ同士が勝手に決めたことだからね、互いの意思は尊重するみたい。だから、とりあえず顔合わせだけして、そのあと断っても問題ないと思うわ」

「……まあ、そういうことなら見合いに出てもいいけど、オレは断るぞ？　知らない相手といきなり結婚なんてできないからな」

　そう答えると、ルナたちは一様に顔を輝かせた。

　母さんはその様子を眺めてわずかに口元を緩める。

「まあ、相手はけっこうなお嬢様みたいだからね。アンタとは合わないでしょう」

「だとしてもだ、オレの魅力でオレ色に染まってしまうかも知れんぞ？」

「……アンタ、調教はやめておきなさいよ？」

「んなことするか！　オレをなんだと思ってるんだよ」

「ルナちゃんを家に連れてきて奴隷と言わせている上に、また新しい女の子をふたりもうちに住ませている女たらし？」

　安易に否定できないのが悲しい。オレは母さんから目を逸らし、誤魔化すように訊たずねた。

「そ、それで、その見合いの日時は？」

「来週の土曜日よ。なに？　なにか予定でもあるの？」

「いや、それは大丈夫なんだが……」

　見合い自体がなんとも面倒な話だ。爺じいちゃんも余計なことをしてくれたもんである。

　スーツやネクタイがどうこう言う母さんに適当に相あい槌づちを打ちながら、オレは胸中で小さくため息をもらした……。
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　翌日。いつも通りルナに見送られ、オレたちは学校に向かう。

　マキナが家に来てからは、オレとなずなとマキナの三人で登校するようになったわけだが、最近なずなの甘えぶりが加速しているような気がする。

　今日もオレとマキナの腕を取り、ご機嫌な様子で歩いている。

　マキナも特にイヤがるでもなく、どことなく嬉うれしそうな顔をしてそれを受け容れているので、なずなはオレたちにくっついて離れない。

　三人で並んで歩いていると、クラスメイトの黒髪美人、五ご行ぎよう聖ひじりさんと鉢合わせた。

　途端、なずなはオレたちから離れて五行さんに抱きつく。

「五行さんおはよう！」

「うん、なずなちゃんおはよう。南なん条じよう君もオランジェロさんもおはよう」

　五行さんは少し驚いたあとなずなの頭を撫なでて、オレとマキナに挨あい拶さつをしてくれた。

　だけど、その表情にはわずかに翳かげりが見える。

　オレはふと、先日の五行さんの別れの言葉を思い出し……小さく胸に痛みが走った。

　マキナとなずなも五行さんの表情からなにかを察したのだろうか。それぞれ心配そうに五行さんに声をかけた。

「どうしたの五行？　なんだか元気がないわよ？」

「体調が悪いの？」

「なんでもない。大丈夫だ」

　五ご行ぎようさんは小さく笑って答える。

　しかし、そこにいつもの凛りんとした表情はなかった。その姿がどこか弱々しく見えて……気がつくとオレは五行さんに手を伸ばしていた。

「な、南なん条じよう君？」

　優しく頭を撫なでると、五行さんは驚いた声をあげる。

　そこでオレは我に返った。

「わ、悪い」

　もしかしたらイヤだったのかも知れない。

　すぐに手を離したところ、五行さんは少し躊躇ためらったあとおずおずと口を開いた。

「あの、よかったら、もう少し続けて欲しい……」

　珍しいことに、甘えたように言う五行さん。

　意外に思いながらもオレは小さく頷うなずき、もう一度手を伸ばして五行さんの頭を撫でる。

　すると、五行さんは微かに口元を緩ませた。

「……南条君の手は大きいな」

「そうか？」

「うん。大きくて、温かくて……すごく気持ちいい」

　五行さんは心地よさそうに目を細める。

　そんな無防備な姿を見せられると、胸が高鳴って落ち着かなくなる。そっと視線を逸らしたところ、なずなが羨うらやましそうな顔をしていることに気がついた。

　まったく、なずなは本当に甘えん坊だな。

　と、そこでマキナがなずなの頭を撫でたあと、いきなりオレの頬ほおを引っ張ってきた。

「……何故、つねる？」

「デレデレしてるからよ」

　マキナが拗すねたように言うと、五行さんは真っ赤になってオレから離れた。

「オ、オランジェロさん！　私は別にデレデレなんかしてないぞ！」

「え？　あたしは忍しのぶに言ったんだけど……」

　マキナがそう返したところ、五行さんはさらに赤くなり、顔を伏せて歩き出す。

　どうしたんだ、五行さんは？

　みんなでその背を追いかけていると、なずなが思い出したように言った。

「そういえば、お兄ちゃんの学校もうすぐ文化祭だよね。クラスの出し物は決まったの？」

　訊たずねながら腕を組んでくるなずな。その頭を撫でてオレは答えた。

「おう、うちのクラスは喫茶店をすることになったよ」

　話し合いの段階ではお化け屋敷などの案も出たが、結局は多数決で喫茶店に決定した。

　もっとも、それはクラスメイトの浅あさ田だ（変態）が裏で手を回したためだろう。

　女子たちの可愛らしいウェイトレス姿を見たいという願望を叶かなえるため、浅田は男子たちの下心を煽り、数人の女子たちと怪しい取引をしていた。

　だが、そこにはひとつ落とし穴があった。

　今回の文化祭では、クラスの出し物で飲食店を行う場合、クラスのひとりが女装するという条件が新たに付け加えられてしまったのである。

　生徒会の連中が言うには、『去年はクラスの出し物が飲食店に集中したので、それを緩和するため』らしいが、女装は色々ときつい。大半が直視に堪えないものとなるだろう。

　そのことをかいつまんで話すと、なずなは笑顔で言った。

「もしかしたら、お兄ちゃんが女装することになるかもね」

「はは、まさか」

　……このときオレは、なずなの言葉が現実のものになろうとは夢にも思っていなかった。



　授業が終わり放課後。ついにクラスの男子たちが恐れた生いけ贄にえを決める時間がやってきた。

「では予定通り、今日は女装する人を決めましょう。誰だれか立候補、または推薦はある？」

　教壇に立ったクラス委員長の片かた霧ぎりさんが教室を見渡すと、クラスの男子たちは一斉に俯うつむき、妙な緊張感が漂いはじめる。

　そんな中、クラスメイトの南みなみ（Ｆカップという噂うわさがある）が手をあげて言った。

「立候補がいないのなら、あたしが南なん条じようくんを推薦します！」

　……は？　オレが女装？　いきなりなにを言い出すんだ南は。

「おいおい南。オレなんかより、加か藤とうの方がよっぽど女装に適してるんじゃないか？」

　中性的な顔立ちの加藤に目を向けると、奴はどうしてか頬ほおを赤く染めた。

「……南条君が望むなら、ボクはいいよ」

　やばい、なんか怖い。オレは加藤から目を逸らして言った。

「あ、浅田でもいいんじゃないか？　ほら、こいつなら抵抗なくやってくれそうだぞ？」

　話を振ると、浅田はなにを思ったのかいきなり胸元のボタンを外して色っぽく微笑ほほえんだ。

「南条、このセクシー浅田の女装姿を見て、新しい道に目覚めるなよ？」

　うん、浅田がたいへんに気持ち悪い。いますぐにでもぶっ飛ばしてやりたいが、浅田はモデルのようなポーズを取り、なかなかに乗り気な様子。

　しかし、クラスの女子の大半は口を揃そろえ、『変態はいや！』と断言。

　浅田に対する女子の評価がわかった一瞬であった。

　ただ浅田は「その冷たい視線にゾクゾク！」と、満更でもない様子で悶もだえていた。

　そうこうしているうちに南に続き、担任の柊ひいらぎ先生、そして数人の女子たちもオレの女装が見たいなどと言い出す始末。

　……なんだ、これは新手のいじめなのか？

「こらこら、お前ら冷静になれよ。オレが女装なんかして似合うと思うか？」

　諭すようにオレが言うと、南みなみは大きな胸を張り、自信ありげに笑う。

「大丈夫よ。南なん条じようくんならきっと似合うわ」

「その根拠は？」

　半眼で訊たずねると、南は不意に流し目になって答えた。

「女の勘、かしら」

「男の人に言われてもなあ……」

「だ、誰だれが男よ！　どっからどう見ても女の子でしょう！」

　男子たちは南の揺れる巨乳を見て大きく頷うなずくが、オレはふと思いついて手を叩たたいた。

「そうだ。南を男ということにして、それで南が女装すればいいんだ」

　冗談で言ってみたところ、南は怒りのためか、顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「もう怒った！　こうなったらなにがなんでも南条くんに女装させるからね！」

「お前がそう言っても、この世は民主主義だぞ？　オレが推薦した浅あさ田だと加か藤とうのどちらかになるんじゃないか？」

　オレが余裕の笑みを浮かべたところで、片かた霧ぎりさんが注目を集めるために手を叩いた。

「それじゃあ、さっそく多数決をとりましょう」

　片霧さんが淡々と多数決をとった結果――満場一致でオレが女装することになった。

　オレは黒板に書かれた『女装＝南条君』という文字を呆ぼう然ぜんと眺める。

　すると、南が不敵に笑って近づいてきた。

「これで女装は南条くんに決定ね。民主主義に裏切られた気分はどう？」

「……なあなあの民主主義より、それによって迫害視される少数派の意見にも耳を傾けるべきだと、オレは強く言いたい」

「ふふん、そんなこと言っても負け犬の遠とお吠ぼえだもんね」

　勝ち誇ったように笑う南。

　かなり悔しい。その悔しさを紛らわせるため、オレは隣の席のマキナにお願いした。

「マキナ、オレの代わりに切ない負け犬の遠吠えを奏でてくれ」

「ワゥ～ン――って、なにやらせるのよ！　女装のことお姉さまたちにバラすからね！」

「それだけはマジで勘弁！」

　可愛らしい鳴き声をあげたマキナに本気で叫ぶと、南が上機嫌に言った。

「南条くん、文化祭当日はあたしがばっちりメイクしてあげるから、楽しみにしててね」

「勘弁してくれ……」

　正直、ショックがでかい。オレはクラスの話し合いが終わっても椅い子すから立ちあがることができず、その日はマキナに手を引かれて家に帰った……。
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　文化祭が近づくにつれ、放課後は忙しくなっていく。

「みんな、作業が遅れてるわ。あたしはしばらく席を外すけど……サボっていたらあとで蹴けるからね」

　委員長の片かた霧ぎりさんと一緒にスケジュール管理を任されているマキナが警告するように言った瞬間、教室にいた男子たちが声を揃そろえて叫んだ。

『――蹴ってください！』

　見事にハモった男子たちの声を聞き、マキナは驚きつつも、

「真面目に仕事をしたら、考えてあげてもいいわ」

　背筋が痺しびれるような色っぽい微笑ほほえみで男子たちにそう返すと、「家庭科室に行ってくるから」と残し、颯さつ爽そうと教室を出て行った。

　おそらく、マキナは南みなみたちの様子を見に行ったのだろう。

　南を筆頭に、裁縫が得意な連中は喫茶店の制服を家庭科室で作っており、クラス一丸となって頑張っているわけである。

　……はじめは少し面倒だと思った喫茶店作りだけど、こうしてみんなと騒ぎながら作業をするのも楽しいかも知れないな。

　などと考えていると、不意に教室の扉が開き、南と数人の女子たちが姿を見せた。

　そして南はオレを見るなり、手に持った巻尺を伸ばして満面の笑みを浮かべる。

「さあ南なん条じようくん、採寸のお時間ですよ」

　……前言撤回。やっぱり全然楽しくない。女装はイヤだ。

　オレはすぐさま逃亡を図ったのだが、近くにいた女子に呆あつ気けなく捕まってしまった。

「みんな、いまのうちにサイズを測って！」

　オレの動きを止めるためだろうか。南は強くオレに抱きつき、学年で一、二を争う巨乳をぽよんぽよんと人の背中で暴れさせる。

　当然ながらオレは見事に硬直した。

　すると教室にいた女子たちが近づいて来て、遠慮なしにオレの身体に手を伸ばす。

　……女の子に囲まれたらもっと嬉うれしいのかと思ったんだが、実際はちょっと怖いな。

　というか、オレはいま確実にセクハラを受けている。

　気がつくと上着のボタンが外され、柔らかく温かい複数の手が、オレの胸や腕や太もも、さらに尻しりを撫なでさすっていく。

　早く採寸が終わることを願ったものの、誰だれひとりとして採寸なんかしていなかった。

　女子たちはオレを玩具おもちやにして遊んでいるだけである。

「こらお前ら、あんまり触るな！　アイドルのオレにこんなことをして、事務所が黙っちゃいない……あっ、ごめんなさい怒らないで。というか、そこはマジでダメだって！」

　さすがにセクハラに耐え切れず、教室の中心でＳＯＳを叫ぶ。

　しかし、遠巻きにオレを見ていた数人の女子たちは瞳ひとみを閉じて黙認。男子たちに至っては、どいつもこいつも羨うらやましそうな顔をしてオレを見るだけである。

　特に浅あさ田だは悔しげにハンカチを噛かんでいた。

「くそぉ！　俺おれが女装に選ばれていたら、女子たちに揉もみくちゃにされていたのは俺だったのに！」

『――それはないわね』

　女子たちは声を揃そろえて冷ややかに返し、たっぷりと時間をかけてオレの採寸を終えた。

　そしてみんな満足そうな顔をしてオレから離れ、「男の子の身体ってすごいね」、「わたしたちと全然違うよね」などと、頬ほおを染めて囁ささやき合う。

　その様子を眺めながら、オレは背中にくっついている南みなみに声をかけた。

「……それで、お前はいつまでそうしているつもりなんだ？」

「いつまでもよ。このまま離れないから……」

「背後霊みたいな奴だな」

　オレが南から離れて振り返ると、彼女は子供みたいにあっかんべーをして、拗すねた様子で教室を出て行った。

「なんなんだ、あいつは……」

　いまいち行動の意味がよくわからん。オレは首を傾げて作業に戻った。



　作業の合間の休憩時間。自販機前のベンチに座って缶ジュースを啜すすっていると、隣に座った浅田がふと真面目な顔をして話しかけてきた。

「なあ南なん条じよう、もしかして南って、お前のことが好きなんじゃないのか？」

「ぶっ！」

　思わずジュースを噴ふき出したオレは、口元を拭ぬぐって浅田に目を向ける。

「いきなりなにを言い出すんだお前は。南がオレなんかを相手にするかよ」

「そうか？　けっこう自信あったんだけどな……」

「バカを言うな。お前の勘違いだ。南はあれでけっこう人気があるんだろう？」

「うむ、俺がクラスの男子を対象に極秘に行ったアンケート、『彼女にしたい女子ランキング』では、南は第三位に輝いていた」

　浅田は胸元から手帳を取り出し、それを捲めくりながら続ける。

「ちなみに第二位はオランジェロさん、第一位は五ご行ぎようさんだった」

「へえ、やっぱりみんなモテるんだな」

「お前だって、さっきは女子たちに囲まれてモテモテだったじゃないか」

「あれはモテるなんてものじゃない。ただ弄もてあそばれていただけだ」

　肩をすくめて再び缶ジュースを口に含むと、廊下を歩く五ご行ぎようさんと、クラスの女子たちの姿が見えた。

　五行さんは買い出し班のひとりなので、班の連中と一緒に学校付近のスーパーを巡り歩き、商品の値段チェックをしている。

　きっと仕事から帰って来たところなんだろう。談笑している五行さんたちをぼんやりと眺めていると、ふと五行さんと目が合った。

　オレが小さく手を振ったところ、五行さんは柔らかく微笑ほほえんで近づいてくる。

「ふたりとも休憩中かな？」

　五行さんが訊たずねると、浅あさ田だがぽっと頬ほおを赤らめて答えた。

「ううん、ご休憩じゃないの。お泊まりなの」

「……おい、気持ち悪いことを言うな」

　オレは若干引いたが、五行さんは言葉の意味がわからなかったのか、小さく首を傾げた。

「えっと、私も一緒にいいかな？」

「あら、アタイと南なん条じようは高いわよ？」

「そうよ。アタシと浅田は安い女じゃないの」

　ちょっと面白そうだったので浅田に合わせてみたところ、五行さんは小さく笑った。

「ふたりとも男の子じゃないか」

　言いながら五行さんはオレのすぐ隣に腰を下ろす。

　心なしか距離は近く、五行さんからはいい匂においがして少し落ち着かない。

　誤魔化すように頬をかいていると、五行さんはオレを見てにっこりと微笑む。

　その様子を見た浅田は神妙な顔をして訊ねてきた。

「なあ、最近ふたりとも妙に仲がいいけど、付き合ってるとかないよな？」

　浅田の質問を受け、五行さんはきょとんとした表情を浮かべていたが、不意に真っ赤になると、慌てた様子で叫んだ。

「ち、違う！　そんなことあるはずないだろう！」

「そうだぞ浅田。そんなわけあるか」

　オレもはっきりと否定すると、何故か五行さんが落ち込んだ様子で言う。

「……南条君の言う通りだ。南条君は優しくて、すごく魅力的な人だけど、南条君には、ルナさんがいる……」

「ん？　なんでルナが出てくるんだ？」

　不思議に思って訊ねると、五行さんは肩を落として答えた。

「だって、南なん条じよう君はルナさんと付き合っているんだろう？」

「……へ？　別にルナとはそういう関係じゃないぞ？」

「そうなのか!?」

「あ、ああ……」

　身を乗り出してくる五ご行ぎようさんにオレは頷うなずいて返す。

　途端、五行さんは口元を緩め、花が咲いたように笑った。

　その微笑ほほえみに心惹ひかれていたところ、浅あさ田だがぽんとオレの肩を叩たたいてきた。

「南条、言っておくが、五行さんとここまで仲がいい男子はお前だけだからな？　このままだとお前、五行さんと付き合ってるって噂うわさされるかも知れないから、気をつけろよ？」

「気をつけるって、なににだ？」

「五行さんには熱狂的なファンがいるんだ。だから最悪、お前襲われるぞ？」

　忠告するように言ったあと、浅田は恥ずかしそうにそっぽを向く。

「べ、別にあなたのことを心配したわけじゃないんだからね！　勘違いしないでよね！」

　……気持ち悪いのでツンデレ浅田は無視しよう。

　そう思ったのだが、浅田はふと口調を正して真剣な表情を浮かべた。

「だけど真面目な話、五行さんにファンがいるのは事実だからな。マジで気をつけろ」

「問題ない。襲ってきた連中には心しん月げつ体たい水すい南なん条じよう流りゆうの恐ろしさを教えてやろう」

「……南条、正当防衛もすぎると過剰防衛になるらしいぞ？　ほどほどにしておけよ？」

「なにを言う。自己防衛のための暴力は知性と呼ぶらしいぞ？」

「相手が南条なら、五行さんのファンの連中も襲うのを躊ちゆう躇ちよするだろうな……」

　浅田は苦笑して立ちあがる。

「んじゃあ、俺おれは生徒会に用があるから、もう行くわ」

「生徒会？　なんだ、お前また女子更衣室でも覗のぞいたのか？」

「バカを言うな。バレるようなヘマはしていない。今日はクラスの出し物の許可を貰もらいに行くだけだ」

「へえ、案外忙しいんだな」

「おう、エロス暇なしだ」

　浅田は親指を立てると、背を向けてそのまま立ち去って行った。

　その背中を眺めていたところ、五行さんはオレに目を向け、おずおずと言った。

「南条君、さっきの話なんだけど……」

「ん？　五行さんがクラスの『彼女にしたい女子ランキング』で第一位だった話か？」

「な、なんの話だそれは!?」

「ふふ、秘密だ」

　はぐらかしたあと、話を戻すため、オレは五行さんに声をかけた。

「それで、さっきの話ってなんだ？」

「あっ、うん。浅あさ田だ君がその、私と南なん条じよう君が付き合っているように見えるって……」

　五ご行ぎようさんは小さく俯うつむき、わずかに躊躇ためらったあと口を開いた。

「迷惑なら、これからは誤解されないように注意するから」

「注意するって……どんな風に？」

「朝あさ会っても別々に登校したり、教室でも話しかけないようにして、放課後も……」

　言いながらどんどん暗い表情になっていく五行さん。

　かく言うオレも少し切ない気持ちになった。

　文化祭が終わる頃ころには五行さんとお別れだ。

　せっかく仲良くなれたのに、距離を置いたままさよならというのも寂しい話である。

　オレはそっと五行さんの頭に手を伸ばした。

「いままで通りで頼むよ。急に距離を置かれたら悲しくなる」

「で、でも、浅田君が襲われるかも知れないって」

「心配するな。些さ細さいな問題だ。それに……」

　かなり恥ずかしかったが、オレははっきりと言った。

「友達だろ？　変な遠慮はしなくていい」

　そう言って頭を撫なでると、五行さんは笑顔を見せてくれた。

「やっぱり、南条君は優しいな……」

「ああ、オレの身体の半分は優しさでできている」

「それはちょっと大おお袈げ裟さだけど、優しいから……私は南条君が好きだ」

「……ん？　いまなんて？」

　思わず聞き返すと、五行さんは慌てて手で口を押さえ、耳まで真っ赤になっていた。

「五行さん？」

「ち、違うから！」

　五行さんは突然立ちあがり、真っ赤な顔のまま否定する。

「いまの好きは、その、友達としてだから！　変な意味じゃないから！」

　……まあ、冷静に考えればそうだよな。

　一瞬ドキリとしたが、人気者の五行さんがオレなんかを相手にするはずがない。

　オレは胸中で大きく深呼吸すると、動揺を隠して笑った。

「わかってるよ。そんなに慌てなくても大丈夫だぞ？」

　安心させるように言ったところ、何故か五行さんは眉まゆを寄せた。

「……全然わかってない」

「え？　どういうこと？」

「なんでもない」

　拗すねたように言い、五ご行ぎようさんはそっぽを向いて続ける。

「南なん条じよう君なんて、あっちに行っちゃえばいいんだ……」

「……は、はい」

　よくわからんが五行さんに嫌われてしまった。

　……一体なにがいけなかったのだろう？

　肩を落として立ち去ろうとすると、くいっと、五行さんに服の袖そでを引かれた。

「ごめん。やっぱり行かないで欲しい……」

　いかん。滅茶苦茶に可愛い。

　とりあえずオレは五行さんの言葉に従ってベンチに座る。そして缶ジュースをちびちびやっていると……五行さんがチラチラとオレを盗み見ていることに気がついた。

「どうかしたか？」

「えっと、あの……」

　気になって訊たずねると、五行さんは言いよどみながら続ける。

「前から南条君に訊ききたかったんだけど……」

　少し迷った素振りを見せたあと、五行さんは意を決したように口を開いた。

「……南条君は、私のこと怖くないか？」

「いや、全然」

　即答すると、五行さんは驚き、焦ったように言う。

「南条君、私は退魔の一族だぞ？　私は悪魔と戦う……その、化け物みたいな人間だ。普通の人とは違う。それでも……怖くないのか？」

「ああ、特に怖いと思ったことはないな」

　躊ちゆう躇ちよなく断言すると、五行さんは戸惑ったような表情を見せた。

「どうしてだ？　私だけじゃない。ルナさんやオランジェロさん、ふたりとも悪魔なのに、南条君は全然怖がってない。私にも優しくしてくれる……本当に、どうして？」

「その理由は簡単だよ」

　オレはゆっくりと、もう一度五行さんの頭に手を伸ばす。

「退魔士だろうと悪魔だろうと、オレには関係ない。オレからしたら五行さんもルナもマキナも、ただの可愛い女の子だ。怖がる必要なんてないだろう？」

　再び頭を撫なでてやると、五行さんは瞳ひとみを潤ませて俯うつむき、小さく肩を震わせた。

　オレはなにも言わず、優しく五行さんの頭を撫で続ける。

　すると五行さんは俯いたままぽつりともらした。

「……やっぱり、南条君と別れたくないな」

　その寂しげな呟つぶやきは、オレの胸を締めつけた。

　だけど、気の利いたことも言えないまま休憩時間は終わり、オレは五行さんと一緒に教室に戻った。

　その頃ころには、五ご行ぎようさんもいつも通りの凛りんとした表情を浮かべていたが、どこか無理をしているように見えて、さきほどの寂しげな呟つぶやきがいつまでも胸の奥で響いていた……。
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　文化祭の準備で忙殺されながら迎えた週末。とうとう面倒な見合いの日がやってきた。

　母さんの運転する車で会場のホテルに辿たどり着つくと、オレは母さんと共に部屋に向かう。

　ちなみに、何故か一緒についてきたルナたちはホテルのロビーで待機している。

　移動中、マキナとなずなに『ちゃんと断るように』と何度も念押しされたことを思い返しつつ、ボーイさんに案内されるまま見合い会場に入る。

　……どうやら相手はまだ到着していないようだが、中は非常に広く、数人が歓談するようなスペースではなかった。

「やけにでかい部屋だな」

　オレは窓に近づき、そこから見える景色をぼんやりと眺める。

　相手を待つ間暇なので、とりあえず両手を広げて哄こう笑しようしてみた。

「ハハ！　見ろ、人がゴミのようだ！　母さんも見たまえ！」

　声をかけると、母さんは苦笑してオレの隣に並ぶ。

「ねえ、似てない物真似をしてるバカにひとつ訊ききたいんだけど……」

「言葉を慎みたまえ。君はラピ○タ王の前にいるのだ」

「あーはいはい、それはごめんなさいね」

　オレの冗談に適当に返し、母さんは少しだけ真剣な顔をして言った。

「忍しのぶ、ルナちゃんのこと、アンタはどう思ってるの？」

「ルナ？　そりゃあ大切な家族だ」

「……それだけ？」

「んん？」

　言葉の真意が読み取れず、オレが首を捻ひねると、母さんは小さくため息をついた。

「……やっぱり、発破をかける必要がありそうね」

「はあ？　どういう意味だ？」

「鈍感は気にしなくていいわ。それより忍、お見合いなんだから礼儀正しくするのよ？」

「任せろ。それは得意分野だ」

　大きく頷うなずいて返すが、母さんは信用できないと言いたげな顔でオレを見る。

「……アンタ、趣味を訊たずねられたらなんて答えるつもり？」

「みんなを幸せにすること！　休日はよくボランティアに出かけているぞ！」

　断っておくが、いまのはオレのセリフじゃない。

　オレの代わりに質問に答えた変な奴がいる。

「あとは愛と優しさに包まれたネバーランドをつくることだな。いまは神のネバーランドは南なん条じよう家にあるから、よかったら遊びに来てくれ」

　自然と、オレと母さんの視線はその変な奴――エルニに集まる。

「ん？　どうしたんだ、ふたりとも？　わたしのことは気にしなくていいぞ？」

　いつの間に侵入してきたのだろうか。エルニは興味津々な様子で部屋を見渡し、笑顔で席につこうとするが……母さんに猫ねこ掴づかみにされ、そのままつまみ出されてしまった。

「うわ～ん！　わたしが忍しのぶの許嫁いいなずけになるんだ～！」

　扉越しに悲しげなエルニの声が聞こえてきたが、ホテルの従業員に連れて行かれたのか、その声は徐々に遠ざかっていった。

「……変な娘こね」

　もっともなことを言い、母さんは思い出したように口を開く。

「そういえば忍、アンタにまだ相手の名前を教えてなかったけど……」

「いいよ。どうせ断るんだ。聞いても意味はないだろう？」

　言葉を遮ると、母さんは肩をすくめた。

　すると不意にノック音が響き、ゆっくりと扉が開かれる。そして、扉の奥からメイドさんと着物姿の女性が姿を現した。

　……ん？　メイドさん？

　あまりにも自然に入って来たもんだからスルーしそうになったけど、この場にメイドさんはおかしいだろう。

　そのメイドさんは見惚れるような美人だったが、人形のような無表情だった。

　透き通った白い肌、切れ長の双そう眸ぼう、セミショートの横髪には軽くシャギーが入っており、モデルのように均整の取れた身体つきで……って、このメイドさん、かおるんじゃないか。

　かおるんは五ご行ぎようさんの家で働いている人らしく、本名は薫かおる。メイド服に身を包んではいるが、本当にメイドとしての役割を果たしているかどうかは怪しいところである。

　それはともかく、そのかおるんがどうしてここにいるんだ？

　驚いていると、彼女はツカツカと歩み寄って来て、オレの手を取り言った。

「それでは南条様、結婚しましょう」

「早っ！　というか、かおるんがオレの婚約者なのか？」

　動揺して訊たずねたところ、かおるんは無表情のまま答えた。

「嬉うれしいですか？　こんな美人が相手で」

「なにを言っている。お前こそこんなイケメンが相手で嬉しいだろう？」

「……南条様、毎朝きちんと鏡を見ることをお勧めします」

　ひでえ……。冗談になんてきつい返しをしやがる。

　軽くショックを受けていると、かおるんはさらりと続ける。

「ちなみに、わたくしは南なん条じよう様の婚約者ではありません」

「え？　それじゃあオレの相手は……」

　言いながらオレはかおるんと一緒に部屋に入って来た着物姿の女性に目を向ける。

　その女性は艶つややかな黒髪を腰まで伸ばした美人さん。凛りんと整った表情はまさにクールビューティーと呼ぶに相応ふさわしいわけだが……ちょっと待て。

　着物姿のためか気がつくのが遅れたけど、あれはどう見ても五ご行ぎようさんである。

　……ということは、まさか五行さんがオレの婚約者？

　思わず五行さんを凝視していると、彼女はオレとかおるんの間に割って入り、焦ったように叫んだ。

「ど、どういうことだ薫かおるさん！　相手が南条君だなんて聞いてないぞ！」

「それはまあ、言ってませんでしたからね」

　かおるんはしれっと答え、淡々と続ける。

「というわけで、お嬢様の許嫁いいなずけは南条様です。お嬢様、わたくしは家に帰って録画したアニメを見たいので、早く結婚してください」

「滅茶苦茶適当だな、お前……」

　そう突っ込んだところ、かおるんは懐からなにかを取り出し、「南条様これを……」と、まるで賄わい賂ろでも渡すようにしてそれをオレに握らせる。

　見ると、オレの手の中にはチャチな車の玩具おもちやがあった。

「なんだこれ？」

「南条様の好きなぶーぶーですよ。お菓子のおまけでついてきたその玩具をプレゼントしますので、お嬢様と結婚してください」

「ええー、迷っちゃうなあ――じゃねえよ！　どんだけ子供扱いされてんだよオレは！

大体、こんなもんで結婚決められるか！」

　玩具をつき返すと、かおるんはわざとらしく泣き真似をした。

「ひどいです。南条様に喜んで貰もらおうと思って持って来ましたのに……」

「……おい、さり気なくオレのポケットに玩具を突っ込むな。こら脇わきをくすぐるな、耳たぶを触るな首筋を撫なでるな！　なんなんだお前は！」

「南条様が大好きなメイドです。南条様がお嬢様と結婚されたらサービスでわたくしもついてきますよ？　嬉うれしいでしょう？」

「いや、あんまり」

　素っ気なく返すと、かおるんはぐいっと近づいてくる。

「南条様、よく考えてみてください。わたくしは優秀なメイドなんですよ？　炊事洗濯裁縫となんでもこなします。もちろん南なん条じよう様が所有するいけない本も捨てたりはしません」

　そこで一度言葉を切り、かおるんは声を大にして続けた。

「ただメイドもののエッチな本を付け足すだけです！」

「いらんお世話だ！」

　負けじと声を大にして叫び返すものの、かおるんはオレにすり寄り、囁ささやくように言う。

「無理をしなくてもいいんですよ南条様。本当は、いまもわたくしのメイド姿にムラムラしているのでしょう？」

「寝言は寝て言え」

　鼻で笑った瞬間、頭にチョップを叩たたき込まれた。

　けっこう痛い。オレが抗議するようにかおるんを睨にらむと、

「きゃあ、南条様が怖い～。わたくしのお尻しりを叩くつもりです～」

　かおるんは棒読みで言い、さっと五ご行ぎようさんの背中に隠れた。

　と、そこで母さんがオレに声をかけてきた。

「アンタ、この娘こたちと知り合いなの？」

「ああ、着物の娘がクラスメイトで、もうひとりは変態メイドだ」

　かおるんに目を向けると、彼女は特に気にした様子もなく言った。

「南条様、『変態メイド』ではなく、いつものように『俺おれの天使』と呼んでください」

　図々しいことをのたまうかおるん。

　そんなかおるんを見て、母さんは冷たく一言。

「あの娘は六十五点ね」

「辛口評価!?」

　かおるんはショックを受けたような声をもらした。

　だが母さんはそれを無視して今度は五行さんに視線をやり、思い出したように言った。

「……忍しのぶ、もしかしてこの娘、一度うちに来たことがある？」

　そういえば、母さんは五行さんと面識があったな。

　以前、退魔の仕事帰りに倒れた五行さんを家に連れ帰って介抱したとき、母さんには五行さんの着替えと傷の手当てを頼んだことがある。母さんはそれを覚えていたのだろう。

　オレが母さんに頷うなずいて返すと、五行さんはぺこりと頭を下げた。

「その節はお世話になりました。えっと、南条君のお姉さんですか？」

　途端、母さんは満面の笑みを浮かべ、オレの肩を力強く叩いて言った。

「いい娘じゃない忍。百点満点よ。結婚したらどう？」

　母さんが軽いノリで言うと、かおるんも大きく頷く。

「では、結婚ということで」

「いや、だから適当すぎるだろう。真面目にやれよ、真面目に。というか、なんでかおるんがここにいるんだよ？　普通は親御さんが来るものじゃないのか？」

　気になって訊たずねると、かおるんは胸を張って答えた。

「わたくしは本日、旦だん那な様と奥様の代理で来たのです」

「代理？」

「はい、お二人には裏でこっそりお仕事を押しつけ、半ば強引にわたくしが来ました」

「……なにやってんだよ、お前」

「些さ細さいなことは気にしないでください。さあ、お見合いらしくご歓談といきましょう」

　かおるんの言葉を受け、とりあえずオレたちはテーブルについた。

　ただ、かおるん自身は椅い子すに座ることなく、五ご行ぎようさんの隣に立ったまま口を開く。

「それでは、定番ですが趣味のお話でもしましょうか。南なん条じよう様、さっそくですがご趣味を教えてください」

「ん？　オレの趣味は読書だが」

　普通に答えると、かおるんは「そうですか」と頷うなずき、無表情のまま口を開いた。

「南条様はいま官能小説を読むことが趣味だとカミングアウトされたわけですが……」

「おい、誰だれがそんなことを言った？」

「誤魔化さなくても結構ですよ。わたくしは理解ある方です。そして官能小説ならわたくしも持っています」

　……んなことは誰も聞いちゃいねえよ。

「ですが南条様、お嬢様と結婚なされたら、官能小説に頼る必要もなくなりますよ。お嬢様の柔らかくもたわわに育った両の胸、心地いい弾力のある桃のようなお尻しり、程よく引き締まった太もも――それらすべてにしゃぶりつくことができますからね」

「……それじゃあ、五行さんと一緒についてくるかおるんの身体も堪能できるのか？」

　話を逸らすためにそう訊ねた瞬間、かおるんの目つきが鋭くなった。

「なにを言っているんですか。セクハラはやめてください」

「す、すみません」

　冗談だったのに怒られてしまった。

　ちょっと怖かったので素直に謝ったのだが、それでもかおるんは不満げに言う。

「まったく、アメリカでしたら即裁判ですよ？　お詫わびにお嬢様と結婚してください」

「だから、そんな簡単に結婚とか言うなよ。大体、かおるんはオレなんかが五行さんの結婚相手でいいのか？」

「もちろんです。南条様になら安心してお嬢様を任せられます」

　意外なことに即答するかおるん。

　ああ見えても、かおるんはオレのことを信頼しているのかも知れない。

　ちょっと感動していると、かおるんは真剣な声音で続けた。

「それにです。わたくしはお嬢様の専属メイドですから、お嬢様が嫁いだ先にわたくしも参らないといけません。仕事をサボったら絶対に叱しかられます。その点南なん条じよう家なら、わたくしが遊んでいても、南条様が代わりに働いてくれるでしょう」

「おいおい、なんでそうなるんだよ。奥さんどころか、メイドにまで尻しりに敷かれているのかオレは。というか、かおるんは思いっ切り私利私欲で動いてんのな」

　さっきの感動を返せと強く言いたい。

　オレは苦笑してかおるんに目を向けるが、彼女はからかうように言う。

「南条様、早くもお嬢様のことを奥さん扱いですか？　まあ、その気になってくれてわたくしも嬉うれしいです。お嬢様と結婚された暁には、一緒にお嬢様を優しくいじめましょう」

「おっ、それは楽しそうだな」

「ええっ!?」

　ちょっと乗り気になって答えると、五ご行ぎようさんが驚いた声をあげた。

　その様子を眺めながら、オレは口調を正して言う。

「だけどまあ、かおるんがいいと言っても、大事なのは五行さんの気持ちだろう？　五行さんも、オレなんかが相手じゃイヤだよな？」

　努めて明るく、冗談めかして訊たずねる。

　これなら五行さんも断りやすいと思ったのだが、彼女は頬ほおを赤くして俯うつむいてしまった。

　それを見たかおるんは、大きく頷うなずいて言う。

「南条様、どうやらお嬢様は南条様と結婚なさりたいようです」

「いやいや、どう見てもイヤがってるだろう」

　オレが呆あきれて返すと、五行さんは顔を伏せたままぽつりと言った。

「……私は、いやじゃない」

「へ？」

「だ、だから、私はいやじゃない。南条君こそ、私が相手だと……いやかな？」

　顔をあげ、潤んだ瞳ひとみでオレを見つめてくる五行さん。

　その様子がなんとも言えず可愛らしく、心が揺れ動いてしまった。

　だが、さすがにここでＯＫとは言えないだろう。

「えっとでもほら、オレはまだ結婚できる歳じゃないから……」

　曖あい昧まいに笑うと、そこでかおるんが手をあげて提案をひとつ。

「それではこうしましょう。結婚はまだ早いようですので、結婚を前提にお付き合いをするということで」

　え？　オレが五行さんと付き合う？

　それはかなり魅力的な話なんだけど……どうしたものか。

　自分の気持ちを整理できずに戸惑っていると、母さんが口を挟んできた。

「忍しのぶ、せっかくだからお付き合いしてみたらどう？」

「な、なにを言い出すんだ母さん」

「ん？　試しに付き合ってみて、それで判断するのもいいんじゃないの？」

「そうです南なん条じよう様。お嬢様の身体を貪むさぼり尽くしたのち、『どうせお前も金が目当てだったんだろう、この雌豚が』などと言って切り捨てるのも手ですよ？」

「どんな鬼畜なんだよオレは。そんなことしねえよ。大体金が目当てってなんだよ。完全に立場が逆じゃねえか」

　そう突っ込むと、かおるんは何故か驚いた声をもらす。

「それではまさか、お嬢様を完全に調教し、『これが欲しいんだろう、この雌豚が』と、南条様なしでは生きられない身体にするおつもりなんですね！」

「うん、そっちの方がオレらしいね――って、んなわけあるか！　付き合うとなったらちゃんと優しくするわい！」

　思わず叫ぶと、かおるんはニヤリと妖あやしく笑う。そして五ご行ぎようさんは恥ずかしそうにしながらも、嬉うれしそうにはにかんだ。

「よかった……」

　あ、あれ？　おかしいな？

　額に冷や汗が浮かぶのを感じていたところ、かおるんが話をまとめるように言った。

「決定ですね。南条様、ふつつかなお嬢様と優秀なメイドですが、どうぞよろしくお願い致します」

　さり気なく図々しいことを言ってかおるんが頭を下げると、五行さんもそれに倣う。

「南条君、頑張るから、仲良くして欲しい」

　やばい。そう思ったときにはすでに手遅れで、いつの間にかオレは五行さんと付き合うことになっていた。

　その後しばらく談笑したあと、五行さんたちと一階のエレベーター前で別れ、オレは重い足取りでルナたちの元に向かう。

　……どうしよう。見合いは断ると豪語していたのに、この体たらくだ。

　憂ゆう鬱うつな気持ちでロビーに顔を出すと、ソファーに座っていたルナたちがオレに気づき、笑顔で近づいてくる。

「忍しのぶさん、お見合いはどうでしたか？」

「相手はどんな娘こだったの？」

　ルナとマキナは柔らかく訊たずね、エルニとなずなもそれぞれに口を開く。

「忍、どんな風に断ったんだ？」

「クールに決めたんだよね、お兄ちゃん？」

　頬ほおを伝う冷たい汗を拭ぬぐい、オレは努めて明るく答えた。

「お、おう。相手はオレにメロメロだったが、『君はオレに恋しているんじゃない。恋に恋しているだけだ』と言ってやった」

「お兄ちゃん格好いい！」

「クールだな！」

　なずなとエルニは目を輝かせ、ルナとマキナも口元を緩める。

　だが、そんな雰囲気に水を差すように、母さんが静かに言った。

「まあ、実際は結婚を前提に付き合うことになったんだけどね……」

　瞬間、ルナとマキナ、そしてエルニとなずなが一斉に表情を凍らせた。

　……なんかいま、空気の温度が二、三度下がったような気がする。

　みんなの冷たい視線を受け、オレは頬ほおを引きつらせて言う。

「まいったぜ！　先方に強く言われて断れなくてさ！　オレも罪な男だぜ。あははは！」

「あら、そうなの。うふふふ――って、どういうことよ忍しのぶ！　断るって言ったじゃない！」

「そうですよ！　忍さんウソつきです！」

　笑って誤魔化そうとしたのだけど、マキナに怒られ、ルナには涙目で詰め寄られた。

「いやあの、相手が五ご行ぎようさんで、オレもよくわからないうちにそういうことになって、ほら、あるだろそういうの？　訪問販売でやたらと高い枕まくらを買わされちゃった、みたいな」

　そう言い訳すると、エルニが眉まゆを寄せ、いきなりオレの胸をぽかぽかと叩たたいてきた。

「な、なにするんだよエルニ」

「うるさい！　神の怒りがマックスハートだ！　忍のバカ！」

　なにやらご立腹のエルニ。

　オレは慌ててエルニから離れ、助けを求めるようになずなに目を向けるが、

「フーズ・バッド！」

　なずなはＢＡＤなずにゃんとなり、頬を膨らませて勢いよくオレの手に噛かみついてきた。

　さらに、エルニもなずな同様オレの手に噛みつき、ルナとマキナも目に涙を溜ためてオレに近づいて来て、

「おわっ！　なんでお前らまで――！」

　まさに四し面めん楚そ歌か。両手をなずなとエルニに噛まれ、そして両の頬もルナとマキナにつねられ、思わずオレは悲鳴をあげた。

　しかし、みんなは母さんに止められても、ずっと不機嫌そうな顔をしていた。

　……ひどく居心地が悪い。

　帰り、重たい沈黙に支配された車内で、オレは早く家に着くことを祈っていた。

　すると不意に、隣に座ったルナがぽつりともらす。

「……忍さん、私、五行さんには負けませんから」

　え？　どういうこと？　負けないってなに？

　などと考えていると、母さんはバックミラーでオレたちを見ていたのか、くすりと笑う。

「思った通りね」

「ん？　なにがだ？」

「愛は障害があった方が、燃えるってことよ」

「なんだ、電波でも受信したのか？」

　意味がわからずそう返すと、何故か隣に座っていたルナに頬ほおを引っ張られた。

　……なんでつねるんだ？　さっきも思ったけど、ルナにそんなことをされるとショックでかいぞ？

　オレはため息をつき、車のシートに背中を預けた……。



    

  
    
      


第二章　五行さんのエッチなお願い



　オレは読み終えた小説を本棚に戻し、部屋を出てダイニングキッチンへと向かう。

　さっきは見合いのことでみんなを怒らせていたので、機嫌を直して貰もらうのに苦労をした。

　その疲れた心を癒すため、読書を楽しんでいたわけだが……冷蔵庫からお茶を取り出し、何気なく壁時計に目を向けると、けっこう遅い時間になっていた。

「もうこんな時間か……」

　みんなはもう寝ているのだろうか。家の中はシンと静まり返っている。

　オレも寝るかな。

　お茶を飲んだあと自室に戻り、扉を開けると――そこには何故かメイドさんがいた。

　というか、かおるんだった。

　かおるんはオレに気づくと、メイドらしく優雅に一礼。

「おかえりなさいませ、ご主人様」

　途端、オレは勢いよく部屋の扉を閉めた。

「……いかん。幻覚が見えてしまった」

　疲れているのだろうか？

　オレは軽く目頭を揉もんだあと、再度扉を開けるが、

「きゃあ！　ご主人様のエッチ！」

　着替え中だったのだろうか。目に飛び込んでくるのは、ネクタイを緩め、胸のボタンを外して頬ほおを赤らめているかおるんの姿。

　オレは即座に再び扉を閉めて大きく深呼吸。おそるおそるもう一度扉を開けると、

「……ご主人様、電気を消してください」

　やっぱり部屋にはかおるんがいた。

　どうやらこれは夢や幻ではないようだ。恥ずかしそうに掛け布団で口元を隠し、ベッドの上で、上目遣いにオレを見つめているかおるんは紛れもなく現実である。よく見れば部屋の窓も開いている。おそらくかおるんはそこから侵入して来たのだろう。

「お前、さっきからなにわけのわからんことをやってんだよ？」

「あの、何度もドアを開け閉めしていた南なん条じよう様には言われたくないのですが……」

　無表情でそう返し、かおるんはそのままベッドに横になる。

「では、わたくしは明日もお仕事があるので、十時に起こしてください」

「おう、十時だな。ずいぶんと遅い時間から仕事をするんだな――じゃねえよ！　なにしに来たんだ、お前は！」

　頭から枕まくらを引っこ抜くと、かおるんは上体を起こしてしれっと言う。

「いえ、最近どうも南条様のわたくしに対する扱いがぞんざいだと感じ、こうして抗議しに来たというわけなのです」

　かおるんはオレを見つめて小さく唇を尖とがらせる。

「南条様、どうしてそんなにつれないのですか？　このままではいつまで経ってもかおるんルートは出現しませんよ？」

　潤んだ瞳ひとみを向けてくるかおるん。

　まあいつもの冗談だろう。オレは肩をすくめて答えた。

「かおるんは非攻略対象キャラなんだろう？　好感度を上げても無駄だって、自分でそう言ってたじゃないか」

「大丈夫です。お金次第でなんとかなりますから」

「……いま、百円しかないけど」

「ずいぶんと安く見られている!?」

　とりあえずかおるんの手に百円玉を握らせると、彼女はため息混じりに言った。

「もっとロマンチックに渡して欲しかったです。もし百円だけでも、仮に『オレだけのメイドになってくれ』などと言われたら、心が動いていたかも知れませんよ？」

「いや、別にいい」

「どうやら間に合っていらっしゃる!?」

　うちにはルナがいるし、メイドさんは要いらないだろう。

　オレはひとり頷うなずき、ショックを受けた様子のかおるんに声をかける。

「それで、本当はなにしに来たんだ？」

「教えて欲しいのなら、わたくしに『言え』と命令してください」

　そこでオレはベッドを強く叩たたいて叫んでみた。

「ネタはあがっているんだ！　吐け！　吐くんだかおるん！」

「違うんです刑事さん。わたくしは本当になにも聞かされていなかったんです！」

「いや乗らなくていい。さっさと話してくれ」

「ぐうぐう」

「こら、寝たフリをするな。いい加減にしないと尻しりを叩くぞ？」

　オレがそう言うと、かおるんはパチリと目を開き、思いついたように言った。

「ちょっと待ってください南なん条じよう様。逆転の発想です。ここはわたくしが鞭むちで南条様の身体を打つ、ということにしませんか？」

「……優しくしてね」

「まあ、話を戻しますと」

　こっちが乗ったらあっさりと引きやがった。

「あっ、話を戻す前にひとつだけ。いまの南条様はとても気持ちが悪いです」

　引いたばかりではなく、余計なことまで言いやがった。

　本当に尻でも叩いてやろうか？

　そんなことを考えていたところ、かおるんが姿勢を正して言った。

「南条様、本日わたくしはデートのお誘いに来たのです」

「……は？　デート？」

　聞き返すと、かおるんはしっかりと頷く。

「お嬢様と付き合うことになったわけですし、せっかくなのでお嬢様と遊ばれて来てはどうですか、南条様。……場合によってはお泊まりコースもありですよ？」

「いやねえよ。そんなにスムーズにことが運ぶわけないだろう」

「なにを言っているんです。お嬢様はデートに備え、今日は勝負下着を購入したのですよ」

「え？　マジで？」

「はい、お嬢様に似合うセクシーな下着をわたくしが選びました。ですからここは南条様らしく、デートの際はお嬢様を強引に押し倒し、『これでお前は俺おれ様さまのものだ、グエヘヘヘ』と、邪悪に嗤わらえばいいかと」

「そんなことをしたら即座に警察と知り合いになっちまうよ。まったく、なにがオレらしくだ。とんでもないことを言うメイドだな」

　憤慨して言うが、かおるんは無表情のままそれに答える。

「南なん条じよう様次第で、この家のメイドになるかも知れませんよ？」

「要いりません」

「そ、即答とは失礼です！　南条様、いまメイドをバカにしましたね！」

「別にそういうわけじゃない。うちにはもうメイドみたいなのがいるから……」

　かおるんをなだめていると、不意に部屋の扉がノックされた。

「誰だれですか？　こんな時間に非常識ですね……」

「お前、どの口でそんなこと言うんだよ」

　そう突っ込みつつ扉に目を向ける。

　すると、扉越しに鈴を転がしたような美声が聞こえてきた。

「忍しのぶさん、まだ起きてますか？」

　あの声はルナだ。

　しかし、いまオレは夜遅くにメイドさんと自室でふたりっきりである。

　……この状況はあまりよくない。オレはかおるんに目を向け、小声で言った。

「かおるん、悪いがベッドの中に隠れていてくれ。こんなところをうちの連中に見られたら誤解されてしまう」

　手を合わせてお願いしたのだけど、かおるんは妖あやしく笑った。

　あっ、なんかすごくイヤな予感がする。

　そう思った瞬間、かおるんはうつ伏せになると、扉に向かって悩ましい声をあげた。

「あぁ～ん、だめです南条様ぁ～。えっちぃ～」

「ええっ？　忍さん、お部屋に誰かいるんですか？　そしてなにをしているんですか？」

「な、なにもしてない！　オレはなにもしてないぞ！」

「そう言いながらも俺おれは欲望を抑えることができず、メイドを後ろから押し倒し、弾力ある両の尻しりを鷲わし掴づかみにして揉もみしだく。メイドは『ああっ、南条様。痛いです』と、か細い悲鳴をあげたが俺は気にしない。うわ言のように『メイドメイド……』と繰り返し――」

「やめんか！　冥めい土どに送られたいのかお前は！」

　言葉を遮り、オレは勢い余ってかおるんの尻を叩たたく。

　途端、かおるんはピクンと身体を震わせると、無表情を崩して頬ほおを上気させ、「んぁあっ」と色っぽい声をもらした。

　あ、あれ？　予想外の反応だぞ？

　いまの仕草は演技には見えず、オレは思いっ切り動揺した。

　するとかおるんは抗議するようにオレを見て、扉に向かって大声で叫んだ。

「南条様のエッチ！　ヘンタイ！　もうお嫁にいけません！」

「し、忍さん！　欲求不満なら私に言ってください！　私ならいつでも……あら？」

　動揺した声をもらし、勢いよく扉を開け放ってルナが姿を見せる。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが言葉の途中でかおるんに気づいたのだろう。ルナは言葉を止めて首を傾げる。

「えっと、あなたは確か、五ご行ぎようさんのおうちで働いているメイドさん――」

「南なん条じよう様、もしや南条様の言うメイドみたいな人とは、あの方のことですか？」

　ルナに最後まで言わせず、かおるんがオレの服の袖そでを引いて訊たずねてくる。

　とりあえずオレが頷うなずいて返すと、何故かかおるんはキッとルナを睨にらんだ。

「あなたのような方がいるから、わたくしの価値が下がるんです！」

「いきなり怒られました!?」

　かおるんは驚くルナにオレの枕まくらを投げつけて窓際に移動。そして窓枠に足を掛けて振り返り、「この牛女！」と捨てゼリフを残して窓から帰って行った。

　おお、窓から出て行くとは、かおるんもなかなか身体能力が高いな。

　などと考えていたオレに、ルナがしゅんとした様子で近寄って来た。

「……忍しのぶさん、私って牛に見えるんですか？」

　オレはチラリとルナの胸元に目を向ける。

　そこにはたわわに実った大きなふたつの果実が存在を主張しており、あながちかおるんの言葉を否定できないと思った。

　しかしオレは敢えてそれを指摘せず、ルナの頭に手を伸ばす。

「牛なんかに見えないよ。かおるんの言ったことは気にするな」

　ルナの頭を撫なでて、オレは柔らかく訊たずねる。

「それで、こんな時間にどうした？　なにか用なのか？」

「は、はい。忍しのぶさんに渡したい物があるんです……」

「渡したい物？」

　聞き返したところ、何故かルナは頬ほおを赤くする。そしてわずかに躊ちゆう躇ちよしたあと、背中に隠していた紙袋をオレに突き出してきた。

　なんだろう？

　受け取った紙袋を覗のぞくと――中には袋詰めされたピンクのパンツが入っていた。

　……ちょっと待て。なんだこれは？

　あまりの驚きに声も出せずにいると、ルナは真っ赤になったまま言った。

「あの、忍さんこの前パンツが欲しいって言ってましたから。それは忍さんにあげます。好きに使ってください」

　そう言われても、どう使えばいいんだよ？　というか、オレはパンツが欲しいだなんて言ったか？　まったく記憶にない……あっ、いや、あるな。

　オレはふと思い出した。

　そういえば母さんが旅行から帰って来たとき、ギャルのパンティがどうとか言った覚えがある。しかしそのときも説明したが、あれは冗談だ。オレはギャルのパンティにそこまで浪漫を求めてはいない。

「ルナ、気持ちは嬉うれしいんだけど、これは受け取れないぞ？」

「……もしかして、いま私が穿はいてるのがいいんですか？」

「んなわけあるか！　お前はオレをなんだと思っているんだよ！」

「大丈夫です私知ってます！　この前テレビで見ました！　男の人はパンツで興奮するんですよね？　忍さんが望むなら私頑張ります！　五ご行ぎようさんには負けません！」

「いやいや勝つとか負けるとかじゃなくて誤解だ！　スカートに手をかけるな！　上着を脱ごうとするな！　別にオレはブラが欲しいわけじゃない！　こら！　靴下でもないからやめろ！　オレを変態にするつもりか！」

　ルナは周りが見えなくなっているのか、一生懸命な様子で服を脱ごうとする。

　オレは必死でそれを止め、再度誤解であることをきちんと説明した。

　しばらくすると説得の甲か斐いあってか、ルナは納得した様子で部屋に戻って行った。

　胸を撫で下ろしてルナの背中を見送っていたオレだが、ふと気がついた。

　――ルナから受け取った紙袋をしかと胸に抱いていることに。

「マジかよ……」

　パンツが入った紙袋を胸に抱きながら誤解だと力説していたわけか、オレは。

　説得力の欠片かけらもない上に、パンツを返すタイミングまで逃してしまったぞ？

「……どうしよう、これ」

　呟つぶやくと、すぐに抑揚のない声が返ってきた。

「南なん条じよう様、なにを迷っているのですか？　ここは変態らしく袋からパンツを取り出し、それを頭から被るのです」

「おお、それは防御力があがりそうだな！」

「もしくはパンツを枕まくらに装着させ、そのまま頬ほおずりしてはいかがでしょう？」

「うむ、愛しの人を感じて眠りにつくわけだな。でもパンツが伸びやしないか？」

　相あい槌づちを打って振り返ったところ、話を聞いていたのか、窓際にはかおるんの姿。

　オレはかおるんに近づき、そっと紙袋を差し出す。

「せっかくだから、これはかおるんにあげよう」

「……男性からこんなプレゼントを頂いたのははじめてです」

　かおるんは部屋に入って来ると、無表情のままオレから紙袋を受け取った。

「そういえば、男性が女性に服をプレゼントするのは、その服を脱がせたい、などという欲望が絡んでいるといった話を聞いたことがあります」

　そこでかおるんは手に持った紙袋を覗のぞき見る。

「……南条様はわたくしになにを求めているのですか？」

「変に深読みするな。扱いに困っただけだ。気にせず持っていってくれ」

　そう言うと、かおるんは釈然としない顔で紙袋を胸に抱いた。

　あれ？　素直に受け取ってくれるんだ。

「えっと、それでかおるんはなんで戻って来たんだ？　帰ったんじゃなかったのか？」

「はい、帰るつもりだったのですが、肝心なことを伝え忘れていましたので……」

「肝心なこと？」

「デートの待ち合わせ場所と時間です」

「え？　あれって冗談じゃなかったのか？」

「違います。明日の午前十時、駅の噴水前で待ち合わせです。お嬢様も楽しみにしていますので、遅れることのないようにお願いします」

　きっちりと告げると、かおるんはそこで美しく一礼。

「それでは南条様、いいメイドの夢を」

　そう残し、今度は普通にドアから出て行くかおるん。

「いや、そこは窓から帰ってくれよ！」

　うちの連中に会ったらどうするんだ。

　慌てて注意するものの、かおるんの足音は徐々に遠ざかっていった。

　……まあ、時間も遅いから誰だれかと会うこともないか。

　そう思ったのも束の間。すぐに廊下から、「わあ！　メイドさんだ！」と、なずなの驚いたような声が聞こえてきた。そしてその後、笑顔のなずながオレの部屋に顔を出す。

「お兄ちゃん、メイドさんがお菓子くれたよ」

「へえ、そうなのか？」

「うん！　それでそのメイドさん、『あなたのお兄ちゃんは手に負えないメイドフェチです。誇りに思ってください』って言ってたよ。どういう意味なの？」

「さあ？　お兄ちゃんにもよくわからないな。ただ、今度そのメイドに会ったら、オレの代わりに尻しりを叩たたいてやってくれ。きっと喜ぶ」

「にゃあ！」

　元気いっぱいに敬礼をするなずなだが、さっきまで寝ていたのだろう。頭にアホ毛みたいな寝癖がついていた。

　オレが頭を撫なでてその寝癖を直してやると、なずなは嬉うれしそうに目を細める。

「お兄ちゃんありがとう。お礼にお兄ちゃんにもお菓子分けてあげるね」

　瞬間、不意にクローゼットの扉が開き、ひょこっとエルニが顔を覗のぞかせた。

「おわっ！　お前どこから出てくるんだよ！」

「どこでもトビラ～」

　エルニは妙な口調でオレに答えてクローゼットから出てくる。そしてとことこと近づいて来て、なずなに向かって手を伸ばした。

「なずにゃん、わたしにもお菓子を分けてくれ」

「いや、お前ひとの部屋のクローゼットでなにやってんだよ？」

「……実は忍しのぶがお風ふ呂ろに入っている間にこっそりクローゼットに隠れて、忍を驚かせようと思って待ってたんだけど……いまのいままで寝てた」

「お前アホだろ」

「真顔でなんて失礼なことを言うんだ！　せっかく忍にいいものを持って来たのに！」

　エルニは頬ほおを膨らませ、懐から二枚の紙切れを取り出す。

「ん？　エルちゃんそれなに？」

「これは映画のチケットだ。知り合いから貰もらったものだけど、なずにゃんのお菓子に免じて忍にプレゼントだ。デートに使うといい」

　エルニはなずなに向かって胸を張り、オレに映画のチケットを手渡してくれた。

　だが、『デート』という単語にオレは眉まゆをひそめる。

「……お前、もしかして盗み聞きしてたのか？」

「ち、違うぞ。わたしの耳は神イヤー。寝ていても自然と外界の声が聞こえてくるんだ！」

「ほう、それは優れものの耳だな」

　言いながら軽く神イヤーを引っ張ると、エルニは「いやー」と悲鳴をあげた。そしてなずなの手を掴つかんでそのまま部屋を飛び出して行く。

　ふむ、盗み聞きは感心しないが、映画のチケットは素直にありがたい。

「ありがとうな、エルニ」

　声をかけると、エルニは振り返って笑顔を見せたあと、ルナの部屋に向かって行った。

　ん？　なにかルナに用事か？

　ちょっと気になったが、もう時間も遅い。オレは明日のデートに備えて寝ることにした。
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　翌朝。時間をかけて身だしなみを整え、オレはリビングに顔を出す。

　すると、ルナとマキナ、そしてエルニの居候いそうろう三人衆が揃そろっていた。

　みんな普段着ではなく、ちょっとおめかしをしている。

「なんだ、お前らどこかに行くのか？」

　話しかけたところ、ルナが笑顔で頷うなずいた。

「今日はみんなで遊びに行くんです。忍しのぶさんもお出掛けですか？」

「ああ、ちょっと出てくる。昼はいらないから」

「わかりました。あまり遅くなるようでしたら、電話してくださいね」

　と、そこでマキナとエルニも口々に言う。

「忍、お財布は持った？　ハンカチは大丈夫？」

「見栄心は？　羞しゆう恥ち心しんも忘れずに持って行くんだぞ？」

「問題ない。男一匹南なん条じよう忍、この心にはいつも夢と浪漫が詰まっている。それで十分だ」

　格好をつけてみると、エルニは感心したように頷いた。

「忍の心にはルナのおっぱいと同じものが詰まっているんだな」

「ああ、お揃いだな」

　オレがそう答えると、ルナは両腕で恥ずかしそうに胸を隠した。

　そこでオレは「行ってくる」と残してリビングを出たのだが、

「……あ、あれ？」

　ルナがついて来ていない。いつもなら見送りに来てくれるのに……。

　どうしたんだろう？

　一抹の寂しさを感じて振り返ったところ、リビングのドアからルナとマキナとエルニの三人が一様に顔を覗のぞかせていた。

　あいつらはオレと目が合うと、慌てて顔を引っ込める。

「……なんだ？」

　不思議に思いながらもオレは家を出て、デートの待ち合わせ場所に急ぐ。

　時間にはまだまだ余裕がある。しかし相手を待たせるのも悪いだろう。

　そう思って三十分以上も早く待ち合わせ場所――駅の噴水前に着いたわけだが、そこにはすでに五ご行ぎようさんの姿があった。

　思わずもう一度腕時計に視線を落とすが、やはり待ち合わせまでにはまだ時間がある。

　ずいぶんと早いんだな。

　とりあえず声をかけようとすると、オレより先に二人組の男たちが五行さんに近づき、声をかけはじめた。

　なんだ？　ひょっとしてナンパか？

　五行さんが困ったような顔をしていたので、オレは急いで彼女の元に駆け寄って、

「はいは～い、イケメンが通りますよ～」

　などと言って男たちの間に割って入り、安心させるよう五行さんに笑いかける。

「お待たせしました。ご注文のイギリス紳士です。こちらで召し上がりますか？」

　そう冗談を飛ばすと、五行さんはくすりと笑みをこぼした。

　しかし、それとは対照的に男たちは眉まゆを寄せる。

「なに？　君はこの娘この彼氏？」

「まあ、そんなもん……かな？」

　曖あい昧まいに答えたところ、男たちは何故か呆あきれた様子で五行さんに目を向ける。

「ねえ、こんな遅刻してくるような男と付き合うのはやめなよ」

「おい、オレは別に遅刻なんてしてないぞ」

「ウソをつくんじゃねえよ。俺おれらはかなり前から見てたけど、この娘ずっと待ってたんだぞ？」

「え？　マジで？　待ち合わせにはまだ三十分以上も時間があるぞ？」

　オレが驚いて言うと、男たちの視線が五行さんに集まった。

　すると五行さんは慌てた様子で両手を振る。

「ち、違うんだ！　時計が壊れてて、それで早く着いちゃっただけなんだ！」

「ああ、そうだったのか」

　頷うなずき、オレはさり気なく訊たずねた。

「ちなみにいま何時？」

「えっと、九時二十七分だけど」

　五行さんは自身の腕時計に視線を落として正確な現在時刻を告げる。しかし、彼女は不意に焦ったように付け足した。

「あ、あの、確かに腕時計は壊れてないんだけど、い、家の時計が壊れていたんだ！」

　必死で誤魔化そうとしている様子の五行さん。

　だが、男のひとりが肩をすくめて言った。

「……いくらなんでもそれは無理があるんじゃないか？」

　同意するようにもうひとりの男が頷うなずくと、五ご行ぎようさんは真っ赤になって叫んだ。

「た、楽しみだったんだから仕方がないだろう！　早く南なん条じよう君に会いたかったんだ！」

　そう言って五行さんが赤い頬ほおのまま俯うつむくと、男たちは吐き捨てるように言った。

「ケッ、お前らなんて、幸せになっちまえ！」

　そんな捨てゼリフを残して去って行く男たちを見送り、オレは五行さんに視線を戻す。

「とりあえず歩こうか」

「う、うん」

　五行さんが頷いてオレの隣に並ぶと、ふわりと清涼感のある匂においが漂ってきた。

　どうしてか、それだけで落ち着かない気持ちになる。

　なにか話そうと口を開くが、うまく言葉が出てこない。

　……このままではまずい。微妙な空気が流れる前になにか言わなければ。

　焦燥感が募っていく中、オレは頭に思い浮かんだことを口走っていた。

「五行さんからはいい匂いがするね」

「……え？」

　いかん。オレはいまとんでもない失言をしてしまったのではないか？

　五行さんも目を丸くして驚いている。

　この状況をどう立て直す？

　脳細胞を総動員して考えていると、五行さんはわずかに頬を赤く染めて微笑ほほえんだ。

「ありがとう。南条君にそう言ってもらえると、嬉うれしい」

　そっと、五行さんはオレに近づいてくる。

　結果、五行さんとの距離が縮まり、オレはさらに緊張した。

　しかし同じ失敗はするまい。今度は努めて冷静に口を開く。

「五行さんはどこか行きたいところとかあるかな？」

「あの、ごめん。薫かおるさんが急に決めたデートだから、特に考えてなくて……」

　申し訳なさそうな顔をする五行さん。

　オレは『デート』という単語に動揺しつつも、昨日エルニに貰もらった映画のチケットをポケットから取り出した。

「それじゃあ映画館にでも行かないか？　ちょうどチケットがあるんだ」

　手に持ったチケットを揺らすと、五行さんは笑顔で頷いてくれた。

　……エルニのおかげで助かった。これがなければ初しよっ端ぱなから躓つまずいていたかも知れない。

　この場にいないエルニに感謝していると、見間違いだろうか。物陰からチラリとエルニの顔が見えた気がした。

　目を擦こすってもう一度視線を向けるが、そこには誰だれもいない。

　オレの勘違いかな？

　気を取り直し、オレは五ご行ぎようさんと談笑しながら映画館に向かう――途中の人混みの中、今度は視界の端で金髪の長い髪が揺れたように見えた。

　なんか、ルナに似た髪形だったな……。

　少し気になったのだが、いまは五行さんとデート中だ。オレは思い留まって足を止める。

「南なん条じよう君？　どうかしたのか？」

「いや、なんでもない」

　まさかこんなところにルナがいるはずないだろう。

　そう結論付け、オレは五行さんと一緒に映画館の中に入って席につく。

　すると、隣に座った五行さんが話しかけてきた。

「南条君はよく映画館に来たりするのか？」

「……そうだなあ、なずなや浅あさ田だに誘われてたまに来るくらいかな。五行さんは？」

「私は気になる映画があったら、薫かおるさんを誘って見に行くぞ。薫さん、ああ見えて映画が好きだから……」

「へえ、そうなのか」

　相あい槌づちを打つと、五行さんは頬ほおを赤く染めて訊たずねてきた。

「こ、今度からは薫さんだけじゃなくて、その……南条君も誘っていいかな？」

「お、おう。別に構わないぞ」

　などと話しているうちに映画がはじまったので、オレたちはスクリーンに視線を移した。

　映画はベストセラーの小説を映画化したもので、なかなかに面白かった。

　特にラストのシーンは感動的で、不覚にもちょっと涙ぐんでしまった……。



　映画を見たあとは近くのファミレスに入り、昼食をとることにした。

　オレはハンバーグセットについてきたにんじんを睨にらみ、対面に座ってパスタを食べている五行さんに声をかけた。

「いつも綺き麗れいな五行さんに、このにんじんをプレゼントしよう」

「え？　あ、あの、ありがとう。でも好き嫌いはダメだぞ？」

「まあそう言わず、あ～ん」

　優しく注意してくれる五行さんに、オレは冗談でにんじんを差し出してみた。

　すると五行さんは頬を上気させて小さく口を開ける。

　まさか本当に食べてくれるのか？

　……ま、まあ、ここまでしてもらって今更冗談でしたと笑うわけにもいくまい。

　そっとにんじんを五行さんの口元に運ぶと、彼女は恥ずかしいのか目を伏せる。そして艶つややかな唇を動かし、ゆっくりとにんじんを口に含んだ。

　そこでふと五行さんと目が合ったのだが、オレたちは慌てて互いに視線を逸らした。

　な、なんでこんなに緊張するんだろう？

　頬ほおをかいていると、不意にウェイトレスさんが近づいて来て、「アツアツのところ失礼します」などと言い、テーブルにジュースの入った大きめのグラスを置いた。

　そのグラスには二本のストローが入っており……って、なんだこれ。

「こんなもん頼んでないぞ？」

「こちらはわたくしからのサービスです」

　そこでウェイトレスさんは無表情でウインクひとつ。

　なんて愛想の欠片かけらもない顔をしているんだろう。美人なのに勿もつ体たいないな――ではなく、この人かおるんじゃないか。

「……なにやってんだよ、かおるん」

「かおるん？　人違いですよ。わたくしはかおるんという名の天使みたいなメイドではありません。バイト戦士・かおるんゼータです。以後お見知りおきを」

　バイト戦士は優美に一礼して立ち去って行った。

　……あいつはなにしに来たんだ？　というか、どうするんだよ、これ？

　ジュースの扱いに困っていると、五ご行ぎようさんがおずおずと言った。

「な、南なん条じよう君、せっかくだから、飲んでみようか」

「さすがにそれはちょっと……」

　恥ずかしさに耐えられそうにない。オレは言葉を濁したのだが、

「お願いだ南条君。一緒に、飲もう」

「……はい」

　五行さんに潤んだ瞳ひとみでお願いされ、断り切れなかった。

　女の子の可愛さって、卑ひ怯きようだよな……。

　オレと五行さんは互いにおそるおそるストローに口を近づける。

　途端、五行さんの長い睫まつ毛げ、通った鼻筋、形の良い唇が目に飛び込んできた。

　……やっぱり恥ずかしいな。

　周囲の人々の視線も感じ、ジュースの味なんて全然わからなかった。

　なんだか気恥ずかしい雰囲気になり、オレは誤魔化すように口を開いた。

「そ、それにしても、さっき見た映画は面白かったな」

「あっ、うん。そうだな、面白かった」

　五行さんも話を合わせてくれたので、オレはさらに続ける。

「さ、最後のシーンには感動したなあ……」

「ふふ、南条君、ちょっと泣いてたもんな」

「ああ、鬼の目にも涙だ」

「えっと、自分で言うことじゃないと思うんだけど……」

　柔らかく突っ込む五ご行ぎようさん。

　オレはそんな五行さんにからかうように言った。

「でも、五行さんはオレ以上に泣いてたじゃないか」

「わ、私だって我慢したんだぞ？　でも、我慢できなかったんだ……」

　恥ずかしそうに顔を伏せる五行さんはかなり可愛かった。

　もうちょっとからかってみたかったのだが、オレはそれを自重する。

「いい映画だったからな、泣くのは仕方がないよ。中には大泣きしてる人もいただろう？」

「そういえば、後ろの席で泣いている人がいたな」

「……なんかあの声マキナに似てて、ちょっと気になったんだよな」

　思い出すように言うと、五行さんが笑顔で言った。

「もしかしたら、オランジェロさんも映画を見ていたのかも」

　瞬間、ガチャンと、近くの席でコップが倒れるような音が響いた。

　音の方に目を向けると、三人組の女性客は、手に持ったメニューで一斉に顔を隠した。

　……怪しい連中だな。ああいった連中とは下手に関わらない方がいい。

　オレは五行さんに視線を戻し、しばらく映画の話で盛りあがった。

　そしてそろそろ店を出ようかというとき、五行さんがふと真面目な顔をして、

「南なん条じよう君にお願いがあるんだ」

　と切り出した。

「その、言いにくいことなんだけど……」

　五行さんはもじもじと口ごもる。

「どうした？　エッチなことでもお願いするつもりか？」

　からかってみると、五行さんは目を丸くして声をあげた。

「な、なんでわかったんだ!?」

「…………えっと、一応確認しておくけど、冗談だよな？」

「ち、違う。冗談なんかじゃない！」

　腰をあげて身を乗り出し、五行さんは声を大にして言った。



「――南条君、私にエッチなことをして欲しい！」



　不意に、あたりがシンと静まり返る。

　……まるで凍てつくような静寂であった。

　そんな中近くのテーブルで、「ちょっとどういうことよ！」「大胆すぎます！」「エロス！」などと騒ぐ声が聞こえてきた。

　なんか聞き覚えのある声だな……。

　目を向けると、そこにはさっきの怪しい三人組の女性客。

　その三人組は再びメニューで顔を隠すと、焦った様子で伝票を掴つかみ、顔を隠したままレジへと向かって行った。

　少し気になったが、いまはそれどころではない。

　オレは五ご行ぎようさんに視線を戻し、おそるおそる訊たずねた。

「……ひょっとして、五行さんは欲求不満なのか？」

「そ、そうじゃない！　いまのは私の言い方が悪かった！　ちゃんと順を追って説明するから、誤解しないで欲しい！」

　五行さんは大きく深呼吸したあと、口調を正して話しはじめる。

「南なん条じよう君、この前南条君の家におじゃましたとき、私が言ったこと覚えてるかな？」

　それはおそらく、五行さんが口にした『さようなら』という言葉だろう。

「覚えてるよ。文化祭が終わる頃ころにはお別れなんだろ？」

「えっと、あのときは南条君が婚約者だって知らなかったから、誰だれかと結婚して、本当にお別れすると思っていた。だけど、少し事情が変わったんだ」

「というと？」

「うん、南条君が婚約者のままでいてくれたら、しばらくは嫁ぐこともないと思う。このままみんなと一緒にいられる」

「そうか」

　自分の口からわずかに弾んだ声がもれた。

　しかし、五行さんは少し表情を硬くして「でも」と続ける。

「私は、退魔の仕事を辞めることになるかも知れない」

「仕事を？　どうして？」

「……父さんは、私に退魔の仕事を辞めて欲しいみたいなんだ。だから今度の試験に失敗したら、退魔の仕事を辞めさせられる。そして、家の決まりで誰かと結婚させられるはずだった。でも、その相手が南条君だったから……私は思ったんだ」

　オレの目をしっかりと見つめて五行さんは言う。

「南条君が協力してくれたら、試験に合格できるって」

「えっと、でもなんでエッチなこと？」

　首を傾げると、五行さんはきちんと説明してくれた。

「私たち退魔士が使う陰陽術の中には、房ぼう中ちゆう陰おん陽みよう術じゆつというものがあるんだ。これは男女の陽と陰の精がひとつになって万物が生まれ出るという考えの基に施す術で、この術を使うと、私たちは能力を高めることができるんだけど……」

　五行さんはわずかに頬ほおを赤らめて続ける。

「この術を使うには、男性の陽の気を、女性の体内に入れて陰の気と混じり合わせないといけないんだ。だから――」

「力を得るためにはエッチなことをする必要があると？」

　オレが五ご行ぎようさんの言葉を遮って訊たずねると、彼女は小さく頷うなずいた。

「……実際、少数だけど、能力を補うためにそういった術を使って退魔の仕事をしている人もいる。私はそういった術は使ったことはないけど、やり方は知っているから……」

　ふと、五行さんは真剣な表情になる。

「本当は諦あきらめかけていたんだ。父さんが、危険な仕事を続ける私のことを心配してくれているのはわかっている。だけど、私は退魔の仕事を続けたい」

　五行さんの表情からは強い意志が感じ取れた。

「こんなこと南なん条じよう君にしかお願いできない。だから、私にそういうことをして欲しい」

　五行さんは凛りんとした瞳ひとみをオレに向ける。

　しかし彼女の表情からは羞しゆう恥ち心しんと不安が垣間見えた。

「……南条君は、私が相手じゃイヤかな？」

　正直かなり心が揺れ動いている。

　だがオレはなんとか自制しようと、テーブルの下で強く拳こぶしを握る。

　すると、五行さんはオレの様子を見て、残念そうな顔をして小さく呟つぶやいた。

「……やっぱり、私がかわいくないからダメなんだな」

「あの、そうじゃなくて――」

　慌ててフォローしようとしたのだが、

「でも、南条君が私に興奮してくれるように頑張る！」

　五行さんはオレの言葉を遮り、力強く宣言。

「だから南条君、私に男の子が喜ぶことを教えて欲しい」

「…………こ、個別の案件については、お答えを差し控えさせていただきます」

　とりあえずオレは政治家みたいなことを言って誤魔化した。

　……そんなこんなでファミレスを出ると、デートの続きということで、オレたちはウインドウショッピングをはじめた。

　と、そこで不意に五行さんがオレに近づき、わずかに躊ちゆう躇ちよしていたようだが、

「南条君、腕を組もう」

　と言ってオレの腕を取った。

　……お、おお？

　二の腕に当たる柔らかくも温かい感触は、紛れもなく五行さんの豊満な両の胸である。

　歩くたびにぷるんと揺れる双胸がオレの腕を刺激する。

　もしかして、五行さんは早速さっきの宣言を実行するつもりなのか？

　動揺を隠してウインドウショッピングを続けていると、五行さんがぽつりともらした。

「なんか、すごくいいかも……」

「そ、そうか？」

　オレが上擦った声で返すと、五ご行ぎようさんは微笑ほほえんで頷うなずいた。

「うん、南なん条じよう君の身体は温かくて、すごく気持ちいい……」

　そう答えると、五行さんは腕を組んだまま歩き出す。しかしその途中で「あっ」と、小さく声をあげた。

「どうかしたか？」

「な、なんでもない！」

　五行さんは慌てたように言い、オレから目を逸らして呟つぶやく。

「……私じゃなくて、南条君をドキドキさせないと……」

　けっこう小声だったが、距離が近いのでしっかりと聞こえてしまった。

　……やばい。なんか五行さんがかなり可愛く見える。

　オレが胸の高鳴りを感じていると、五行さんはオレに視線を戻し、おずおずと口を開く。

「あの、南条君はどういう風にアプローチされたら嬉うれしいのかな？」

　もういまの状態で十分に嬉しいわけだが、オレは素知らぬフリで答えた。

「すまんが、詳細は事務所に訊きいてくれ」

「な、南条君、誤魔化さないでちゃんと答えて欲しい。どんなことをしたら男の子が喜んでくれるのか、私にはよくわからないから……」

　どこか甘えるように言い、弾力感溢あふれる胸を押しつけてくる五行さん。

　オレはなんとかはぐらかそうと思い、目についたカラオケボックスを指差した。

「ご、五行さん、せっかくだから歌っていかないか？」

　そう提案したところ、五行さんは焦ったように手を振る。

「誘ってくれるのは嬉しいんだけど、私、こういうところに入ったことがないから……なにも知らないんだ」

「へえ、意外だな」

　相あい槌づちを打ち、「オレでよければ教えるけど？」と付け足すと、五行さんは目を輝かせた。

　そんなわけで五行さんと一緒にカラオケボックスに入り、受付を済ませて部屋へ。

「それじゃあ、さっそく歌ってみたらどうだ？」

「わ、私からか？」

「おう、レディーファーストだ」

「えっと、あまり嬉しくないんだけど……」

　などと言いながらも、心なしかわくわくした様子で歌う曲を選ぶ五行さん。

　そこでオレがリモコンの操作方法を教えると、五行さんは戸惑いつつも曲を転送し、緊張した面持ちで、少し前にミリオンセラーとなった有名な曲を歌いはじめた。

　普通に上手いな。はじめてのカラオケとは思えないぞ。

　歌声に聞きき惚ほれていたオレは、五ご行ぎようさんが歌い終わったあと惜しみない拍手を送った。

　五行さんは「……ありがとう」と頬ほおを赤くして、そっとマイクをオレに差し出す。

「次は南なん条じよう君が歌ってくれ」

「それはパスで」

「ええっ？　わ、私だけ歌わせるなんてずるい。南条君の歌も聞かせて欲しい」

「いや、なんか恥ずかしいし……」

「わ、私だって恥ずかしかったんだ。ほら、南条君も歌ってくれ」

　五行さんにマイクを押しつけられたので、仕方なしにオレも歌いはじめた。

　すると歌の途中で部屋の扉が開き、店員さんがジュースの載ったお盆を持って現れたので、オレはマイクから口を離したのだけど、

「南条様、気にせずお続けください。なかなかお上手でしたよ」

「そ、そうか？　ありがとうかおるん――って、かおるん!?」

　よく見ると店員さんはかおるんだった。

　いつものメイド服ではなく、カラオケ店員の制服を着ていたから気づくのが遅れた。

「お前、こんなところでなにしてるんだよ？」

「バイト中です。そして南条様、わたくしは美人メイドのかおるんではありません。かおるんのイトコのＶかおるんです」

「正体バレバレだな……」

　ピースサインを作るＶかおるんに呆あきれて突っ込むと、彼女は胸を張って言う。

「ヒーローとはそういうものなのです」

「お前、メイドじゃなかったのか？」

「……そうでした。わたくしのアイデンティティーが崩壊する前に、かおるんに戻ることにしましょう」

　Ｖかおるんはジュースを置いて部屋を出て行ったかと思ったら、すぐにメイド服姿になって戻って来た。そして自然な様子でオレの隣に腰を下ろし、慣れた手つきでリモコンを操作。最新のヒット曲を見事に歌いあげると、どこか誇らしげな顔をして言った。

「どうですか南条様。優秀なメイドとして、いつでもご主人様のために歌えるよう準備していますよ？　膝ひざ枕まくらをして子こ守もり唄うたを歌ってくれるメイド、欲しくはありませんか？」

「……五行さん、かおるんはなにが言いたいんだ？　通訳を頼む」

　五行さんに振ったところ、彼女は笑顔で答えた。

「薫かおるさんも南条君と一緒に遊びたいんだと思う」

「そ、それは違います。暇だったので来ただけです。わたくしはもう帰ります」

　かおるんはさっと立ちあがると、部屋を出て行く。しかし扉からちょこんと顔を覗のぞかせて、五ご行ぎようさんに声をかけた。

「チャンスですよ、お嬢様。密室でふたりきりです」

　かおるんは親指をグッと立てて扉を閉め、足音を響かせて立ち去って行った。

「……相変わらず変なことばかり言うメイドだな」

　と、オレは五行さんに同意を求めてみた。しかし彼女は聞いていなかったのか、頬ほおを赤くしてぼんやりとしている。

「五行さん？」

「は、はい！」

「……どうした？　なにか考えごとか？」

「べ、別になんでもないから！」

　五行さんは続けて「……チャンスか」となにかを呟つぶやいたが、うまく聞き取れなかった。

　……よくわからんが、せっかくだからもう少し歌うか。

　そう思って曲を選んでいると、不意に隣から携帯電話の着信音が聞こえてきた。

　そこで慌てた様子でスカートのポケットから携帯電話を取り出した五行さんは、

「……こ、こんなことできない！」

　と、見る見るうちに真っ赤になって声をあげた。

「もしかして、かおるんからか？」

　気になって訊たずねると、五行さんは首を横にぶんぶん振って答えた。

「ちちちち、違う！　かおるんウイングからだ！」

「……かおるんにはよく似た名前の親しん戚せきがいっぱいいるな」

　チラリと携帯電話を覗のぞき見ようとすると、五行さんは慌ててオレから離れた。

「み、見ないで欲しい」

　焦った様子の五行さんが可愛くて、オレは冗談で携帯電話に手を伸ばす。

「いいじゃないか。気になるから見せてくれよ」

「そんなのダメだ！　こんなエッチなの、南なん条じよう君には見せられない！」

「ほうほうエッチとな。それは是が非でも見なければ……」

　そう言った瞬間――勢いよく部屋の扉が開け放たれ、

「ちょっと忍しのぶ！　なにやってるのよ！」

「羨うらやましいです――じゃなくて、忍さんエッチです！」

「忍！　場所を考えるんだ！　ここは歌を歌うところだぞ！」

　マキナとルナ、そしてエルニが部屋に飛び込んで来た。

　三人とも怒った様子だったが、オレが五行さんの携帯電話に手を伸ばしているのを見ると、誤魔化すように咳せき払ばらいして何事もなかったかのように部屋を出て行こうとしたので、

「こら待て。お前らこんなところでなにしてんだよ？」

　オレはルナの手を掴つかんで引き止める。

　それを見たマキナとエルニは、額に冷や汗を浮かべて口々に言った。

「き、奇遇ね忍しのぶ。こんなところで偶然会うなんて」

「そうだな。たまたま入ったカラオケボックスに忍たちがいるなんて、これはもう運命だな、うん。せっかくだからみんなで歌おう」

「そ、それはいいですね」

　ルナはエルニに頷うなずき素早くオレの隣に腰を下ろし、マキナもそれに続く。そして、エルニは自然な様子でオレの膝の上にちょこんと乗った。

「……いや、お前の座る位置はどう考えてもおかしいだろう」

　そう突っ込むものの、エルニは振り返って得意のエンジェルスマイルを見せる。

「気にするな、忍」

　その笑顔に見惚れたオレはなにも言えなくなってしまった。

　だが、五ご行ぎようさんは小さく頬ほおを膨らませて言う。

「あの、私はいま南なん条じよう君とデート中なんだけど……」

「聖ひじりも細かいことは気にするな」

　再びエンジェルスマイルを浮かべるエルニだったが、

「そ、それは無理だ。すごく気になる」

　五行さんには通じなかった。

「みんなには悪いんだけど、できれば邪魔しないでくれると、その、嬉うれしいというか……」

　弱々しく抗議する五行さんだったが、マキナが眉まゆを寄せて言った。

「邪魔ってなによ？　五行は忍にいやらしいことでもするつもりだったの？」

「そんなつもりはちょっとしかない！」

「ふふ、そうよね。五行はそんなこと考えないわよね。だったらあたしたちが一緒しても問題ない……って五行、あんたいまさり気げなくあたしの言葉を肯定しなかった？」

「し、してない！　オランジェロさんの勘違いだ！」

　五行さんはそう言って、訝いぶかしげな顔をするマキナに慌ててマイクを手渡す。

「せっかくだからオランジェロさんの歌声を聞かせて欲しい。ほ、ほら、オランジェロさんは綺き麗れいな声をしているから、た、楽しみだな！」

「そ、そう？　そこまで言うなら仕方がないわね……」

　五行さんにおだてられ、頬を緩めてマイクを受け取るマキナ。

　こうしてマキナはあっさりと誤魔化されてしまったわけだが、ルナは違う。彼女はわずかに眉をひそめ、なにか言いたげな顔をして五行さんを見つめていた。

　ちなみに、エルニはオレの膝の上で機嫌良さそうにしている。

　……まあそんなこんなで、結局ルナたちと一緒にカラオケを楽しむことになった。

　みんなでカラオケを堪能していると、また五ご行ぎようさんの携帯電話の着信音が響いた。

　五行さんは再び慌てて携帯電話を開いて画面を眺めたあと、そっと席を立つ。

「わ、私、ちょっと電話に出てくる」

「おう、了解」

　どこかぎこちない様子の五行さんを見送り、仲良くデュエットしているマキナとエルニを眺めていたところ、今度はオレの携帯電話が鳴った。

「悪い。ちょっと出てくる」

　オレはルナにそう残して部屋を出る。そして携帯電話を開いてディスプレイを覗のぞくと、そこには『かおるん』の文字。

　……かおるんから電話とは珍しいな。

「どうしたかおるん？　なんか用か？」

『ご用がなければ、電話してはいけませんか？』

　妙にしおらしいかおるんの声が聞こえてきて、ちょっとドキドキしたのだが、

『わたくしはただ、南なん条じよう様の声が聞きたかっただけなのです』

　真横で無表情のまま電話をしているかおるんに気づき、オレは無言で電話を切った。

「なにしてるんだ？」

「――てい、当あて身み」

　訊たずねた瞬間、かおるんがいきなりボディブローを叩たたき込んできた。

「……あの、普通に痛いんだけど？」

　なんでいきなり殴るんだろう。

　そう思った途端、今度は鳩みぞ尾おちを抉えぐられ、オレは小さく唸うなる。

「えっと、もしかしてかおるんはなにか怒ってるのか？」

「いえ、特に怒っているわけではありません。南条様を倒して拉ら致ちする予定だったのですが、予想以上に南条様が頑丈なのです。普通なら悶もん絶ぜつしていますよ？」

　かおるんはわずかに驚いた表情を浮かべたあと肩をすくめた。

「仕方がありませんね。予定変更で任意同行と致しましょう」

　そう言うとかおるんはオレの手を取り、ぐいぐい引っ張って歩き出す。

「お、おい、どこに行くんだよ？」

「いいところです」

「……は？　なんだよそれ？」

　首を傾げると、かおるんは振り返り、色っぽく微笑ほほえむ。

「これから南条様に、天国を見せてあげますね」

「……イヤだ。まだ死にとうない」

「南なん条じよう様、顔を青くしているところ申し訳ないのですが、そういった意味の天国ではありません。南条様にご提供するのは快楽の果てに見える楽園です。その名も失楽園」

「それ、楽園を追放されてるぞ？」

「気にしないでください。しかしお嬢様を裏切り、メイドのわたくしと駆け落ちなんてしたら、そういった展開になるかも知れませんよ？」

「ふーん、かおるんが傍にいてくれたら、それはそれで楽しそうだな」

「バ、バカなことを言わないでください。以前も言いましたが、わたくしは普通の人間とは違います。そんな言葉をかけてもらう資格はありません」

　オレから手を離し、どこか寂しげに言うかおるん。

「……なんだよそれ。よくわからないけど、普通の人間と違うからどうしたんだよ？　かおるんはかおるんだろう？　おかしなことを言うな」

　どうしてか、オレは声を荒げていた。

　そしてふと、自分がかおるんの手を掴つかんでいることに気づき、慌てて手を離す。

　すると、かおるんは少しだけ名残惜しそうな顔をしてオレの手を見つめたあと、おずおずと訊たずねてきた。

「……南条様にひとつお聞きしたいのですが……南条様は悪魔をどう思われますか？」

「ん？　……まあ、特に悪いイメージはないかな。ルナとマキナも悪魔なわけだし」

「怖くはないのですか？」

「全然」

　オレがはっきりと告げると、

「そうですか……。ふふ、南条様はおかしな人ですね」

　珍しいことに、かおるんが嬉うれしそうに笑った。

　……かおるんって、笑うと滅茶苦茶可愛いな。

　そんなことを考えていたところ、

「ふたりともなにしてるんですか？」

　オレの様子を見に来たのか、ルナが首を傾げて近づいてくる。

　途端、かおるんはそっとオレから一歩離れた。

「……少し時間をかけ過ぎてしまったようですね」

　かおるんは肩をすくめて呟つぶやき、咎とがめるようにオレに言う。

「南条様が素直に倒れてくれないばかりではなく、変なことまで言うからですよ？　おかげでお嬢様と一緒に抜け出すという計画が台無しです！　どうしてくれるんですか！」

「オレは悪くない。全部秘書がやったことだ」

　理不尽に怒られたので、再び政治家みたいなことを言って誤魔化してみる。

　しかしかおるんは冷たく返してきた。

「南なん条じよう様、冗談は顔だけにしてください」

　な、なんてひどいことを言うんだ、こいつは。

　ショックを受けるオレに構わず、かおるんはそのまま背を向ける。

「それではわたくしは作戦を練り直してきますので、南条様はお部屋にお戻りください。牛女様はもう帰ってもいいですよ」

「か、帰りません！　忍しのぶさんと一緒にいます！　それに私は牛女じゃありません！」

　ルナは強く言ったが、かおるんは気にした様子もなく歩き去って行った。

「……とりあえず、戻ろうか」

「あっ、はい」

　声をかけると、ルナは抱きつくようにしてオレの腕を取った。

「え？　お前急にどうした？」

「にゃ、にゃあです！」

「……なずなの真似か？　あんまり似てないぞ？」

　そう指摘するオレに答えず、ルナは甘えるように腕に抱きついてくる。

「あの、歩きにくいんだけど……」

　というか、胸の感触がやばい。メロンのような大きさを誇る胸の柔らかさ、そしてその心地いい弾力感は反則である。

　恥ずかしさに耐え切れず、オレはそっとルナの腕を振り解こうとしたのだけど、

「忍さん、いやですか？」

　ルナが悲しげに眉まゆをひそめたので、思わず動きを止める。

「別にいやというわけじゃないんだけど、少し照れるというか……」

　頬ほおをかくと、ルナは少しだけ拗すねたような顔をする。

「でも忍さん、五ご行ぎようさんとは腕を組んで歩いてたじゃないですか……」

　いや、確かにカラオケボックスに入る前、五行さんと腕を組んでいたが、あれはオレの意志ではなく……ん？　ちょっと待て。

「ルナ、なんでお前がそのことを知ってるんだ？」

　気になって訊たずねると、ルナは慌てて自分の口を手で押さえた。

「……ルナ？」

　じっとルナを見つめたところ、彼女は気まずそうな顔をして頭を下げた。

「ごめんなさい忍さん。昨日エルニちゃんから、忍さんが五行さんとデートをするって聞いて、今日はみんなで忍さんの跡をつけていたんです」

　……なるほど。カラオケボックスに来ていたのも偶然じゃなかったわけだ。

　しかし、どうしてみんながそんなことをしたのかわからない。

「……もしかして、お前らも一緒に遊びたかったのか？」

「ち、違いますよ！　忍しのぶさんが心配だったから来たんです！」

「オレが心配？　なんで？」

　首を捻ひねると、ルナは小さく頬ほおを膨らませた。

「だって、忍さんお見合い断るって言ってたのに、五ご行ぎようさんと付き合っちゃいますし、今日のデートだって、すごく楽しそうでしたし……」

「そ、そうかな？」

　言われてみれば、五行さんと一緒にいるのはけっこう楽しかった。だけど正直にそのことをルナに話すのはなんだか憚はばかられ、オレは曖あい昧まいに言葉を濁す。

　だがオレの表情からなにかを読み取ったのだろうか、ルナは眉まゆを寄せて続けた。

「それに忍さん、五行さんにエ……エッチなことをして欲しいって言われて、すごくデレデレしていました！」

「あ、あれも聞いていたのか……」

　思わずオレはたじろいだ。

　そんなオレを真っ直ぐに見つめて、ルナはどこか不安そうな表情で訊たずねてくる。

「……忍さんは、五行さんのことをどう思っているんですか？」

「ん？　そりゃあ魅力的な女性だと思ってるけど？」

「そ、それはつまり、忍さんは五行さんのことが好きってことですか!?」

「いやいや、確かに好きだが、言葉の意味合いが違うから」

　いきなりルナが涙目になったもんだから、オレは慌てて否定する。

「五行さんのことは良くは思っているけど、正直友達としての気持ちが強いよ」

　と、胸の内を告白すると、ルナは顔をほころばせた。

「それじゃあ忍さんは、その、五行さんと……エッチなことをして、本当の恋人同士になるつもりはないんですね？」

「ああ、いまのところその予定はない」

　もちろん、エッチなこと云うん々ぬんには心を揺り動かされている。

　だけど五行さんが望んでいるのは、きっと恋人同士のそれではないだろう。

　五行さんは家の試験に合格するために、仕方なくオレを頼っただけだ。

　……オレはそれを役得と割り切れないので、五行さんのお願いを聞くつもりはない。

　だが五行さんほどの美人に誘惑されたら、揺らいでしまう可能性は十分にあると思う。

　……普段から気を引き締めた方がいいかもな。

　そんなことを考えながら、オレはルナと一緒に部屋に戻った。



　部屋に戻り、エルニの歌声を聴いていたところ、五行さんとかおるんが戻って来た。

　五行さんは心なしか残念そうな顔をして席につき、そしてかおるんは「失礼します」と断ったあと、オレの膝の上に腰を下ろした。

　うん、オレの太ももに乗せられたかおるんの柔らかいお尻しりの感触は素晴らしく、鼻び腔こうをくすぐる香水の匂においが大人っぽくて少しドキドキする――なんて言ってる場合ではない。

「お前、どこに座ってるんだよ？」

　オレが突っ込むと、五ご行ぎようさんとルナも慌てた様子で口々に言う。

「な、なんで薫かおるさんはそんなところに座るんだ！」

「そうですよ！　ずるいです！」

　五行さんとルナが声をあげると、マキナとエルニも同調するように頷うなずいた。

「まったく馴なれ馴なれしいメイドね！　早く忍しのぶから離れなさいよ！」

「そうだぞかおるん。そこはわたしの席だからな」

　いや、別にエルニの席でもないんだが、どうしたものか……。

　覗のぞき込むようにかおるんを見たところ、彼女はいつもの無表情で言った。

「ここからどいて欲しいのなら、わたくしのお願いを聞くことですね！」

「ず、図々しいやつね。なによお願いって？」

　マキナが訊たずねると、かおるんはスカートのポケットからなにかを取り出した。

　……どこから持ってきたのだろうか？　かおるんの手の中には六本の割わり箸ばしが握られており、それぞれの割り箸には一から五までの番号と、『王様』という文字が記されていた。

　そして、かおるんは割り箸をみんなの前に突き出して言う。

「――みな様、王様ゲームをして遊びましょう」

　その提案を受け、オレはすぐさま首を横に振った。

「ダメだダメだ。そんな遊びは却下だ」

「では、再審議を要求します」

「それも却下だ、却下」

　強く断ると、何故かかおるんはオレの膝の上でぽっと頬ほおを赤らめた。

「……もしかして、南なん条じよう様はこのままでいたいんですか？」

　瞬間、みんなの目つきが鋭くなった。

「そういえば、南条君少し嬉うれしそうだ」

「ええ、目がやらしいわね」

「きっと忍はかおるんのお尻の感触を楽しんでいるんだ」

「……忍さん、そんなに薫さんのお尻がいいんですか？」

「ち、違う！　誤解だ！　別に楽しんでなんかいない！」

　五行さんにマキナ、さらにエルニとルナまで非難するような眼差しを向けてきたので、オレは慌てて否定した。

　するとかおるんはオレの膝の上から降り、確認するように訊ねてきた。

「それでは南なん条じよう様、王様ゲームを受けてくださいますね？」

　……頷うなずかざるをえなかった。

　というか、みんなはいいのだろうか？　もしゲーム中にかおるんが王様になんかなったりしたら、なにを命令されるかわからないぞ？

　そう思ったのだが、マキナとエルニは楽しげに小声で話しかけてきた。

「忍しのぶ、あたしが王様になったら、こっそり番号を教えなさいよ？」

「わたしたちで協力してゲームを楽しもう」

　早くもズルする気満々のふたり。

　オレはマキナとエルニの提案には乗らず、助けを求めるように五ご行ぎようさんに目を向けた。

　しかし彼女は苦笑しているだけで、王様ゲームには賛成のご様子。

　そしてルナは、「みんなでゲームをするのもいいですね」と笑顔を浮かべている。

　――そんなわけで、問答無用で王様ゲームははじまった。

　かおるんは両手で割わり箸ばしをかき混ぜたあと先端を隠し、みんなにくじを引かせる。

　……ふむ、オレは四番か。王様は誰だれだろう？

　気になって顔をあげると、かおるんが微かに口元を緩めて手をあげた。

「どうやら、王様はわたくしのようですね」

　おいおい、初しよっ端ぱなからかおるんかよ。

「……お前、いくら王様だからといって、あまり無茶な命令はするなよ？」

「南条様、わたくしも節度くらいは弁わきまえております。心配ご無用ですよ」

　柔らかく言って、かおるんはコホンと咳せき払ばらい。

「それでは――二番が三番にキスをしてください」

「おおっ！　誰が二番と三番だ？　こいつは楽しみ――じゃねえよ！　なにが節度を弁えているだ！　なんて命令をするんだよお前は！」

「お黙りなさい！　わたくしは王様ですよ！　文句を言う平民には、問答無用でわたくしがキスしますよ！」

　ぼ、暴君だ……。

　権力を持ったかおるん王にぺちぺちとくじの割り箸で頬ほおを叩たたかれ、逆らうこともできずにオレは口を閉ざした。

　そんな中、エルニがみんなを見渡して声をかける。

「二番はわたしだけど、三番は誰だ？」

　エルニの言葉を受け、ルナと五行さんはほっと胸を撫なで下ろした。

　だがマキナは顔を強張らせ、割り箸を持った手をわなわなと震わせる。

「ちょっと！　なんであたしが三番なのよ！　エルニとキスなんてイヤよ！」

「大丈夫だぞマキナ。優しくするからな」

　エルニはそっとマキナの顎あごに手をかける。

　しかしマキナは本気でイヤなのか、涙目になって逃げようとした。

「やめてよ！　はじめては好きな人とがいいの！　それにエルニは神様なんでしょう！

神様が王様の言うことを聞くなんておかしいじゃない！」

「マキナ、神は君臨すれども統治せずなんだ。許せ」

「それは王様の方でしょう――って、いやぁあああ！」

　マキナは抵抗したがエルニに抱きつかれ、ちゅっちゅっと両りよう頬ほおにキスされていた。

「……あ、あら？　頬ほっぺた？」

　唇を奪われるとでも思っていたのか、マキナは目をパチクリさせる。

　だがそこで終わるエルニではなかった。エルニは頬だけでは飽き足らず、マキナの耳や首筋にまで唇を這はわせはじめたのだ。

「こ、こら、なにするのよお！　そんなところ舐なめないで……やぁ……ひゃん……」

　エルニは楽しげにキスを繰り返し、そのたびにマキナの口から艶つややかな声があがる。

　ルナと五ご行ぎようさんが顔を赤くしてその様子を見守っていると、エルニは満足したのか、そっとマキナから離れて一言。

「王様ゲームって楽しいな！」

「……そりゃあ、お前は楽しいだろうさ」

　そう言ってオレがマキナに目を向けると、彼女は乱れた服装を正し、涙目でかおるんを睨にらんだ。

「あんたのせいでひどい目に遭ったじゃない！　絶対に許さないから、覚悟しておきなさいよ！」

「……人を呪のろわば穴ふたつですよ？」

「う、うるさいわね！　いまに見てなさいよ！」

　まったく動じないかおるんにマキナは悔しげに言い放ち、王様ゲームは二回戦に突入。

　二回目のくじ引きの結果、王様を引き当てたのはマキナだった。

「やった！　忍しのぶやったわよ！　あたしが王様よ！」

「ああ、良かったな。でもあまりきつい命令はやめてくれよ？」

　はしゃぐマキナに、オレはお願いするように言った。

　しかしマキナは聞いていないのか、妖あやしく笑ってかおるんに目を向ける。

「ねえ、あんたは何番を引いたの？」

　そんなのかおるんが答えるわけないだろう？　思わずオレは呆あきれたが、

「わたくしは五番を引きました」

　意外にも素直に答えるかおるん。

　ただ、ルナが焦った様子で手に持った割わり箸ばしを二度見していたので、オレはすぐにウソだとわかった。だがマキナはそれに気づかなかったようで、勝ち誇ったように笑い、

「正直に言うとはバカなメイドね！　あたしが受けた苦痛を、あんたにも味わわせてあげるわ！　五番はみんなの前で下着姿になりなさい！」

　ビシッとかおるんを指差し、命令するマキナ。

　するとかおるんはわざとらしく泣き真似をした。

「まあ、なんて恥ずかしい命令をする人なんでしょうか。やめて欲しいです……」

　かおるんがそう言うと、ルナも同意するように激しく首を縦に振ったが、やっぱりマキナはそれに気づかない。

「なに言ってるの？　王様の命令は絶対よ！　さあ、観念して服を脱ぎなさい！」

　と、そこでかおるんが自分の割わり箸ばしの番号をマキナに見せた。

　途端、マキナの目がまん丸になる。

「……あ、あら？　三番？　え？　あんた、五番じゃなかったの？」

「残念ながら」

　芝居がかった仕草で肩をすくめるかおるん。

　マキナは頬ほおをひきつらせたが、誤魔化すように咳せき払ばらいひとつ。

「ま、まあいいわ。あたしだけ恥ずかしい思いをするのも不公平だからね。ほら、五番は早く名乗り出て服を脱ぎなさい。五番は誰だれ？」

「……私です」

「あら、お姉さまが五番だったのね。それじゃあ早速服を脱いで――って、お姉さま!?

なんでお姉さまが五番なのよ！」

　そろそろとルナが手をあげると、マキナは驚き、さあーっと顔を青くする。

「……さ、さっきの命令は、やっぱりなしということにしましょう」

「なにを言っているのですか？　王様の命令は絶対なのでしょう？」

「そうだぞマキナ。かおるんの言う通りだ。遊びは本気でやるから楽しいんだぞ？」

　かおるんとエルニは口々に言い、ルナに目を向ける。

　ルナはすぐに両手で服を押さえたが、かおるんとエルニに襲われ、

「や、やめてください！　恥ずかしいです！　やぁああん！」

　抵抗虚しく、あっという間に服を脱がされてしまった。

　その様子を見ていた五ご行ぎようさんは「もし私が五番を引いていたら……」と小さく震え、またマキナは「……ごめんなさいお姉さま……」と呟つぶやき、王様になったにも拘わらず、ひどく居心地が悪そうだった。

　そして下着姿になったルナは真っ赤になって縮こまる。

　しかしブラジャー越しに覗のぞく大きな乳房は隠しきれず、見事なくびれに形の良いおへそ。セクシーな太ももまで丸見えであった。

　さらに、羞しゆう恥ち心しんに頬ほおを染めて目を伏せるルナは、正直言ってかなりエロかった。

「……ああ、ルナがこのまま露出する悦びに目覚めてしまったらどうしよう」

「し、忍しのぶさん！　私はそんなことで悦びません！　それにその、好きな人以外には見られたくないです……」

「わ、悪い。もう見ないから」

　ルナが涙目になってしまったので、オレはからかうのをやめて目を逸らした。

　だが、ルナは切なげに言う。

「あの、そんな風にそっぽを向かれてしまうのも少し寂しいです――って、忍さん、だからといってそんな風にまじまじと見られても困ります。恥ずかしいです……」

「そんなつれないこと言わず、せっかくだから記念に写メを撮らしてくれよ」

　見る見るうちに赤くなっていくルナが可愛くて、オレは再びからかってみた。

　当然断られるかと思っていたのだが、ルナは潤んだ瞳ひとみでオレを見つめて言った。

「……誰だれにも見せちゃだめですよ？」

　え？　撮っていいの？　マジで？

　思わずオレが携帯電話に手を伸ばすと、不意に五ご行ぎようさんがオレの耳を引っ張ってきた。

　けっこう痛い……。

「えっと、あの、なに？」

「な、南なん条じよう君、早くゲームの続きをしよう！」

「ああ、それはいいけど……なんで耳を引っ張るんだ？」

「……知らない」

　拗すねた様子でそっぽを向く五行さんと、何故か残念そうに服を着るルナ。

　ふたりの様子に首を捻ひねりつつ、オレはみんなから割わり箸ばしを集めた。

　そして三回目のくじ引きの結果、王様を勝ち取ったのはエルニだった。

「ふふ、王は神の手の中に！　マキナとルナの仇かたきはわたしがとるぞ！」

「……ルナはともかく、マキナの仇はある意味お前じゃないのか？」

「にゃあ！」

　なずなの物真似をして誤魔化すエルニ。

　そんなエルニは王様の割り箸を掲げて、声高らかに命令を下した。

「一番は四番のお尻しりをぺんぺんしたあと、そのお尻を優しく撫なでるといい！」

「お、お前はなんて命令を出すんだ！」

　一番のくじを引いたオレは慌てて叫んだ。

「そうです！　非常識にもほどがありますよ！」

　何故か、一番はじめに非常識な命令を下したかおるんもオレ同様に声をあげる。

　瞬間、ルナとマキナが動いた。ふたりはさっとかおるんの両りよう脇わきに移動して彼女の手から割わり箸ばしを奪い取ると、声を大にして言う。

「みなさん、薫かおるさんは四番ですよ！」

「一番は誰だれ？　早くこの生意気なメイドにお仕置きをしてあげなさい！」

　ゲームの被害者であるルナとマキナは目を輝かせてみんなを見渡したので、一番を引いたオレはおそるおそる手をあげる。

　するとマキナは嬉うれしそうに笑って言った。

「やったわね忍しのぶ！　さあ、早くお尻しりを叩たたきなさい！」

「おう！　この卑しい豚め！」

　お尻を叩きなさいと言われたので、オレは素直に従い――マキナのお尻を軽く叩いた。

　途端、マキナは瞳ひとみを潤ませて悩ましい声をあげる。

「やぁん！　この感覚が癖に――なんてなるわけないでしょう！　なにするのよ！　ふざけてないでちゃんとメイドのお尻を叩きなさいよ！」

「……悪いがオレは紳士なのだ。そんな野蛮なことはできないのだ」

「人のお尻を叩いておいてよく言うわね！　いい加減にしないと、代わりにあたしが忍のお尻を叩くわよ！」

「いやいや、それは困るが、かといって男のオレが女性のお尻を叩くのは……なあ？」

　同意を求めるため、オレはみんなに目を向けた。

　しかし頷うなずいてくれたのは五ご行ぎようさんだけ。

　ルナは迷っているみたいだったが、結局はなにも言わず、マキナとエルニは『ＧＯ！』と言わんばかりにかおるんのお尻を指差す。

　そしてかおるんは小さくため息をつき、そっと突き出すようにオレにお尻を向けた。

　目の前に迫る形の良いヒップラインに心奪われていると、かおるんは振り向き、どこか緊張したような面持ちで言うのだ。

「……南なん条じよう様、優しくしてくださいね」

「お、おう」

　ゲームとはいえ、女性のお尻を触るのはやはり心苦しい。

　オレは軽く、本当に軽くかおるんのお尻を叩いた。

　だが、かおるんはビクッと小さく身体を震わせる。

「やぁ……南条様、それは優しすぎます……そんなのダメ、です……うぅん……」

「え？　じゃ、じゃあ、こうかな？」

　少し叩く力を強くすると、

「ひゃっ……んぁあ……ああぁ……」

　かおるんの口から甘い声がもれた。

　……これはやばい。思わず我を忘れそうになる。

　掌に伝わる弾力感溢あふれるお尻しりの感触は癖になり、エルニの命令通り、叩たたいたあとに優しくお尻を撫なでると、かおるんは瞳ひとみを潤ませた。

「あふぅ、はんっ……もう許してください……お尻は弱い……ああぁう……」

　いかん。かおるんが非常に色っぽい。

　こ、このへんでやめた方がいいんじゃないだろうか？　なんか、さっきからオレを見るルナと五ご行ぎようさんの目が妙に冷たいし……。

　オレはそっとかおるんのお尻から手を離した。

　しかし、マキナは不満げに言う。

「もうやめちゃうの、忍しのぶ？　もっと強く叩いてあげなさいよ」

「それはさすがに可哀想だ。これ以上続ける気はないよ」

　オレがきっぱり言うと、かおるんは頬ほおを赤らめた。

「南なん条じよう様、なんとお優しい……」

　……うん、かおるんのお尻が名残惜しいと思ったことは胸の内にしまっておこう。

　ルナと五行さんはなにか言いたげな視線をオレに向けてきたが、気にしないことにして四回目のくじ引きを開始。

　結果、またもやエルニが王様に選ばれた。

「ふははは！　ずっと神のターン！　五番は一番の胸を揉もみしだくんだ！」

「だから、なんでお前はそういう命令ばかりするんだよ！」

　オレは手に持った五番の割わり箸ばしをテーブルに叩きつけた。

　だが、エルニは胸を張って答える。

「忍が喜びそうだと思って命令してみた！　でも、五番を引くとはさすがは忍だな！　さあ、好きなだけ一番の胸を揉むといい！　一番は誰だれだ？」

　エルニがみんなを見渡すと、

「い、一番は、私だ……」

　五行さんが顔を赤くして手をあげた。

　瞬間、マキナが立ちあがって叫ぶ。

「ちょっとエルニ！　なんて命令するのよ！　あたしやお姉さまならともかく、忍が五行の胸を揉むことになっちゃったじゃない！　これでふたりが仲良くなったらどうするつもりなのよ！」

「わ、わたしはただ忍に喜んで貰もらおうと思っただけで、こんなことになるなんて……」

　狼ろう狽ばいするエルニに、マキナは声を荒らげて続ける。

「少しは考えて命令しなさいよ！　エルニのアホ！　アホ神！」

「か、神に向かってアホとは失礼な！　マキナのバカ！　安産型！　Ｆカップ！」

「お尻とブラのサイズは関係ないでしょう！　というか、なんでバラすのよ！　忍がいる前でやめてよ！」

　などと、マキナとエルニが騒ぎ出す中、ルナはこっそり五ご行ぎようさんに声をかける。

「……五行さん、私と番号を交換しませんか？」

「えっ？　そ、そんなのダメだ――じゃなくて、ルールはちゃんと守らないといけない！」

　そう言い、五行さんはぐいっと豊満な両の胸をオレに向かって突き出す。

「南なん条じよう君、好きに触って、いいから……」

　恥ずかしげにオレを見つめてくる五行さん。

　だが、さすがにそれは遊びの範はん疇ちゆうを超えているだろう。

　泣く泣く辞退しようと思ったのだが、それを阻止するかのように、かおるんがオレの口を塞ふさいだ。そしてオレの背中に柔らかい美乳を押し当てて妖あやしく笑う。

「南条様、辞退しようなどと考えてはいけませんよ？　王様の命令は絶対なのです」

　言いながらかおるんはオレの両手を掴つかむ。

「お、お前、なにをするつもりだよ？」

「ふふ、南条様が躊躇ためらっているようですので、わたくしがお手伝いさせていただきます」

　言葉と共に、かおるんはオレの両手を五行さんの両胸に押しつけた。

「んぁ……」

　五行さんが吐息混じりの声をあげて身じろぎをすると、オレの掌で豊かな胸が暴れる。

「ちょっと、かおるん？」

「南条様、くり返しますが王様の命令は絶対です。お嬢様も受け容れていますよ？」

　心なしか楽しげに言い、かおるんは自身の両手とオレの両手を重ね合わせる。そしてオレの掌越しに五行さんの大きな胸をゆっくりと揉もんでいく。豊かな胸を両手で持ちあげてぷるぷると左右に震わせ、

「ん、うぅ……はぁ……うぅん……」

　円を描くように両の胸を優しく揉み回し、

「あ……やっ……んふん……」

　少し強めに胸を掴んで揉みしだいていく。

　しかしはちきれんばかりの胸の弾力が掌を押し返し、かおるんはさらに力を込めた。

「うふふ、お嬢様かわいいですよ。もっといい声で鳴いてください」

　もうゲーム云うん々ぬんは関係なく、完全に私利私欲で動いているかおるん。

　そんなかおるんはオレの親指を使い、五行さんの胸の中心部を執しつ拗ようにいじりはじめる。

「んぁあ！　やっ、やめて、そこはいじっちゃ……あっ、ああっ！」

　かおるんの責めを受け、五行さんは声を我慢することができなくなったようだ。身体を小刻みに震わせて呼吸を荒くし、甘い矯声を響かせる。

　……これはまずい。

　オレはすぐに手を止めようとしたのだが、かおるんは止まらない。オレに強く抱きついて人の肩に顎あごを載せ、背中に柔らかな美乳を擦こすりつける。

「ふふふ、南なん条じよう様、いまいいところなので邪魔しないでくださいね」

「いやいや、さすがにこれ以上続けるのはダメだろう！」

「つれないことを言わないでください南条様……んっ、ちゅっ」

　かおるんは前触れなくオレの首筋にキスをすると、そのまま首筋を舐なめあげてくる。

「こ、こら、やめろよ……」

　柔らかく温かい舌の感触に思わず力が抜けた瞬間、

「――いつまでデレデレしてるのよ！」

　オレはマキナに蹴けり飛ばされた。

　滅茶苦茶に痛い。

「いきなりなにするんだよ、お前は！」

「う、うるさいわよ、忍しのぶのエッチ！　ヘンタイ！　節操なし！　そんなに五ご行ぎようの胸が気持ち良かったの!?」

「いや、あれはかおるんが無理矢理……」

　言葉を濁すと、ルナが小さく唇を尖とがらせた。

「でも、忍さんすごく幸せそうな顔をしてましたよ？」

「きっとお嬢様の胸の虜とりこになってしまったのでしょう」

　かおるんが口を挟むと、ソファーに身を沈めていた五行さんが勢いよく身体を起こした。

「い、いまの話は本当か!?」

「ええ、間違いないでしょう。わたくしに操られていたとはいえ、南条様はお嬢様の胸に夢中なご様子でした」

　かおるんが頷うなずくと、五行さんは顔をほころばせた。

「そっか。南条君、私の胸を気に入ってくれたんだ。嬉うれしいな……」

　なんだろう。頬ほおを赤く染めて微笑ほほえむ五行さんはすごく魅力的で――って痛い！　すごく痛い！　誰だれかがオレの頬を思いっ切りつねっている!?

　顔をしかめて見ると、ルナとマキナがオレの頬を引っ張っていた。

「……あの、おふたりさん？」

「忍さんのエッチ」

「バカ」

　ルナとマキナは口々に言い、不機嫌そうにそっぽを向く。そしてエルニはオレの肩をぽんと叩たたいた。

「忍、これでおっぱいを触るテクニックが身についたな」

「……ああ、嬉しい限りだよ」

　親指を立てるエルニに、オレはなげやりに返した。

　……そんなこんなで迎えた五回目のくじ引き。

　とうとうオレが王様に選ばれた。

　……長かった。これでようやくオレの願いが叶かなえられる。

　思わず頬ほおを緩めていると、ルナが笑顔でオレの服の袖そでを引いた。

「忍しのぶさん、私は二番ですよ。なんでもしますから、命令してくださいね」

「あっ、ルナさんずるいぞ！　南なん条じよう君、私は三番だから、なにかして欲しいことがあったら遠慮なく言ってくれ！　なんでもする！」

　五ご行ぎようさんがルナに対抗し、マキナも頬を赤く染めて言う。

「あ、あたしは一番よ。なにかあったら言いなさい。忍のお願いだったら、その、叶えてあげてもいいわよ？」

「それならわたしも忍の願いを叶えてやろう。忍、わたしは四番だ。神に不可能はないぞ？　さあ、忍の願いを言うといい」

　エルニが胸を張ると、真似するようにかおるんも胸を張る。

「南条様、もうお分かりかとは思いますが、わたくしは五番です。メイドに不可能はありませんよ？　さあ、南条様の願いをおっしゃってください」

「……なんか、かおるんは微妙にわたしのセリフをパクってないか？」

「エルニ様、パクリではありません。リスペクトです」

「ならばよし！」

　エルニが大きく頷うなずき、かおるんが「神様素敵です」と無表情で拍手を送る。

　そんな中で他の連中は、期待と不安が入り混じったような瞳ひとみでオレを見つめていた。

　しかし、オレの願いはもう決まっている。オレは声を大にして叫んだ。

「オレの願いはただひとつ！　王様ゲームの終了だ！」

　これでみんなも変な命令を受けるプレッシャーから解放される。

　我ながらナイスアイデアだ。

「ほら、カラオケボックスにいるんだから歌おうぜ？　採点モードとか試してみないか？」

　そう提案するものの、

「な、なによ。せっかくあたしがお願いを聞いてあげるって言ってるのに！」

「……忍さん、私に興味がないんでしょうか」

「やっぱり、私には魅力がないのかな……」

　何故かマキナは不満げであり、ルナと五行さんは落ち込んだ様子で肩を落とす。

　……え？　なんでこうなるんだ？

　残りふたりに目を向けると、エルニは素直にリモコンを操作して曲を選んでいたが、かおるんは肩をすくめていた。

「南なん条じよう様はヘタレですね」

「こんな紳士に向かってヘタレとは失礼な」

　オレが憤慨すると、かおるんは真面目な顔で言った。

「南条様の変態紳士」

　そこでオレも真面目ぶってかおるんに返してやる。

「かおるんの変態メイド」

「ふたりは同類」

「同類扱いするな！　というか、なんでかおるんは少し嬉うれしそうなんだよ！」

「南条様、そんな照れ隠しなんてやめて、変態同士仲良くデュエットでもしませんか？」

「だからオレは変態じゃねえよ！　エルニからもなにか言ってやってくれ！」

　エルニに助けを求めると、奴はリモコンから顔をあげて笑顔で言った。

「忍しのぶ、変態紳士より、変態戦士の方が格好良くないか？」

　……エルニはまったく役に立たなかった。

　そんなわけで、こうして王様ゲームは幕を閉じ、そこからオレたちはカラオケを楽しむことにした。

　しかし今日は五ご行ぎようさんとデートだったわけだが、結局みんなで遊んでしまったな……。

　別れ際、五行さんが寂しそうな顔をしていたので、今度埋め合わせをしようと思った。

　もちろん、エッチなこと以外でだが。
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　休み明けの学校の放課後。

　今日もクラスの連中と一緒に文化祭の準備に勤いそしんでいると、なにやら視線を感じた。

　作業の手を止めて顔をあげたところ、南みなみと担任の柊ひいらぎ先生、そして数人の女子たちがオレを取り囲んでおり、何故かみんな妙にいい笑顔で近づいてくる。

「……なにか用か？」

　既視感とともにイヤな予感を覚えて訊たずねると、南が背中から衣装を取り出した。

「南条くん専用の衣装ができたわよ。さあ南条くん、服を脱いでお着替えしましょうか」

「……しばし待て。もしかしたら事務所ＮＧが出るかも知れん。いま事務所に電話を――」

　言い終わらないうちに、女子たちが一斉にオレに飛び掛かって来た。

　結果、身動きを封じられたオレはなす術もなく着せ替え人形のような扱いを受けた。

　にも拘わらずだ、女性陣は化粧をするとか言い出し、無理矢理オレを椅い子すに座らせる。

　さらに逃げることを警戒してか、南はオレの両肩を、他の女子ふたりはオレの両腕をしっかりと掴つかんで離さない。

　下手に動くこともできず、オレは諦あきらめてため息をついた。

　すると柊ひいらぎ先生を中心に、女子たちは鉛筆だの筆だのを持ってオレの顔に化粧品を塗りたくっていく。おまけに演劇部のやつが持っていたウィッグもつけさせられ、オレは華麗にメタモルフォーゼ。南なん条じよう忍しのぶちゃんの出来上がりである。

「……これは先生ちょっと予想外です」

「同感ですよ柊先生。まさかこんなところにダイヤの原石が転がっていただなんて……」

　化粧を終えたオレを見て、柊先生たちが口々に驚いたような声をもらすと、クラスの連中が面白半分で近づいて来た。

　どうせ笑われるんだろうな。そう思って振り向いた瞬間、

『きゃあああああ』

　女子たちが興奮した様子で話しかけてきた。

「綺き麗れい！　南条君すごく綺麗だよ！　モデルさんみたい！」

「ねえ写メ撮っていい!?　いいよね？」

　オレの返事を待たずして、女子たちは携帯電話で写メを撮りはじめ、あろうことかポーズまでねだってきた。

　そこでヤケになって笑顔でポーズをとってやったところ、女子たちはみんな喜んでくれたが、オレは目から涙がこぼれ落ちそうになる。



    

  
    
      



    

  
    
      　すると今度は男子たちが近づいて来た。

「おお、マジで綺き麗れいだな南なん条じよう」

「素敵だよ。ボクとやらないか――じゃなくて、ボクと結婚しないか？」

「悪いな加か藤とう。オレは好きになっても結婚しないタイプだ」

　素っ気なく返すと、何故か近くにいた五ご行ぎようさんが悲しげな表情で詰め寄って来た。

「な、南条君は本当に好きになっても結婚しないのか？　そんなの、困る……」

「ん？　なんで五行さんが困るの？」

　傍にいた南みなみが首を傾げると、五行さんは頬ほおを赤く染めて答えた。

「それはその、私は……南条君の婚約者だから」

　途中、五行さんは小声になったが、その声は不思議と教室中に響き渡った。

　すると教室はしんと静まり返り、不気味な沈黙が訪れる。

　みんなのオレを見る目が鋭くなっていく中、マキナが五行さんに近づいて声をかけた。

「もう、五行の冗談はわかりにくいのよ。みんな誤解してるわよ？」

　マキナの言葉を受け、クラスの連中はほっと胸を撫なで下ろした。

「ああ驚いた。なんだ冗談か……」

「ふふ、ちょっと嫉しつ妬としちゃったよ……五行さんにね」

「……あれ？　なんかいま、あたしと同じこと考えている男子がいなかった？」

　などと言いながら、みんな作業に戻って行く。

　それを確認したあと、オレはそっと五行さんに耳打ちをする。

「あのな五行さん……」

「んあっ」

　声をかけた途端、五行さんが妙に色っぽい声をあげて逃げる。

「こら待て。ちゃんと聞いてくれ。いいか――」

　もう一度近づいて五行さんの耳元で囁ささやくと、

「っやぁん……」

　五行さんはさらに色っぽい声をあげて両手で耳を隠した。

「……耳、くすぐったいからダメだ」

　恥ずかしげに顔を赤らめる五行さん。

　その姿にときめいていると、マキナがオレと五行さんの手を取った。そしてオレたちを教室の外に連れ出し、五行さんに向かって注意するように言う。

「五行、みんなの前でああいうことを言うのはやめなさいよね」

「ど、どうしてだ？　私は南条君の婚約――」

　マキナはさっと五行さんの口を塞ふさぎ、眉まゆをひそめて続ける。

「あのね五行、あんたは男子からも女子からも人気があるんだから、そんなことを言ったら忍しのぶがひどい目に遭うかも知れないでしょう？」

　そこで五ご行ぎようさんはハッとした表情になり、

「……ごめん。ちょっと浮かれてたみたいだ。これからは気をつける」

　しゅんと肩を落とした。

　この様子だと、さっきのように危険な発言をすることもないだろう。

　ほっとしたオレは、満足げな顔をしているマキナに声をかけた。

「ありがとうなマキナ。これでみんなに恨まれずに済むよ」

「べ、別にいいわよ。あたしは巴ともえさんから忍の面倒を見るように言われたから、それで仕方なくよ……」

　マキナが照れたような表情を見せると、何故か五行さんが小さく頬ほおを膨らませた。

「あの、オランジェロさんもそういうことは言わない方がいいと思う。この前もルナさんたちが学校に来たとき、オランジェロさんは南なん条じよう君と一緒に住んでいることを否定しなかったから、ふたりが付き合ってるんじゃないかって、みんな誤解するかも知れないぞ？」

「あ、あたしは五行みたいな人気はないからいいのよ。誤解されても問題はないわ」

　弱々しく抗議する五行さんに、豊かな胸を張って返すマキナ。

　どうやらマキナは自分がモテていることに気づいていないようだ。

「……お前意外に鈍感だな。敏感なオレとは大違いだ」

「な、なにを言うのよ！　感度はいい方――じゃなくて！　いきなり鈍感ってなによ！

忍だけにはそんなこと言われたくないわよ！　忍こそ鈍感じゃない！」

「母さんと同じようなことを言わないでくれ。というか、男子たちの好意に気づいていないお前だって、相当に鈍感じゃないのか？」

　オレがそう言うと、同意するように五行さんも頷うなずく。

「オランジェロさんは私なんかよりずっと人気がある。だ、だから、あんまり南条君と仲良くすると、その、南条君が危ない目に遭うかも知れない」

「そ、そうなの？　どうしよう。そんなのイヤよ……」

　マキナは動揺したような声をもらしたが、すぐに首を横に振って誤魔化すように言った。

「だ、大丈夫よ。忍は強いし、なにかあったらあたしが守るもの」

「それなら私もなにかあったら南条君を守るから、これからも南条君と仲良くする！」

「ちょっと真似しないでよ！　忍はあたしが守るから五行はいいわよ！」

　言いながら五行さんとマキナはオレの両腕を掴つかんで引っ張り合う。

　と、そこで教室の扉が開き、クラスの連中が顔を出した。

　するとマキナと五行さんは慌ててオレから手を離し、誤魔化すように咳せき払ばらい。オレはその隙に逃げるように教室に入り、ほっと一息ついた……のも束の間。

　教室で作業をしていた南みなみはオレを見るなり笑顔で近づいて来て、そっとオレの首にタスキをかける。

　視線を落として見ると、タスキには『二年四組の女装店員！』という文字が躍っていた。

「……なんだこれは？」

「宣伝用のタスキよ。南なん条じようくん、クラスの宣伝のため、そのまま校内を練り歩いてきてね」

　南みなみは親指をグッと立てて勝手なことを言い、作業に戻って行った。

　そこでオレは、南の揺れる巨乳を凝視していた浅あさ田だに声をかける。

「変態、ちょっと付き合え」

「いやよ！　ひとりで歩くのが恥ずかしいからって、アタイに甘えないでちょうだい！　アタイは忙しいの！　代わりの変態を探しなさいよ！」

　変態がつれないことを言うと、マキナと五ご行ぎようさんが近づいて来て、

「それじゃあ、あたしが忍しのぶと一緒に行くわ」

「わ、私も！」

　ふたりはぐいぐいとオレの腕を引っ張って教室の扉に向かう。

　しかしそのとき、クラスの女子が声をあげた。

「待ってオランジェロさん。悪いんだけど、確認したいことがあるのよ」

「あっ、わたしもメニューについて訊ききたいことが……」

　ひとりがマキナを引き止めると、それに同調するような声が次々にあがる。

「……お前、けっこう頼りにされてるんだな」

「そ、そんなことはないと思うけど……」

　マキナは照れたように言い、少し迷った末、オレから手を離した。

「……あたしは作業に戻るけど、忍に変なことしないでよ、五行」

「が、学校ではしないから！」

　警戒するマキナに、五行さんは不穏な言葉で返したのだった……。



　それから宣伝のため、五行さんに手を引かれるままオレは校内を練り歩いた。そして校内を一周したところで、オレたちは休憩のため屋上へと向かう。

　屋上に出ると心地いい風が吹き抜け、オレはフェンスにもたれかかって一息つき、五行さんはフェンス越しに外の景色を眺めていた。

　それからしばらくふたりでぼんやりとしたあと、オレは思い出すように言った。

「……それにしても、五行さんは本当にみんなから人気があるんだな。ちょっと驚いたよ」

　廊下を歩いているだけで声をかけられ、挨あい拶さつされ、抱きつかれの大人気。先輩後輩問わず、みんな五行さんを慕っているように見えた。

　だが、五行さんは寂しげに笑って言う。

「みんなが私のことを想ってくれるのは、すごく嬉うれしい。でも、それはみんなが私の家のことを知らないからだと思う。私が退魔の仕事をしていることを知ったら、きっとみんな怖がる……」

「そんなことないよ。確かに五ご行ぎようさんには力があるかも知れないけど、だからと言って怖がる必要なんてないだろう。五行さんが優しいことなんて、みんな知ってるわけだし」

「ありがとう、南なん条じよう君」

　オレが強く否定すると、五行さんは嬉うれしそうに口元を緩めた。

　しかし、すぐに俯うつむいて「だけど」と続ける。

「そう言えるのは南条君が強いからだ。みんなは南条君とは違う。あのときだって、みんな私のことを化け物だって言って……」

　言いかけて五行さんは唇を噛かみ、言葉を止める。そして、

「ごめん。なんでもない」

　と、無理をしたように笑った。

　見ていられず、オレは五行さんに手を伸ばし、そっと頭を撫なでる。

　すると五行さんは小さく肩を震わせ、なにかに耐えるように再び唇を噛む。

　ただ、オレがなにも言わずに優しく頭を撫で続けると、五行さんの目に薄っすらと涙が溜たまっていき、

「南条君……」

　五行さんはオレを見つめて小さな声で言った。

「……私の話、聞いてくれるかな？」

「ああ、なんでも話してくれ」

　オレが頷うなずくと、五行さんは目め尻じりに溜まった涙を拭ぬぐい、ゆっくりと話しはじめた。

「……私が小学生だった頃ころ、学校の友達に私の家のことがバレたことがあるんだ。それは父さんの力で口外されることはなかったんだけど、完全に隠すことはできなかったんだと思う。学校中に変な噂うわさが流れたんだ。そしたら……」

　五行さんは微かに声を震わせる。

「友達も先生も、私のことを気味悪がって、みんな私から離れて行った。誰だれも私に近づかなくなって……私はひとりぼっちになった」

　そう言って悲しげな表情を浮かべる五行さん。

　しかし、五行さんはなにかを思い出したのか、ふと表情を和らげた。

「でも、薫かおるさんが傍にいてくれたから、寂しくなかったんだ」

「かおるんが？」

「うん、それまで私がどれだけ遊びに誘っても応えてくれなかったのに、私がひとりでいたら、薫さんが『遊びましょう』って、言ってくれたんだ。だけど、薫さんは遊びなんて知らなかった。ゲームもボール遊びも、みんな下手だった……」

　いつしか、五ご行ぎようさんは微笑ほほえみを浮かべていた。

「薫かおるさんがはじめて仕事をサボって叱しかられたのもそのときだった。きっと私と遊べるように、薫さんは練習したんだと思う。薫さん、いつの間にかどの遊びも私より上手くなって、それで……ずっと私と遊んでくれた」

　五行さんは柔らかい表情のまま続ける。

「薫さんはいつも変な冗談しか言わなかったけど、悲しいときは傍にいてくれた。あの頃ころは私のことも『聖ひじりちゃん』って、名前で呼んでくれた。でも、それは許されなかったから、だから私は……」

　言葉を止めて拳こぶしを強く握り締め、五行さんがオレを見た。

「――薫さんと約束したことがある。一度は諦あきらめかけたけど、私はそれを叶かなえたい。そのためには、今度の試験に合格しないといけない」

　凛りんとした瞳ひとみで真っ直ぐにオレを見つめ、五行さんは懇願するように言った。

「南なん条じよう君、試験は文化祭の最終日に行われるんだ。だから、その日だけでもいい。私に協力して欲しい」

　事情はよくわからなかったけど、そんな風に頼まれると五行さんに協力したいという気持ちが湧わきあがってくる。

　しかし協力とは、以前五行さんが言ったエッチなことなのだろう。

　……やはり、試験のためだけに五行さんにそういうことをするのは抵抗がある。

　返答に窮していると、五行さんが不意にオレから視線を外した。

　もしかして、諦めてくれたのか？

　そう期待したのだが、五行さんは真剣な表情で言った。

「南条君、私、勉強してくる！」

「べ、勉強？」

　聞き返すと、五行さんは立ちあがって宣言するように言う。

「南条君が私にエッチなことをしたくなるように、南条君を誘惑する！　私は試験も南条君も諦めない！　ルナさんたちには負けないから！」

　……なんでそこでルナたちが出てくるんだ？

　五行さんは「頑張るから！」と残して立ち去って行くが……なにやらとんでもないことになってしまったぞ。

　思わずオレは自分が女装していることも忘れ、呆ぼう然ぜんとその場で立ち尽くしていた。

　その後マキナが心配して迎えに来てくれるまで、オレはずっとそのままだった……。



    

  
    
      


第三章　誘惑の花嫁対決！



　――南なん条じよう君を誘惑する、と五ご行ぎようさんに言われて数日経ったが、彼女がなにかアプローチを仕掛けてくることはなかった。

　きっと五行さんも考えを改めたのだろう。

　そう楽観視して日々を過ごし、とうとう迎えてしまった文化祭当日の朝。

　目覚まし時計より早く起きてしまったオレは、現実逃避のため二度寝を決め込んだ。

　……やっぱり女装なんてイヤだ。できることならこのまま家で寝ていたい。

　枕まくらに頬ほおを預けてヘタレていると部屋の扉がノックされ、陽気な声が聞こえてきた。

「忍しのぶ～、もう起きてるか？　新しい朝が来たぞ～」

　あの声はエルニだ。きっとオレを起こしに来たに違いない。

　そこでオレは掛け布団を頭から被って聞こえないフリをした。

　すると扉が開く音が聞こえ……掛け布団越しに大きく身体を揺さぶられた。

　オレが掛け布団から顔を出すと、視線の先にいたエルニが笑顔で言った。

「朝だぞ忍。ほら、早く起きるんだ」

「ふふ、なにを言っているんだエルニ。今日は土曜日だぞ？　学校は休みだ」

「ん？　忍こそなにを言っているんだ？　今日は文化祭じゃないか」

　途端、オレは再び布団の中に隠れた。

「……ただいま留守にしております。ご用件のある方は『ピー』という発信音のあと、直ちに退出してください」

　続けてオレが『ピー』ともらすと、エルニはメッセージでも入れるかのように言った。

「お疲れ様です、神です。今日はみんなで忍の学校に行きますので、女装頑張って下さい」

「……なんでお前が女装のことを知っているんだ？　というか、みんなで学校に行く？」

　おそるおそる掛け布団から顔を出したところ、エルニはにっこり笑って言った。

「マキナが教えてくれたから、忍が女装することはみんな知っているぞ。みんな楽しみにしているんだ！」

　なんてこった。ルナたちにまで女装姿を見られてしまうなんて……。

「……文化祭に行きたくない。女装して接客なんて無理だ。助けてくれエルニえもん」

　藁わらにもすがる思いだった。

　しかしエルニえもんは真面目な顔で応じる。

「しのぶ太君、現実から目を逸らしちゃダメだよ。戦えよしのぶ太君！　略してぶた君！」

「誰だれが豚だ！　そしてその妙な口調はなんだ！　全然似てねえよエルニえもん！」

　力いっぱいに突っ込むと、エルニえもんは不満げに言った。

「ボク神えもんです」

「どうやら人違いらしい!?」

　かおるんのような口調で驚くオレに構わず、エルニえもん改め神えもんは、パーカーのポケットからどら焼きを取り出すと、それをオレに差し出してきた。

「しのぶ太くんがちゃんと学校に行くなら、ご褒美にマキナのおやつをあげよう。ちなみにみんな本当に楽しみにしてるから、無理矢理にでも学校に連れて行かれると思うよ？」

　……これはもう逃げられないな。

　オレは乾いた笑いをもらしたあと、ヤケになって叫んだ。

「ああわかったよ！　行くよ！　学校に行ってやんよ！　そしてすべてを終わらせてやんよ！　終わるのは主にオレだがな！」

　神えもんからどら焼きを奪い取ると、オレは身支度を済ませてリビングに顔を出した。

　すると、母さんがソファーに座ってビデオカメラのチェックに勤いそしんでいた。

「……そんなものを取り出してどうしたんだ？」

　おそるおそる訊たずねると、母さんは満面の笑みを浮かべて答えた。

「ふふ、これでバッチリ忍しのぶの女装姿を撮影しようと思ってね」

「おおそうかそうか。可愛く撮ってくれよちくしょうめ」

　オレはなげやりに母さんにウインクして準備を整え、ルナとマキナを連れて玄関を出たのだが……何故か家の前には五ご行ぎようさんとかおるんがいた。

「あれ？　どうしたんだふたりとも？」

　声をかけた瞬間、かおるんと五行さんがいきなりオレの腕を掴つかみ、そのままオレは家の前に停まっていた車に押し込まれた。

　しかし車の中には、いつの間に侵入したのか、隠れるようにして、後部座席のフロアマットで丸くなっているエルニがいた。

　五行さんとかおるんはエルニに気づいていないのだろうか？

　などと考えていると、家の前でぽかんとしているルナとマキナを尻しり目めに、かおるんは無表情で車を発進させた。

「し、忍さんが誘拐されちゃいました！」

「ちょっと、忍をどこに連れて行くつもりよ！」

　すぐにルナとマキナが追いかけてきたが、その姿はあっという間に見えなくなる。

「……あの、急になに？」

　訊ねると、かおるんは車を運転しながら淡々と答えた。

「お嬢様からお話を聞き、失礼ながら南なん条じよう様を拉ら致ちらせていただきました。このままわたくしが牛女様たちの手の届かないところにお嬢様と南条様をご案内します」

「ん？　話ってなんのことだ？」

　エルニがオレの物真似をして訊きくと、かおるんはどこか楽しげに言った。

「南なん条じよう様、誤魔化さなくてもけっこうですよ。これからお嬢様が南条様を誘惑しますので、南条様はそれを受け容れ、お嬢様なしでは生きられない身体になってください。そしてそのままお嬢様と結婚――」

「なんてさせないぞ！」

　エルニはかおるんの言葉を遮り、勢いよく立ちあがった。

「うわっ、なんでエルニがそんなところに!?」

　助手席の五ご行ぎようさんが驚いたところ、かおるんは運転中にも拘わらず振り返った。

　かおるんと目が合うと、エルニは頬ほおを膨らませて叫んだ。

「お前たちの企みは見抜いたぞ！　神の目が黒いうちは、そんなことはさせないからな！」

「……エルニ様の瞳ひとみは紅あかいではありませんか。ですから大目に見てください」

「そうだった！　わたしの目は紅かった！」

　エルニは驚いたあと、かおるんにお願いするように言った。

「……どうせならわたしも交ぜてくれないか？」

「いえ、それは困りますが……ここは折衷案です。わたくしとエルニ様で南条様を誘惑するということで手を打ちませんか？」

　途端、五行さんが慌てて叫んだ。

「それだと私が消えちゃうじゃないか！　ふたりともずるいぞ！」

「安心してくださいお嬢様。半分は冗談です」

「いや、全部冗談にしておけよ。というか、ちゃんと前を見て運転してくれ」

　チラチラと何度も振り返るかおるんにそう注意すると、彼女はしぶしぶ前を向く。

　まあ、車は学校に向かっているみたいなので大丈夫だろう。

　オレはちょっと安心したのだが、それも束の間。

　五行さんは足元から紙袋を取り出し、真っ赤になりつつそれをオレに差し出して言った。

「な、南条君、これを私につけて欲しい……」

　紙袋を受け取って中を覗のぞくと、そこには予想外の物が入っていた。

　可愛い犬耳カチューシャはまあいい。問題はもうひとつの品物だ。

　……何故に首輪？

　それはルナが身につけているチョーカーなんかではなく、犬がつけているような本物の首輪である。ご丁寧に紐ひもまで装備されている始末だ。

　思わずオレは受け取った紙袋をキャッチ・アンド・リリースした。

「あ、あれ？　南条君喜んでくれないのか？」

「女の子にこんなもんつけさせて喜ぶわけがないだろう！　どんな変態なんだよオレは！そもそも、首輪なんてつけてそのあとどうするつもりだよ！」

　問い詰めたところ、五ご行ぎようさんは「……散歩」と呟つぶやいたけど、オレはなにも聞かなかったことにする。

「南なん条じよう君、散歩……」

　甘えるように五行さんは再度言ったが、オレは理性を保つため目を閉じて顔を逸らした。

「こ、断られた!?　薫かおるさん、話が違うぞ！　南条君全然喜んでくれてない！」

「おかしいですね。これで男性の支配欲を満たすことができると思ったのですが……」

　言いかけてかおるんは「ハッ！」となにかに気づいたように声をあげる。

「もしかしたら、南条様はお嬢様にではなく、逆にご自分が首輪をつけたいのでは！」

「んなわけあるか！　変態扱いするな！　オレはもう帰らせてもらう！」

　憤慨して叫んだところ、ちょうど車が学校の前に停まった。

　オレはすぐさま車を出て、早足で校門に向かう。

　すると五行さんが慌てて駆け寄って来て、

「ま、待ってくれ南条君！　怒ったのなら謝るから、許して欲しい！」

　と、頭を下げたので、オレは足を止めて小さくため息をつく。

「もう変なことはするなよ？」

「……わかった。今度はちゃんと南条君が喜ぶことをする」

　あまり反省した様子のない五行さん。

　そんな五行さんを連れて教室に行こうとしたのだが……エルニがついて来ていた。

　とりあえず、オレはエルニを猫ねこ掴づかみして学校の外に連れ出した。そして文化祭がはじまるまで大人しくしているようにと念押ししたあと、教室に足を運んだ。
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　すっかり喫茶店仕様となった教室に辿たどり着ついた途端、女子たちがいきなりオレの両腕を掴つかんで更衣室に連れ込んで化粧を施し、オレはあっという間に女装させられた。

　ちなみにオレは女子たちと同じようにウェイトレスの制服を身につけてはいるが、ミニスカートの女子たちとは違い、ロングスカートであり、露出度も低い。

　しかし南みなみはどこから持って来たのか、犬耳カチューシャを嬉き々きとしてオレに装備させ、おまけにこないだの『二年四組の女装店員！』と書かれたタスキまで首にかけさせた。

　……女装はイヤだが、外からお客さんも来るわけだし、真面目にやらないとダメだろう。

　教室に戻り、軽く深呼吸して気持ちを切り替えていると、

「南条君」

　後ろから声をかけられ、振り向くと視線の先には五行さん。

　彼女は可愛らしいウェイトレス姿で、オレと同じく頭に犬耳カチューシャを付けていた。

　普段クールな五ご行ぎようさんだけに、その姿は非常にレアである。

「……あの、変じゃないかな？」

　頬ほおをほんのりと赤らめ、不安げに瞳ひとみを揺らす五行さんはすごく魅力的だった。

　思わず見惚れそうになったが、オレは平静を装って答える。

「変じゃないよ。すごく似合ってる」

「……あ、ありがとう」

　五行さんは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、自分の犬耳に手を伸ばす。

「南なん条じよう君とお揃そろいにしたんだ」

「そうか。それじゃあ一緒にわんわん鳴いて遊ぶか？」

　恥ずかしかったので適当に返したのだけど、五行さんは顔を伏せて耳を赤くし、

「……わんわん」

　と、小さく鳴いた。

　さらに、五行さんはオレに近づいて言うのだ。

「な、南条君が望むなら、私は毎日だってこういう格好をする。だから、その……」

　五行さんがもじもじと膝を擦こすり合わせて口を開こうとした瞬間――教室の扉が勢いよく開き、みんなと同じようにウェイトレスの服に身を包んだマキナが姿を見せた。

　そういえば、マキナとは家の前で別れたきりだったな。



    

  
    
      



    

  
    
      　オレと五ご行ぎようさんに気づいたマキナは眉まゆを寄せ、短いスカートを揺らして近づいて来た。そしてオレと五行さんの間に割って入り、眉を寄せたまま言う。

「五行、エルニから聞いたわよ。あんた、忍しのぶを誘惑するつもりなんだって？」

　マキナは目つきを鋭くしたが、五行さんはそれを受け流して頷うなずく。

「私は南なん条じよう君の婚約者だ。南条君はルナさんやオランジェロさんと付き合っているわけじゃないから……私はもう遠慮なんてしない」

「な、なんでよ！　遠慮しなさいよお！　忍にはお姉さまとあたしとおまけのエルニがいるから、それ以上はもういいの！　忍は渡さないわ！」

　マキナは涙目でそう宣言すると、オレの腕を取って歩き出す。

「ちょっとマキナ？」

　引きずられながら声をかけたところ、マキナはそっとオレから目を逸らした。

「忍もあんなことを言われたら困るでしょう？　あ、あたしが助けてあげるわよ」

「えっと……」

　オレが戸惑っていると、マキナは慌てたように付け足した。

「忍が五行と付き合ったら、忍と遊ぶ時間が減るからよ！　別に深い意味はないわ！」

「……お前、意外に寂しがり屋なんだな」

　そう言うと、マキナはいきなりオレの足を踏んづけてきた。

「痛いてぇっ！　な、なんてことをするんだよお前は！」

「……忍の鈍感」

「マキナには言われたくないんだが……」

　オレがそう返したところ、「お～い、南条くん」と、今度はウェイトレスの制服に着替えた南みなみが声をかけてきた。

「南条くん、どう？」

　自信ありげにポーズを取る南。

　オレの目の前でぷるんと巨乳が揺れ動いていた……。

「えっと、普通に可愛いな」

　思わず本音をもらすと、南は顔を真っ赤にしてそのまま逃げ去って行った。

　どうしたんだ、南は？　首を傾げた瞬間、またマキナに足を踏まれた。

「……お前、ひょっとしてオレのことが嫌いなのか？」

「き、嫌いじゃないけど、嫌いよ！　忍の天然ジゴロ！」

「ふむ、褒め言葉として受け取っておこう。ありがとうマキナ」

「ええ、どういたしまして――って、別に褒めてないわよ！　大体忍はねえ……」

　マキナはそのまま説教をはじめたが、すぐに文化祭の開始を伝える放送が流れ出したので、オレは逃げるようにみんなの元に向かった。



　文化祭開始の放送から客足は途絶えることがなかったので、店内は大忙しであった。

　――そうしてようやく迎えた休憩時間。

　慣れない接客を続けたせいか、かなり疲れてしまった。

　とりあえずどこかで休もう。

　そう思って廊下を歩いていると、「南なん条じよう君！」「忍！」と後ろから声をかけられた。

　振り返ったところ、そこには五ご行ぎようさんとマキナの姿。

　ふたりはオレに駆け寄ってくると、競ってオレの手を取る。

「南条君、私と一緒に文化祭を回ろう」

「ご、五行が忍に変なことをするかも知れないから、あたしも一緒に行くわ！」

　そう言って、ふたりはオレを引きずるようにして歩き出す。

　休憩したかったのだけど、どうやらそうもいかないようだ。

　ため息をつき、オレは五行さんとマキナについて行った。

　……それにしても、まるで仮装大会だな。

　わけのわからない手作りのきぐるみを着た連中が廊下を闊かつ歩ぽして回り、メイドさんや巫み女こさん、果てはミニスカポリスが宣伝用のチラシを配りまくり、学校内はまさにお祭りといった様相であった。

　そんな中、五行さんはお化け屋敷の前で足を止めて言った。

「南条君、ここに入ろう」

「ああ、オレは別に構わないんだが……」

　確か、マキナはお化けが苦手だったはずだ。

　チラリと視線をやると、案の定マキナは青い顔をしていた。

「マキナはどうする？　ここで待ってるか？」

「バ、バカ言わないでよ。あたしも行くわよ」

　どこか無理をしたような顔でマキナは先頭に立ち、受付の女の子に声をかける。

　そこでゴールのお札を剥はがすよう説明を受けたオレたちがお化け屋敷に足を踏み入れると、中は薄暗く、微かに灯る青白い明かりが不気味で、なかなか雰囲気が出ていた。

「へえ、よくできているな」

「うん、これは怖いかも知れないな」

　退魔の仕事をしているせいか、五行さんはお化けが平気らしく冷静に相あい槌づちを打ってくる。

　一方、マキナはやっぱり怖いのか、さらに顔を青くしていた。

　苦笑してマキナを眺めていると、不意に五行さんがオレの手を握った。

　掌から伝わるぬくもりにドキドキしていたところ、五行さんは甘えるように言う。

「南条君、真っ暗だな」

「お、おう、そうだな」

「ここならちょっとエッチなことをしても、バレないと思う」

「いや、バレるだろう」

「大丈夫だ。ふたりきりだから」

　言いながら五ご行ぎようさんはもう片方の手をオレの肩に載せて顔を近づかせる。そしてオレの耳に優しく息を吹きかけると、形の良い唇を開き、

「あむ……」

　オレの耳たぶを口に含み、はむはむと甘あま噛がみをはじめた。

　柔らかく温かい唇の感触。痺しびれるような吐息と耳たぶに走る心地いい刺激。

　すごく気持ちがいい……。

　思わず力が抜けそうになっていると、マキナが慌ててオレから五行さんを引き剥がした。

「ちょっとなにやってるのよ！　というか、ふたりきりってなによ！　あたしがいるじゃない！　どうして無視するのよお！」

　マキナが涙目になると、五行さんは申し訳なさそうな顔をして頭をさげた。

「ご、ごめん。別にオランジェロさんを無視したわけじゃないんだ。ただ、作戦だと南条君とふたりきりだったから……」

　作戦？　もしかしてまたかおるんが絡んでいるのか？

　そう思ったとき、中でスタンバイしていたお化け役の生徒が飛び出してきた。

　途端、マキナは「きゃあ！」と悲鳴をあげてオレに抱きついてくる。

「だ、大丈夫か？」

　マキナの張りのある大きな両の胸を押し当てられ、ある意味オレは大丈夫じゃなかった。しかしそれを隠してオレは優しくマキナに声をかける。

「いまだったら戻ることもできるぞ？　どうする？」

「へ、平気よ。こんなの所しよ詮せんは作り物だもの……」

　そう言いながらもマキナはオレから離れず、強く腕に抱きついてくる。

　それを見た五行さんは、マキナに対抗するようにオレの腕を取る。そして豊かな胸を腕に押しつけてきたので――オレの両の腕はマキナと五行さんの胸に包まれた。

　歩くたびにふにゅんふにゅんと優しく腕を撫なでる胸の感触は刺激的であり、もうお化け屋敷を楽しむどころではない。

　五行さんはどことなく楽しげで、マキナはお化け役の生徒が飛び出してくるたびに悲鳴をあげていたが、オレはお化けに淡白な反応しか返せない。

　というか、早くゴールしないと色々まずい。

　そう思って早足でゴールを目指していると、教室奥の目立つところに、大量のお札が貼はられた壁が見えてきた。

　受付の女の子が言っていたお札とはこのことだろう。

「こ、これを剥はがせばいいのね」

　マキナも怖いから早く出たいのだろう。そっとお札に手を伸ばす。

　だがマキナがお札を剥がした瞬間、

「うらめしやぁああああ！」

　おどろおどろしい雄叫びと共に、お化けのメイクをした男が壁から顔を出した。

　完全に虚を突かれたオレはビクッと肩を震わせ、五ご行ぎようさんとマキナも「「きゃあ！」」と可愛らしい悲鳴をあげてオレに抱きついてきた。

　そしてマキナはへなへなとその場で膝をつく。

「おいおい、大丈夫か？」

　相当に驚いたんだな。

　そう思って手を差し伸べると、マキナは半泣きでオレを見つめて言った。

「……忍しのぶ、腰が抜けちゃった」

「そうか、達者でな」

「いやぁあああ！　見捨てないで忍！　なんでも言うことを聞くから！」

　冗談で背を向けたところ、マキナはわりと本気で懇願してきた。

　だからオレは振り返って言ってやる。

「マキナ、女の子が簡単になんでも言うことを聞くなんて言うもんじゃないぞ？」

「……ごめんなさい忍。でも、あたしは忍だけにしか――じゃないわよ！　あたしを見捨てようとしたくせに、なに格好つけてるのよ！」

　オレに非難の眼差しを向けてくるマキナ。

　それを見た五行さんは、マキナにそっと手を差し伸べた。

「大丈夫だぞ、オランジェロさん。私が肩を貸すからな」

「五行……」

　マキナは瞳ひとみを潤ませて五行さんを見つめるが、これではオレが完全に悪者である。

　オレは慌ててマキナに近づき、背を向けてしゃがみ込んだ。

「忍？」

「さっきのは冗談だ。ほら、おぶってやるから」

「……あ、ありがとう」

　珍しいことにマキナは素直に礼を言い、オレの背中に身体を預ける。

「忍、その……重くない？」

「もうダメだ。重すぎて一歩も動けない」

「どんだけ虚弱なのよ！　というか、普通に歩けてるじゃない！」

「まあ、軽いからな」

　そう返すと、マキナはそれ以上なにも言わず、ぎゅっと背中に抱きついてきた。

　つまり、柔らかな大きな胸がたゆんと背中を刺激することになり、オレは動揺した。

「は、早く出よう」

　言いながらマキナを背負い直すと、不意に掌になんとも言えない心地良い弾力を感じた。

　あ、あれ？　これってもしかして……？

「い、いきなりお尻しりを触るなんてなに考えてるのよ忍しのぶ！　いくら暗くてふたりきりだからって……そんなのだめよ。まだ心の準備が……」

　怒ったような声をあげていたマキナだったが、徐々に声は小さくなり、心なしかさっきよりも強く抱きついてくる。

　しかし、それを見た五ご行ぎようさんは悲しそうな顔をして叫んだ。

「南なん条じよう君、オランジェロさん！　ふたりきりじゃないぞ！　私もいるからな！　忘れないで欲しい！」

「いや、目の前にいるんだから忘れるわけないじゃないか」

　そう突っ込んだあと、オレたちはお化け屋敷を出て、そのまま保健室へ向かい、マキナをベッドに寝かせた。

「しかし、作り物のお化けで腰を抜かすとはな」

「う、うるさいわね。ああいうところには本物が来るのよ。忍たちは気づかなかったみたいだけど、あたしはたまたま本物を見て驚いちゃったのよ」

　マキナがわかりやすいウソをつくと、五行さんは少し驚いた顔をして言った。

「よく気づいたなオランジェロさん。確かにあそこには霊がいたな」

　おそらく退魔士の五行さんには本当に霊が見えていたのだろう。

　だが、その言葉はマキナにとって予想外だったに違いない。

「……ウソ」

　目をまん丸に見開き、そのままブルブルと震え出すマキナ。

　その様子を見て五行さんは不思議そうに「あれ？」と首を傾げる。

「オランジェロさんも気づいていたんだろう？　人に害を為す類たぐいじゃなかったから放っておいたんだけど、いまもオランジェロさんの後ろにいるぞ？」

　途端、不意にカーテンが開き、白衣を来た保健の先生が顔を覗のぞかせた。

「きゃああああ！　お化けぇえええ！」

　マキナは保健の先生を幽霊と勘違いしたようだ。

　悲鳴をあげたあと、「……お姉さま、エルニ、あとは頼んだわよ」とうわ言のように言い残し、そのまま気を失ってしまう。

「……失礼な娘こね」

　保健の先生は憤慨した様子で言い、小さくため息をつく。

「私が寝ようと思ったのに」

「おい、真面目に仕事をしろ」

　オレが呆あきれて言うと、保健の先生はわずかに目を見開く。

「……もしかして、あなた男の子？」

「そういうあなたは女の子？」

「なんで疑問系なのよ！　どうせ女の子とか言われるような年と齢しじゃないわよ！」

　ちょっした冗談だったのに怒られてしまった。

　とりあえず素直に謝っていたところ、スカートの中の携帯電話が震えた。

　携帯電話を取り出してディスプレイを覗くと、エルニからの電話だった。

「もしもし」

『かめよ』

「かめさんよ」

『世界のうちで――』

「いや続けなくていい。どうしたんだエルニ？」

『うん、忍しのぶと一緒に遊ぼうと思って電話したんだ』

　嬉うれしげな声でエルニは続ける。

『いまみんなで茶道部の模擬店の前にいるんだ。忍はどこにいるんだ？　仕事中か？』

「いや、休憩中だ。すぐにそっちに行くよ。五ご行ぎようさんも一緒だけどいいよな？」

『望むところだ』

　よくわからんが、望むところらしい。

　女装姿を見られるのはイヤだったが、せっかくだからみんなと一緒に文化祭を楽しもう。

　オレはマキナに掛け布団をかけたあと、五行さんと一緒に校門に向かって歩き出す。

　部活動に所属している連中は校門から校舎にかけて模擬店をやっているのだ。

　そこではかき氷にクレープ、焼きそばにたこ焼き、イカ焼きといった出店が立ち並んでおり、オレたちは人混みをかき分けながら茶道部の模擬店を目指した。

　そうして辿たどり着ついた茶道部の模擬店。

　どうやら茶道部は着物の貸し出しをやっているようだが、店内には着物の他に、バニーガールや巫み女こ服をはじめとする数々のコスプレ衣装があり、ものすごく違和感があった。

「普段、茶道部の連中はどんな活動をしているんだろうな……」

「さ、さあ？」

　などと五行さんと話していると、不意に真横から声をかけられた。

「……もしかして、忍さんですか？」

　振り向いたところ、そこには金髪の絶世の美女。そしてその隣には銀髪の美少女。

　それは間違いなくルナとエルニだったが……ふたりの姿は完全に予想外だった。

　茶道部で衣装を借りたのだろうか。

　ルナは目の覚めるような紅あかのチャイナドレスを身につけており、身体にぴったりと張りついたノースリーブのドレスが美しいボディラインをくっきりと浮きあがらせていた。

　特に胸の部分は大きく盛りあがり、ルナが身じろぎするたび豊かな膨らみが揺れ惑い、バストの高さと大きさを強調している。さらに、深めに入ったスリットからは色っぽい太ももが顔を覗のぞかせており、腰から足首までのラインも悩ましかった。

　隣のエルニはあでやかな着物姿に身を包み、どこか清せい楚そな雰囲気を醸し出していた。

　着物からチラリと覗く雪のように白い肌が眩まぶしく、小柄で華きや奢しやな身体はぎゅっと抱きしめたいという保護欲をそそられる。

「ふたりともよく似合ってるな」

　素直に感想を述べると、ルナとエルニはわずかに頬ほおを赤らめて微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。忍しのぶさんも綺き麗れいですよ」

「うん、一瞬誰だれだかわからなかったぞ？」

「ふふ、オレのことはさそり座の女と呼んでくれ。お気の済むまで笑うといいさ」

「あはははは！」

　ヤケクソ気味に返したところ、エルニが遠慮なしに笑いやがった。

　少し腹が立ったので、軽くエルニの両頬をつねって遺憾の意を示していると、ルナが五ご行ぎようさんに近づき笑顔で言った。

「五行さんもよく似合っていて可愛いですよ」

「あ、ありがとう。ルナさんも綺き麗れいだぞ」

　しばし笑顔で笑い合うふたりだったが、不意にふたりともわずかに目つきを鋭くする。

「でも私、五行さんには負けませんから」

「私もルナさんには負けない。勝負だ」

「受けて立ちます」

　……なんの話だ？　コスプレ対決でもするのか？　などと考えていると、エルニが着物の袖そでからデジカメを取り出し、みんなを激写していった。

「……お前、そのデジカメどうした？」

「巴ともえさんにもらった！」

　エルニは満面の笑みで答えるが、

「その巴さんはどこにいるんだ？」

　さっきから母さんとなずなの姿が見当たらない。

　きょろきょろとあたりを見渡していると、人混みの中、メイド服を着た女性がオレたちにビデオカメラを向けている姿を発見した。そしてその隣には同じようにメイド服に身を包んだ小柄な女の子がたこ焼きを食べており、オレと目が合うと大きく手を振った。

　あれは母さんとなずなだが……なんだろう。なずなは可愛くていいのだけど、母さんのメイド服姿は妙に似合っていてちょっと怖かった。

「……母さんがメイド服を選ぶとは意外だな」

「やめて欲しいですよね。わたくしの存在価値が小さくなってしまいます」

　呟つぶやいた途端、かおるんがオレの隣で無表情に相あい槌づちを打った。

　……いつの間に現れたのだろうか、こいつは。

「お前、本当に神出鬼没だな」

「いつもあなたの隣に、かおるんです」

　そう言ってポーズを決めたあと、かおるんは近くの模擬店でアイスキャンディーを購入し、それを五ご行ぎようさんに差し出した。

「お嬢様、作戦Ｂです」

「う、うん」

　五行さんはかおるんからアイスキャンディーを受け取り、オレに目を向ける。そして頬ほおを赤く染め、何故かエロティックにアイスを舐なめはじめた。

　ピンクの舌を伸ばし、ときに優しく、ときに激しくれろれろとアイスを舐める五行さん。

　凝視するのは失礼だと思い、五行さんから視線を逸らすと、エルニも模擬店で買ったのだろうか。チョコバナナを手に持って近づいて来た。



    

  
    
      



    

  
    
      「忍しのぶ、巴ともえさんが買ってくれたぞ！」

　エルニは笑顔で小さな口を広げて「あ～ん」とチョコバナナを咥え込み、そのまま口を上下に動かしていく。

　エルニは無自覚のようだが、どうしてかエロスを感じてしまった。

　オレは慌ててエルニからも目を逸らしたのだけど、その先にはかおるんがいた。

　かおるんはビデオカメラを構え、嬉き々きとして五ご行ぎようさんを撮影している。

「お嬢様、もっと色っぽくお願いします」

「あ、あの、南なん条じよう君は私から目を逸らしたぞ？　やっぱり、こんなことじゃ南条君は興奮してくれないんだと思う」

「ならばお嬢様、一枚服を脱いでみましょうか」

「脱いだら下着姿になってしまうじゃないか！」

「今日のために勝負下着をつけてきたのでしょう？　南条様に見せるチャンスですよ」

「み、みんなが見ている前でそんなことできるわけないだろう！」

　五行さんが力強く拒絶すると、目を輝かせていた周囲の男たちは肩を落として落胆し、かおるんはビデオカメラを止めて言った。

「それではお嬢様、作戦Ｃです」

　言葉と共に、かおるんは踵きびすを返して歩き出し、人混みの中に消えて行く。

　それを確認したあと、五行さんはオレに近づいてそっと手を取る。

「南条君、行きたいところがあるんだ。一緒に来てくれ」

　特に断る理由はなかったので、五行さんについて行くと、ルナとエルニもオレの後ろに続き、背中からなずなが声をかけてきた。

「お兄ちゃん、あとで遊ぼうね～！」

「ああ、あとでな」

　振り返って軽く手を振ると、母さんがビデオカメラを止めて呟つぶやいた。

「あの子、意外に化粧映えする顔なのね……」

「お兄ちゃん、お母さんにそっくりだったね」

「……なんかイヤね」

　それはこっちのセリフだ。

　胸中でそう呟き、オレは五行さんに連れられるまま歩いた末……何故か人ひと気けのない校舎裏に辿たどり着ついてしまった。

　そこには『メイドの館』という、いかにも即席で作ったような旗が立てられており、地面に敷かれたブルーシートの上でかおるんが正座をしていた。

「みなさま、メイドの館にようこそ。どうぞ存分に楽しんでいってください」

「かおるん、学校側からちゃんと許可は取ったのか？　無許可でやると怒られるぞ？」

　少し心配になって訊たずねると、かおるんはオレから顔を逸らして言った。

「わたくしはかおるんではありません。かおるんダブルオーです」

「……もしかして、かおるんってガ○ダムが好きなのか？」

「はい。メイド服を赤くしたら、通常の三倍の速度で動けると思っていた時期がわたくしにもありました。ですが実際やっても特に効果はなく、旦だん那な様に怒られただけでした」

　素直にアホだと思ったが、まあ敢えて口にすることもないだろう。

「……それで、そのかおるんダブルオーはこんなところでなにをしてるんだ？」

「見ての通り売り子です。冷やかしで来た場合は問答無用で身ぐるみを剥はぎます」

「盗賊みたいなやつだな」

「そんな輩やからと一緒にしないでください。南なん条じよう様がゲームに参加してくださったら、南条様には生徒会より発行された文化祭の割引チケットを進呈致します。どうぞ奮ってゲームにご参加ください」

　そう言ってかおるんが指差した先には、ブルーシートの上に設置された白地の敷物。

　その敷物の上には赤・青・黄・緑の丸印が描かれていた。

「わたくしがルーレットを回しますので、南条様はその指示に従ってください」

　……これってどう見てもツイスターゲームだよね。なんでこんな室内ゲームを屋外で、それも文化祭の日に行わないといけないのだ？

　疑問だったが、かおるんは「参加してくださらない場合、南条様は服を失うことになるでしょう」と脅すように付け足し、さっそくルーレットを回してオレに指示を飛ばす。

「南条様、右手を赤です」

「まあ、いいけど……」

　面倒だとも思ったが、ゲームに参加するだけで割引チケットが貰もらえるんだ。これは悪くない条件だろう。オレは靴を脱いでかおるんの指示に従った。

　するとかおるんはさらにルーレットを回し、五ご行ぎようさんに目を向ける。

「お嬢様、左手を青です」

「……え？　五行さんも参加するのか？」

「う、うん。頑張るから」

　五行さんの様子にオレが戸惑っている間にも、かおるんは淡々とルーレットを回す。

「南条様、左足を黄色です」

　仕方なしにオレが動こうとしたら、それより早く、いつの間にか現れたルナが黄色の丸印の上に足を乗せた。

「……牛女様、飛び入り参加はご遠慮願います」

「わ、私は牛女じゃないです！　それに忍しのぶさんと五行さんのふたりだけだなんてフェアじゃないです！」

「そうだそうだ！　フェアじゃないぞ！」

　ルナと一緒にやって来たエルニが、ルナに便乗するように言う。

　しかしかおるんは無表情でそれに答えた。

「世の中は不公平なものなのです、認められません」

「……そんなかおるんには、神からのプレゼントはあげないぞ？」

　エルニがさっと手に持ったビニール袋からたこ焼きの箱を取り出し、それをかおるんにチラつかせる。するとかおるんはわずかに口元を緩ませた。

「神様、あなたも悪ですね」

「いえいえメイド様こそ」

　かおるんは妖あやしく笑ってエルニからたこ焼きを受け取った。

　それを見た五ご行ぎようさんは驚いて叫ぶ。

「薫かおるさんが呆あつ気けなく買収されてしまった!?」

「お嬢様、このたこ焼きかなり美味しいですよ」

「しかもたこ焼きに夢中になっている！」

「いえ、冗談ですよお嬢様。わたくしも反対したいところなのですが、この状況では誘惑作戦Ｃ――『ツイスターゲームでくんずほぐれつ』を続けるのは無理です。仕方ないのでこのままゲームを行いましょう。南なん条じよう様、次は右足を……」

　とまあ、そんな具合でルナも交えてツイスターゲームがスタートした。

　ちなみにオレは身体を鍛える上で日々柔軟を欠かさないため、身体は柔らかい。

　それは五行さんも同じらしく、難なくゲームをこなしていくが――ルナは違った。

「ああっ……い、痛いです……忍しのぶさん、動いちゃだめです……」

　妙に色っぽい声をもらして悲鳴をあげるルナ。

「やぁん……壊れちゃいます……はっ……あっ……」

　しかも、ゲームが進むにつれオレたちの身体は徐々に絡み合い、ボリュームたっぷりのルナの大きな胸がぽよんぽよんと頭に当たる。

　さらに、オレの腕は五行さんの程よく引き締まった弾力ある太ももに挟まれており、スカートが捲めくれあがってパンツが見えてしまっている。

　五行さんもルナもそれに気づいていないようだが、五行さんがさらに動いたとき、そのパンツがオレの腕に接触。

　さすがにこれはやばい。そう思って腕を動かすと、

「ひゃあん」

　突然、五行さんが艶つややかな声をあげてピクンと身体を震わせる。そして五行さんは振り返り、頬ほおを赤らめて言った。

「南なん条じよう君、あまり動かないで欲しい……」

「……す、すいません」

　慌てて謝るものの、かおるんは容赦なく言う。

「南条様、右手を緑です」

「え？　いま右手を動かすとその……」

　躊ちゆう躇ちよしていると、頭の上でルナが切羽詰まった声をもらした。

「し、忍しのぶさん。早く動いてください。もう、我慢できないんです……」

　妙に艶つやのあるルナの声。しかも素敵な弾力感溢あふれる胸を後頭部に押しつけられ、オレは言われるままに手を伸ばした。

　その結果、その、五ご行ぎようさんを擦こするような形になってしまい、

「ああん……」

　五行さんはピクンピクンと身体を震わせ、そのまま倒れ伏してしまう。

　それを見たエルニはぽつりと言った。

「なんか、聖ひじりはエッチだな」

「エルニ様、お嬢様は敏感なのです。南条様もついいじめたくなるはずです」

「いや、話しているところ悪いけど、そろそろルナが限界みたいなんだよ。早くルーレットを回してやってくれ」

「お、お願いします。早く、早くしてください……」

　ルナがそう言うと、かおるんとエルニは顔を見合わせた。

「エルニ様、あの方もエッチではありませんか？」

「うむ、天然エロスお姉さんと人は呼ぶ」

「そんな風に呼ばれたことはありません！」

　叫んだ途端、ルナは体勢を崩して頭上からオレに倒れ込んでくる。そしてオレもルナに押されるようにして……そのまま五行さんの身体に倒れこんだ。

　チャイナドレス姿のルナとウェイトレス姿の五行さんにサンドイッチにされてしまったオレは、慌ててふたりの間から抜け出す。

　だが、ルナと五行さんは頬ほおを上気させてその場に倒れ込んでいた。

　しかも、ふたりは衣服を乱れさせており、ルナはチャイナドレスのスリットから、五行さんは捲めくれたスカートから、それぞれパンツを覗のぞかせていた。

　……いかん。胸が高鳴って仕方がないが、とりあえず気持ちを落ち着かせよう。

　オレが大きく深呼吸をしていたところ、かおるんがすすっとやって来て口を開いた。

「南条様、次はわたくしとエルニ様とで二回戦を致しましょう」

「そんなことできるか！　大体、せっかくの文化祭なのになんでこんな家でもできるゲームをやらなきゃいけないんだよ！」

　逃げるように背を向けて歩き出すと、すぐにかおるんがついて来たが、ルナと五ご行ぎようさんとエルニがついてこなかった。

　気になって振り返ったところ、三人は律儀にも『メイドの館』を片づけていた。

「オレたちも行くか」

　かおるんに声をかけると、彼女は小さくため息をついた。

「……お嬢様も律儀ですね。ああいったことはメイドにでもやらせておけばいいものを」

「なら尚更お前が行けよ」

「いまは赤い彗すい星せいのかおるんなので行きません」

「……さっきと名前変わってないか？　というかそれパイロットのあだ名だよね？　なんで急にタイトルからキャラのあだ名になるんだよ」

「……坊やだからさ」

「似てない物真似だな、おい」

　などと話しながらもオレとかおるんはルナたちの元に戻り、片づけを手伝ったあと、なずなたちと合流するために校門近くに立ち並ぶ模擬店の前に戻る。

　なずなはどこだろう？

　あたりを見渡していると、メイド服を着たなずながひとりで歩いている姿を発見した。

　何故かなずなの頭にはさっきまでなかった猫耳カチューシャが装着されていたが、オレは気にせずなずなに声をかけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「よおよおメイドさんよお、オレらと一緒に遊ばない？」

　ナンパでもするように誘ったところ、なずなは神妙な顔で答えた。

「お兄ちゃん、わたしはメイドさんではありません」

「メイドじゃないって……どういうことだよ？」

　オレがそう言うと、なずなは無言で自身の頭に装備された猫耳カチューシャを指差した。

「……もしかして、メイドじゃなくて猫と言いたいのか？」

「にゃあ！」

　なずなは元気いっぱいに返事をすると、頭の猫耳を揺らして続ける。

「いまのわたしは猫です！　職業はダンサー！　後夜祭では見事なファイヤーダンスをお見せしましょう！」

「へえ、みんながフォークダンスしている中、お前だけファイヤーダンスをするのか」

「…………そ、そうだよ！　ファイヤーダンスするよ！」

「いまの間はなんだ？　本当はただ言い間違えただけじゃないのか？」

「ち、違うもん！　ファイヤーダンスするんだもん！　火の輪くぐりとかするからね！」

　何故かファイヤーダンスに拘こだわるなずな。

　オレは苦笑してなずなの頭を撫なでた。

「それで、その猫さんはダンサーなのになんでメイド服を着ているんだ？」

「メイドさんのお仕事は副業なの！」

　なずながそう言ったところ、エルニと五ご行ぎようさんが目を輝かせた。

「すごい！　なずにゃん格好いい！」

「それにすごく可愛い。私もこんなメイドさんが欲しいな。副業でもいいからうちに来てくれないかな……」

　五行さんがうっとりした様子で言うと、かおるんが憮ぶ然ぜんとしてオレに声をかけてきた。

「まったく、お嬢様にはわたくしという優秀なメイドがいるというのに、ひどい言い草ですね。南なん条じよう様もそう思われるでしょう？」

「いや、全然」

　はっきりと否定したところ、かおるんは「血も涙もない!?」と、ショックを受けたような声をもらした。

　そうしてなずなと合流したオレたちは、その後顔を出した母さんを引き連れ、保健室でマキナを拾ったあと、みんなで文化祭を楽しんだ。
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　夕日の中、オレが疲れた身体を引きずって家路を歩いていると、隣に並んだマキナが機嫌良さげに声をかけてきた。

「文化祭って楽しいわね。明日も楽しみだわ」

「……ああ、確かに楽しかったけど、オレは少し疲れたよ」

　あれからもかおるんの作戦は続き、五ご行ぎようさんが色っぽいアプローチを仕掛けて来たのだ。

　しかし五行さんがオレを誘惑するとルナたちが黙っておらず、五行さんに対抗。

　結果、それに付き合わされたオレは疲労感でいっぱいである。

「今日は早めに寝るかな……」

　家の前に着くと、オレは軽く伸びをしたあと玄関の扉を開けた。

　すると目の前にはかおるんの姿。

「おかえりなさいませ、あ・な・た」

「……間違えました」

　扉を閉めようとすると、マキナが不思議そうな顔をしてオレの手を止めた。

「なにやってるのよ。早く家に入りましょう」

　言いながらオレの肩越しに玄関を覗のぞくマキナだったが、かおるんに気づいたのだろう。すぐに眉まゆをひそめた。

「……あんた、こんなところでなにしてるのよ？」

「将来のご主人様である南なん条じよう様をお出迎えに参りました――と、言いたいところなのですが、本日はみな様に大事なお話があって来ました」

「大事な話？」

　マキナが聞き返すと、かおるんは大きく頷うなずく。

「リビングで牛女様とエルニ様、そしてお嬢様がお待ちになっております。そちらでお話ししましょう」

　オレとマキナは顔を見合わせたあと家の中に入り、かおるんに促されるままリビングへ。

　リビングではルナとエルニと五行さんがソファーに座っており、オレたちに気づくとそれぞれ笑顔を見せた。

「ふたりとも、おかえりなさい」

「おかえり！」

「おじゃましてます」

「おう、ただいま。五行さんはいらっしゃい……ん？　母さんとなずなの姿が見えないけど、ふたりはどうした？」

　リビングを見渡して訊たずねると、かおるんが質問に答えた。

「おふたりには一泊二日の温泉旅行をプレゼントさせていただきました。ですから、おふたりは明日まで帰ってこないでしょう」

「え？　そうなのか？　オレも行きたかったな……」

「南なん条じよう様、温泉は混浴ではありませんよ？」

「んなことは期待してねえよ。それより、話ってなんだよ」

　ソファーに腰を下ろしてかおるんに目を向けると、彼女はふと真剣な表情になる。

「本日は、お嬢様がお受けになる試験について、みな様にお話ししようかと思っています」

「試験、ですか？」

　ルナが聞き返すと、五ご行ぎようさんが頷うなずいて答える。

「……私はその試験に失敗したら、退魔士の仕事を辞めないといけないんだ。でも、いまの私の力だと試験に合格できないから、南条君に協力して欲しいと思っている」

　五行さんがそう言い、かおるんがルナたちを見渡して引き継ぐように続けた。

「ですからみな様には、南条様がお嬢様に力を貸すことへの許可をいただきたいのです」

「力を借りたいって、忍しのぶになにさせるつもりなのよ？」

　マキナが警戒するように訊たずねると、かおるんは淡々と答えた。

「端的に言ってしまえば、お嬢様と身体を重ねていただきます」

「なっ……！」

　かおるんの言葉を受けてルナが慌てて立ちあがり、声を大にして叫んだ。

「そんなのだめです！　そんなことして忍さんが五行さんと付き合うことになっちゃったらどうするんですか！」

「そうよ！　大体なんで忍がそんなことしないといけないのよ！」

　マキナもルナに同調するように立ちあがるが、エルニはふたりに比べて冷静だった。

　エルニは腕を組んで確認するように言う。

「それはもしかして、陰陽術を使うということか？」

「さすがはエルニ様です。お察しの通り陰陽術を使い、南条様の精気をお嬢様に与えていただこうかと」

「精気？　それってインキュバスやサキュバスと同じようなことをするってわけ？」

「喩たとえはあまりよくありませんが、まあ、概おおむねそのようなものです」

　マキナに頷いて返し、かおるんは再びルナたちを見渡して続ける。

「ですがまあ、みな様が素直に了承してくださるとは思っていません。本日のようにお嬢様の誘惑を妨害されることでしょう」

「当たり前よ。そんなの忍の身体を利用するだけじゃない」

「そうです。認められません」

　マキナとルナが抗議するように言うと、五行さんが申し訳なさそうな顔をして縮こまり、かおるんは小さく肩をすくめた。

「そうおっしゃると思っていました。ですからここはひとつ、わたくしたちと勝負しませんか？　わたくしとお嬢様が勝てば、明日までお嬢様のアプローチを黙認してください。そして仮にみな様が勝てば……」

　言いながらかおるんは懐からなにやら紙切れのようなものを取り出す。

「みな様には豪華温泉旅行をプレゼントしましょう。湯ゆ煙けむり殺人事件です」

　途端、ルナたちが半眼でかおるんを睨にらんだ。

　すると五ご行ぎようさんが慌ててかおるんからチケットを奪い取り、かおるんはコホンと咳せき払ばらい。

「いまのは冗談です。みな様が勝った暁には、南なん条じよう様とお嬢様の婚約を破棄致します。みな様にとっても悪くないお話でしょう？」

「それは確かに悪くない話だけど……勝負の内容はなによ？」

　マキナの言葉を受け、かおるんはわずかに目つきを鋭くして答えた。

「花嫁対決です」

「はあ？　花嫁対決？」

　オレがオウム返しに訊たずねると、かおるんはルナに目を向けて言う。

「そちらの牛女様とお嬢様、そしてわたくし――三人のうち誰だれが南条家の花嫁として相応ふさわしいか、南条様に決めていただきましょう。期限は今日一日です。南条様の心を掴つかんだ方が勝者と致しましょう」

　ビシッとルナを指差すかおるんだが、オレは呆あきれて口を挟んだ。

「おい、花嫁とか言いながらメイドのかおるんも交ざってるぞ？　というか、それだと二対一になるからルナが不利だ」

　そう指摘するものの、マキナとエルニは不敵に笑った。

「ふふ、よりにもよってお姉さまと勝負するなんて――愚かね！」

「聖ひじりとかおるん敗れたり！　ご奉仕お姉さんとはルナのことだぞ！　たとえふたり掛かりだろうと敵ではない！」

　マキナとエルニが自信満々に言うと、かおるんがルナに視線をやる。

「では、勝負を受けていただけますね？」

「もちろんです、絶対に負けません」

　ルナはぎゅっと拳こぶしを握って頷うなずいた。

　こうして、オレの意志をガン無視で花嫁対決がはじまった。

　疲れたから早く寝たかったんだけど、それは叶かないそうにないな……。



　浴室で身体を洗いながら、オレは小さくため息を吐く。

　あのあと「準備をしますので先にお風ふ呂ろをどうぞ」というかおるんの言葉につい乗せられてしまったが、そもそも花嫁対決ってなにをするんだ？　また料理対決とかするのか？

　そんなことを考えていると、不意に脱衣所から物音がした。

　不思議に思って耳を澄ましたところ、なにやら衣きぬ擦ずれ音が聞こえてきたので、オレは振り返って風ふ呂ろ場ばのドアに目を向ける。

　すると誰だれかが服を脱いでいるシルエットが見え、ダイナマイトバディと長い髪が確認できた。続いてコンコンと小さく風呂場の扉をノックする音。

「忍しのぶさん、入りますね？」

　いまの声はルナだが……ちょっと待て。

　オレが慌ててタオルを腰に巻きつけたところでガチャッとドアが開き、ルナが白いバスタオル一枚に身を包んで姿を見せる。

　タオルに包まれたメロンのように大きなルナの胸は深い谷間を作っており、彼女が歩くたびに豊満な胸が大きく揺れ惑い、艶つややかな太ももから伸びる美脚も目に眩まぶしい。

　オレが見事に固まっていると、ルナは恥ずかしそうに俯うつむき、小さな声で言った。

「……忍さん、お背中を流しにきました」

「え？　あっ、これはどうも」

　動揺していたオレは頷うなずいて返し、慌てて前を向く。

　……あっ、しまった。ルナに見惚れていて逃げるタイミングを逃してしまった。

　というか、こないだはマキナとエルニが背中を流しに来たけど、またこのパターンなのか？　やめて欲しいぞ。オレはこういうのに弱いんだからな？

　鼓動が高鳴っていく中、微かに聞こえてきたのは、はらりとなにかが落ちるような音。

　……え？　まさかルナがバスタオルを解いたのか？

　そう思った瞬間、不意にルナがオレの胸に手を回して背中に抱きついて来た。

　背中に感じるふにゅっと柔らかいボリュームたっぷりの双胸。その双胸からははち切れんばかりの弾力感と心地良いぬくもりを感じた。

「ル、ルナ？」

「じっとしてくださいね。このまま洗いますから」

　ルナは耳元で囁ささやくように言い、石せつ鹸けんにまみれた大きなふたつの膨らみを使ってオレの背中をぬるぬると擦こすっていく。

「んっ、んんっ……はぁっ……」

　艶のある声を口からもらしながらルナは胸を揺さぶり、余すところなく背中を洗っていく。そしてその豊かな両胸の中にはふたつ、ツンと尖とがって肌をくすぐる部分があった。

「はぁ、んあぁ、ふぅぅ……」

　正面の鏡から見えるルナの頬ほおは赤く、かなり色っぽい。

　しかもルナはぎゅっと身体ごと背中に抱きついたあと、オレの肩に顎あごを載せ、わずかに呼吸を荒くしてうっとりと呟つぶやくのだ。

「んんっ、気持ちいいです……」

「……え？」

　オレが聞き返すと、ルナは慌てて言い直した。

「ま、間違えました！　忍しのぶさん、気持ちいいですか？」

　動揺したような声をもらすルナ。

「……どうかしたのか？」

「な、なんでもないです！　擦こすれて変な気持ちになったりしてませんから！」

　そう言って、ルナが背中流しを再開させた。

　しかしルナは徐々に呼吸を荒くし、口からもれる声もオクターブ高くなる。

　……オレはもうダメかも知れん。

　思わず我を忘れそうになったが、変なことをしたらルナに嫌われてしまう。

　そう考えて耐え抜いた末、ルナは名残惜しそうにオレから離れた。そしてお湯で背中の石せつ鹸けんを洗い流してくれたのち、そっと耳元で囁ささやいてきた。

「次は前を洗いますね、忍さん」

　え？　それやばいよ。忍さんの理性はそこまで強固じゃないよ。

　とても耐えられそうになかったので、オレは勢いよく立ちあがった。

「あ、あら？　忍さん？」

「……ルナ、忍さんはもうダメだ。忍さんはすぐさま撤退する。ルナは弾幕用意」

「え？　あ、あの、これから忍しのぶさんと一緒にお風ふ呂ろに入るようにマキナとエルニちゃんに言われたんですけど……」



    

  
    
      



    

  
    
      　なるほど、ルナが背中を流しに来たのはマキナとエルニの入れ知恵か。

　……もしかして、この前マキナとエルニが背中を流しに来たとき、オレがひそかに喜んでいたことがふたりにバレているのか？

　少し恥ずかしい気持ちになっていると、ルナがオレの腕を取り、

「い、行かないでください忍さん」

　瞳ひとみを潤ませて言った。

「私が、おっぱいで忍さんを気持ちよくしてあげますからっ……」

　おそらく、いまのセリフもエルニたちから言えと指示されたものなのだろう。

　しかし破壊力は抜群であり、このまま前まで洗われでもしたらオレが大変なことになる。

「……し、忍さんはのぼせました」

　そう誤魔化すと、オレはルナの手をそっと振り解き、逃げるようにして風呂場を飛び出したのだった……。



　風呂からあがったあとはいつも通り牛乳を飲み、リビングのソファーに腰を下ろすと、近くにいたエルニとマキナが意外そうな顔をして話しかけてきた。

「忍、ルナはどうしたんだ？」

「お姉さまと一緒にお風呂に入ったんじゃなかったの？」

「それは慎んで辞退させてもらった」

　オレがかしこまって答えたところ、エルニとマキナは顔をしかめ、「作戦を練り直す」とか言って出て行ったので、オレはリビングにひとり残された。

　そこでオレがぼんやりしていると、かおるんがリビングに顔を出した。

　かおるんは着替えたのか、いつもより短いスカートのメイド服を着ていた。

　オレがかおるんに視線を向けたところ、彼女は短いスカートを揺らして近づいてくる。

「南なん条じよう様、お風呂あがりにマッサージなどいかがでしょうか？　わたくし、マッサージもうまいんですよ？」

「要いりません」

「南条様、そんなつれないことを言うとしばき――いえ、その身体に優しく『めっ！』しちゃいますよ？」

　言葉とは裏腹にかなり怖かった。

「お、お願いします……」

　仕方がないのでマッサージを受け容れ、かおるんの指示に従って床の上にうつ伏せに寝転がる。すると背中越しにかおるんが動き、脚にぬくもりを感じた。

　かおるんはそのままオレの背中に手を伸ばし、優しくマッサージを施していく。

「なかなか筋肉があって硬いですね」

「そうか？」

「はぁい。とっても、あふん、硬いですぅ、ご主人様ぁ」

　妙に色っぽい声をあげるかおるんだが、演技しているのがバレバレである。

「どうですかぁ？　ご主人様ぁあん」

「……ちょっと引くわ」

「そんなバカな!?」

　かおるんは驚いたような声をもらしたあと、今度は無言でマッサージをはじめる。肩、背中、腰と、心地いい刺激に、自然とオレの口から小さく吐息がもれる。

「……ときに南なん条じよう様、マッサージの上手い女性は、床とこ上じよう手ずだという話を聞いたことはありませんか？」

「いや知らん。心当たりがない。なんのことかわからない」

　動揺して返したところ、なにを思ったのか、かおるんがいきなり抱きついてきた。

　背中に感じるのは柔らかいふたつの膨らみ。ほのかに香るのは甘い香水の匂におい。脳を溶かすのは温かいぬくもり。

　それらすべてをオレに堪能させるかのようにかおるんはしっかりと抱きつき、耳元でそっと囁ささやいてくる。

「わたくしが本当に床上手かどうか、試してみますか？」

　ゾクッと背筋が痺しびれるような感覚が身体に走った。

　さらに、かおるんはオレの耳に息を吹きつけて言う。

「お姉さんが、色々と教えてあげますよ？」

「……な、なんか、かおるんキャラが違うぞ？」

「いえ、ご期待に添おうとしたまでです」

　かおるんはそっとオレの背中から離れ、マッサージを再開させる。

「ですがもし南条様がお嬢様とご結婚され、わたくしを南条家のメイドにしたら、南条様の期待にもお応えしますよ」

「オレの期待？　なんだ、オレの代わりにジュースでも買って来てくれるのか？」

「ジュースどころか、ご一緒にハンバーガーとポテトまで買って来ますよ。セットにすると安いですからね。まあ、ハンバーガーはわたくしがいただきますが……」

「パシリにもなりやしねえな」

「メイドですから」

　そう言ってかおるんはそっと立ちあがる。

「どうした？」

「南なん条じよう様、一応言っておきますが、『そのまま俺おれを踏んでくれ』という南条様の願いが叶かなうことはありません。今度は仰向けになってください」

「仰向け？　それは別にいいが、一応オレも言っておくぞ。『南条様を踏みたい』というかおるんの願いも叶えられることはないからな？」

　注意するように言ってオレが仰向けに寝転がると、かおるんは後ろを向いてオレの身体の上に跨またがる。そして今度は太ももをマッサージしてくれているわけだけど……思いっ切り見えてしまっている。

　突き出すように目の前に向けられた形の良いヒップラインから短いスカートが揺れて、ガーターベルトが見え、ピンクのパンツまでもが顔を覗かせる。

　さっと目を逸らすと、かおるんはオレの足を揉もみながら言った。

「今日は、以前南条様にいただいた下着を身につけているんですよ？」

「へえ、そうなのか……」

「……わかっているんでしょう？　好きなだけご覧になられてもいいんですよ？」

　かおるんは色っぽく笑って蟲こ惑わく的てきにお尻しりを揺らす。

　これは刺激が強すぎる……。

　オレはさっとかおるんから離れて立ちあがり、リビングの扉に向かって歩き出す。

「南条様？　どちらに行かれるのですか？」

「ちょっとトイレの神様に会ってくる」

　オレがウソをついて逃げようとすると、背中越しに「南条様は照れ屋ですね」と、からかうような声が聞こえてきたが気にしない。オレは早足でリビングを出た。

　……なんか異様に疲れたし、とりあえず部屋に避難しよう。

　そう思って部屋の扉を開けたところ、部屋の真ん中に五ご行ぎようさんが立っていた。

　何故か水着姿で。

　五行さんが着ている水着は赤のきわどいビキニで、布地の面積はかなり小さかった。

　そのため、五行さんの豊かな胸の谷間も横乳も下乳さえも露あらわとなっており、くびれた腰に程よく引き締まった太ももが無防備にさらされていた。

　いつからオレの部屋は常とこ夏なつの国になったんだ？

　呆ぼう然ぜんと五行さんを見つめていると、彼女は頬ほおを赤らめ、両腕で胸元を隠してしまう。

「は、恥ずかしいから……あまり見ないで欲しい……」

「いやいや、恥ずかしいのならそんな格好をするもんじゃないよ？」

「でも、これなら南条君が喜んでくれるって、薫かおるさんが言ったから……」

　否定はできない。五行さんに釘くぎ付づけになっているオレである。

　オレの視線を受け、五行さんがもじもじしたあとベッドに腰掛けると、大きな胸が水着越しに上下左右に揺れ動いた。

　なんというチラリズム。アンコールと叫びたいところだが、そんなことをお願いしたら五ご行ぎようさんにドン引きされてしまう。

　胸中で深呼吸をして気を鎮めていると、五行さんは控え目に手招きをしてきた。

「あの、南なん条じよう君、こっちに来て欲しい。耳掃除したいから」

　そう言って五行さんは身を乗り出し、ベッドの上に置いてあるティッシュ箱と、その隣に置かれた耳かきを手に持った。

　どうしよう？　五行さんが耳掃除をしてくれるのはかなり魅力的だけど、オレの理性は耐えられるのだろうか？　ここは辞退した方がいいんじゃないか？

　そう思ったんだが、五行さんは優しく笑って一言。

「おいで」

　何故か、その一言でオレは五行さんに引き寄せられ、気がつくとベッドに腰掛け、五行さんの太ももに向かってダイブしていた。

　うつ伏せで。

「えっと南条君、それだと耳掃除ができない。それに太ももに息がかかって……ひゃん、だ、だめ……」

　うん、そりゃあダメだろう。完全にアウトだ。

　オレは柔らかくも張りのある太ももから即座に離脱し、そのまま立ちあがる。

「……ごめんなさい」

「え？　どうして謝るんだ？　行かないで……」

　五行さんは不安そうな声をもらしてオレの服の袖そでを握り、そして上目遣いで言った。

「南条君、ちゃんと優しくするから、私にさせて欲しい」

「いや、それはかなり恥ずかしいというか……」

　ぽりぽりと頬ほおをかいていると、五行さんは再び笑顔で一言。

「南条君、おいで」

　――気がつくと、オレは五行さんの太ももにダイブしていた。

　再びうつ伏せで。

「な、なんでまたうつ伏せなんだ？」

「……芸人魂、かな？」

　本当は欲望に屈しただけなのだが、オレは誤魔化すように言って五行さんの太ももの上で寝返りを打ち、今度は仰向けになる。

　おお、おっぱいしか見えないぜ――ではない。いい加減にしないと五行さんに嫌われてしまう。

　オレはすぐに横向けに寝て、温かい太ももに頬を預けた。

「それじゃあ入れるから、動いたらダメだぞ？」

「う、うむ」

　オレが頷うなずくと、耳の中にゆっくりと耳かきが挿入される。

「南なん条じよう君、動かすぞ？　痛かったら言って欲しい」

　言葉と共に、優しく耳の中をかき回される。それがくすぐったく、しかしそれ以上に気持ち良い。ついつい声がもれてしまい、オレは慌てて咳せき払ばらいをして誤魔化した。

　すると五ご行ぎようさんがくすりと笑い、オレの頭を撫なでながら言う。

「声、我慢しなくてもいいんだぞ？　気持ち良くなってくれたら、私も嬉うれしいから」

　いかん。優しい囁ささやきに頬ほおが熱くなり、恥ずかしさでいっぱいになる。

　五行さんはそんなオレの心情に気づいているのかいないのか、優しい声のまま続ける。

「ほら、ここ、気持ちいいんだろう？」

「な、なにをバカな……っぅ……」

　耳の奥をいじられ、思わず自分の口から吐息混じりの声がもれる。

　羞しゆう恥ち心しんを感じてオレが手で口を覆うと、五行さんはうっとりしたように呟つぶやいた。

「南条君、かわいい……」

　む、むう、また頭を撫でられてしまった。これは完全に子供扱いされているな。

　だが、不思議と五行さんだと腹も立たなかった。

　そして反対の耳も掃除してもらっていると、太ももの温もりと耳かきの心地いい刺激により、徐々に瞼まぶたが重たくなってきた。



    

  
    
      



    

  
    
      　耳掃除が終わったあと、五ご行ぎようさんの膝の上でうつらうつらしていると、不意に部屋の扉がノックされた。

　ん？　なんだ？

　身体を起こしたところ、急かすようにノック音が大きくなった。

「はいはい、いま行きますよ」

　寝ね惚ぼけ眼を擦こすり、扉を開けた途端、

「十六連射」

　いきなり身体中を拳こぶしでノックされ、思わずオレは悲鳴をあげて片膝をついた。

「……気づいて貰もらおうとノックしたのですが、とんでもないことになってしまいました」

　顔をあげると、そこにはかおるんの姿。

　すぐに五行さんが「大丈夫か？」と慌ててオレに駆け寄って来たが、水着姿でそんなことをするもんだから、また大きな胸が揺れ動いていた。

　オレはそっと五行さんから目を逸らしてかおるんを睨にらむ。

「お前なんてことをするんだよ。こんな技が使えるのなら、メイドをやめて軍人にでもなったらどうだ？」

「このクソッタレのゴミムシが！」

「いきなり鬼軍曹!?」

　ぺちぺちとオレの頭を叩たたくかおるん。

　心なしか、かおるんは少し楽しそうだった。

　オレの隣に立った五行さんは、その様子を見てわずかに頬ほおを緩ませて口を開く。

「どうしたんだ薫かおるさん？　なにか用なのか？」

「はい、ご夕食の準備が整いましたので、お嬢様と南なん条じよう様をお呼びしに来ました」

「ん？　ルナはどうしたんだ？」

　いつもならルナが呼びに来てくれるんだけど……なにかあったのだろうか？

　不思議に思って訊たずねると、かおるんはわずかに眉まゆをひそめた。

「それがおかしいのです。てっきりわたくしを止めるかと思っていたのですが、あの方々は『どうぞ』と、わたくしにこの役目を譲ってくださいました」

「へえ、意外だな」

「もしかしたら、これは罠わなかも知れません」

「それは考えすぎだろう」

　オレは笑ってかおるんと五行さんと一緒に部屋を出る。

　五行さんは着替えずに水着のままだったので、オレはなるべく彼女を見ないようにしてダイニングキッチンに顔を出したのだが……どうやら、かおるんの読みは的中したようだ。

　ダイニングキッチンでオレを待ち受けていたのは――裸エプロン姿のルナだった。

　ルナはオレに気づくと、恥ずかしそうにしながらも前屈みになる。

　瞬間、エプロンの下から白い肌が覗のぞき、見事な胸の谷間が姿を見せた。さらにエプロンから横乳がはみだしてそれが大きく揺れ、言葉にできない衝撃がオレの全身に走る。

「ど、どうですか忍しのぶさん？　ドキドキしますか？」

　答えることもできず、オレはごくりと唾つばを飲み込んでルナを凝視する。

　すると、ルナの後ろからマキナとエルニが顔を覗かせ、口々に言った。

「お姉さま、最後の一押しよ」

「ルナ、頑張るんだ」

　マキナとエルニが声をかけると、ルナは真っ赤になりながらもその場でゆっくりと一回転。視界に飛び込んできたのは、張りのありそうな形の良い桃もも尻じり。

　やばい、鼻血が出そうだ……。

　慌てて鼻を手で押さえると、ルナは頬ほおを上気させ、潤んだ瞳ひとみでオレを見つめてきた。

「忍さん、お尻、叩たたきますか？」

「おう、十六連射だ――って、いかんいかん。冗談はやめたまえよお嬢ちゃん」

　オレが動揺してルナから目を逸らすと、五ご行ぎようさんが真っ赤になって叫んだ。

「あ、あんな大胆な格好、私には無理だ！」

　いや、五行さんも十分きわどい格好だと思うよ？

　そう心の中で突っ込んでいたところ、かおるんが眉まゆを寄せて部屋を出て行った。

「ふふん、あのメイドもお姉さまに恐れをなしたのね」

「うむ、いまのルナに対抗できるのは神であるわたしとそのライバルのマキナぐらいだ」

　いつからマキナはエルニのライバルになったんだ？　オレが首を傾げたところで、

「お待たせしました」

　かおるんが戻って来た。

「どうしたん……」

　言いかけて思わず言葉が途中で止まる。

　――裸エプロンだった。

　しかもエプロンの面積はルナよりも少なく、透き通った白い肌、綺き麗れいな鎖骨のラインが眩まぶしく、柔らかそうな太もも、黒の網ストッキングに覆われた美脚が惜しげもなくさらされている。

　心なしかかおるんは頬を赤くして、注意するように言った。

「南なん条じよう様、わたくしの後ろに立った瞬間、問答無用でチョップを放ちますので、そのつもりでいてください」

「お、おう……」

　言いながら後ずさり、壁に背中をくっつけるオレ。

　……なんなんだこの状況は？　うちのダイニングキッチンはどうなってしまったんだ？ルナとかおるんから目を逸らすと、マキナとエルニが悔しそうな顔をして言った。

「なによそれ、パクリじゃない！」

「オマージュだとか言って許されるレベルじゃないぞ！」

「いえ、パクリでもオマージュでもリスペクトでもありません。これが正式な夜のメイドの姿です。証拠にきちんとメイドカチューシャを装備しているでしょう？」

　堂々と嘘うそ八百を並べるかおるん。

　それを見たマキナとエルニは驚いた表情を浮かべた。

「し、知らなかったわ。メイドにそんな隠れた一面があっただなんて」

「メイドも奥が深いんだな……」

「えっと、あれは薫かおるさんのウソだぞ？」

　五ご行ぎようさんが控え目に突っ込むと、マキナとエルニは一様にかおるんを睨にらんだ。

　しかしかおるんはふたりの視線を受け流し、オレに声をかけてきた。

「ときに南なん条じよう様、食事前にきちんと手はお洗いになりましたか？」

「え？　さっき洗ったぞ？　というか、かおるんも五行さんと一緒に見てたじゃないか」

　正直に言ったのだが、何故かかおるんは眉まゆをひそめる。

「それはウソですね」

「ウソじゃない。信じろ。オレは美少年。ウソのつけない悲しくも儚い生き物だから」

「信じられません。わたくしはメイド。ウソと偽りの中、己の力だけを信じて生きてきた狩人。そんなウソはすぐにわかるのです」

「えっと、薫さん。忍しのぶさんはウソなんてついていませんよ」

　言いながらルナはボリュームたっぷりの胸をエプロン越しに揺らして近づき、オレの右手を取って顔を寄せる。

「ほら、忍さんの手からはほのかに石せつ鹸けんの匂においがします」

「いえ、もしかしたらどこぞの女性の匂いがついただけなのかも知れません。仕方がないのでわたくしが消毒致しましょう」

　言葉と共にかおるんはオレに近づいて左手を取ると、いきなりオレの指を口に含んだ。

「な、なにしてるんですか薫さん！」

「先ほど言った通り消毒です。んっ……ちゅっ……」

　ルナにしれっと返し、かおるんは指先にゆっくりと舌を這はわせ、今度は口に含んで上下に揺さぶってくる。そのあとは指を深く咥え込み、温かい口内で熱い舌を指先に絡ませる。

　その様子を見た五行さんは真っ赤になり、ルナは慌ててオレの右手を掴つかむと、形の良い薄桃色の唇を開き、オレの指を咥え込んだ。

「んちゅっ……ふうぅ……んんっ……」

「……ちょっと待ってください牛女様。それはパクリです」

「そうです！　パクリです！　私も忍しのぶさんにしてあげたいんです！」

　清々しいまでの開き直りを見せると、ルナはオレの腕に抱きついてくる。そして大きな両胸でオレの腕を挟みこんだ。

　しかしそんなことをしたらエプロンが捲めくれ、左右の横乳がギリギリまで見えてしまう。

　さらに、ルナは啄ついばむようにちゅっちゅと、何度も指先にキスを繰り返す。

　恥ずかしくなってオレが軽く身じろぎをすると、ルナは上目遣いで訊たずねてきた。

「先っぽ、気持ちいいですか？」

「いや、あの……」

　言葉に詰まっていたところ、かおるんが動いた。

　かおるんは両手でオレの手首を掴つかむと、刺激を与えるように指先を甘あま噛がみしてきた。

　背筋が痺しびれるような感覚を覚えたが……このままでは本当にまずい。

　オレはさっと両手をふたりから引き離した。

「も、もういいから。綺き麗れいになるどころか、唾だ液えきまみれだぞ？」

「……これはいけませんね。南なん条じよう様、どうぞわたくしのエプロンで手をお拭ふきください」

　いち早くかおるんが立ちあがったので、オレは遠慮なく彼女のエプロンに手を伸ばした。

　しかし、エプロンを軽く掴んで引っ張った途端、結び目が解けていたのか、はらりと、かおるんのエプロンが床に落ちる。

　途端、形の良い美乳が目の前に飛び込んできた。そしてくびれた腰、小さなお臍へそ、柔らかそうな太ももの付け根までもがはっきりと見えたとき、不意に鼻が熱くなり――オレは鼻血を噴き出して床に転がった。

「きゃああああ！」

　いままで聞いたことのないかおるんの可愛らしい悲鳴を聞きつつ、オレは意識を失った。



　……誰だれかの話し声で不意に意識が覚かく醒せいする。

「本当に……大丈夫なのかな……うん……わかった……君、喜んでくれるかな……」

「……嬢様……その意気です……頑張ってください……」

　ん？　この声は五ご行ぎようさんとかおるん？　なんでふたりの声が……？

　徐々に遠ざかっていく誰かの足音を聞きながら瞼まぶたを開けると、リビングの天井が見えた。

　どうやらオレはソファーで横になっているようだった。

　けど、なんでこんなところに？

　思い出そうとしたとき、脳裏にかおるんの裸体がよぎった。

　ふむ、芸術品のような身体はきっちりと脳内に保存されているわけだが、勝負の行方はどうなったんだ？

　首を傾げて身体を起こすと、テーブルで項垂うなだれているルナたちの姿が見えた。

　みんな落ち込んでいるようだが、特にルナがひどい。

　ルナは目に涙を溜ため、いまにも泣きそうな顔をしていた。

「……どういうこと？」

　思わず呟つぶやくと、背を向けていたかおるんが振り返った。

　彼女はオレと目が合うと、わずかに頬ほおを赤くしたあと、ゆっくりと近づいて来る。

「南なん条じよう様、本日の花嫁対決はわたくしの勝利で幕を閉じました。いまこのときより明日まで邪魔者は入りません。どうぞお嬢様とお楽しみください」

「……え？　いつの間にそんなことに？」

「なにを言っているんですか。南条様は興奮してわたくしのエプロンを奪い、満足げに鼻血を噴き出されたではありませんか。誰だれが勝者かなど、一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう？」

「えっと、今更こんなことを言うのもなんだけど、エプロンを解いてしまったのはわざとじゃなくて事故だぞ？」

　オレの言葉に、ルナたちはピクリと微かに身体を動かす。しかし、

「たとえ事故であろうとも、南条様がわたくしの恥ずかしいところを見て満足したのは事実でしょう？　一瞬ではありましたが、あのとき確かにわたくしは牛女様を凌りよう駕がしました。きっと神様が力を貸してくださったのでしょう」

　かおるんがそう言うと、ルナたちは肩を落として再び項垂れた。

　とりあえず、オレはみんなになにか声をかけてやろうと思ったのだが、かおるんに手を取られ、そのまま廊下に連れ出されてしまった。

「なんだよ急に？」

「南条様、慰めの言葉は敗者を傷つけるだけですよ。お嬢様の試験は明日行われますので、それに備えて今日は早めにお休みになってください」

　……そういえば、五ご行ぎようさんも文化祭の最終日に試験があるとか言っていたな。

　そう思い返し、オレは人の背中をぐいぐい押してくるかおるんに声をかけた。

「ちなみに、その試験はどこで行われるんだ？」

「南条様たちの学校です」

「え？　学校なのか？」

　聞き返すと、かおるんはしっかりと頷うなずいて答える。

「文化祭終了後、学校の屋上に結界を張ります。そして旦だん那な様が選んだ立会人の下、お嬢様は試験を受けることになっております。南条様、どうかお嬢様にご協力ください」

　珍しく真剣な表情で頭を下げるかおるん。

　……これはどうしたものか。

　頭を悩ませながら部屋の前まで辿たどり着つき、オレはため息をついて扉を開ける。

　すると、何故か部屋の電気がついていて、ベッドの上には五ご行ぎようさんの姿。

　五行さんは上体を起こしており、掛け布団で口元を覆っていた。

「えっと、なにしてるんだ？」

「……南なん条じよう君を待ってたんだ」

　五行さんは頬ほおを赤くして答えると、意を決したような顔をして布団から出てきた。

　――瞬間、五行さんの裸体が目に飛び込んでくる。

　五行さんは両腕で大事なところは隠していたが、そのきめ細やかな肌はいやでも目に焼き付いてしまう。

　そして、五行さんは潤んだ瞳ひとみでオレを見つめ、

「あの、はじめてだから、優しくして欲しい……」

　そう言って、恥ずかしそうにしつつも、両腕をゆっくりと身体から離す。

　すると、豊かな双胸が大きく揺れて丸見えとなり、その下もすべて見えてしまった。

　一気に理性が崩壊し、鼻が熱くなったときにはもう手遅れだった。

　本日二度目の鼻血を迸ほとばしらせ、オレはそのまま崩れ落ちて気を失った……。



    

  
    
      


第四章　家族との約束



　……なにやら身体に温もりを感じる。

　柔らかく温かい感触に包まれ、いい匂においもしてすごく心地いい。

　なんだろう、これ？　朝の光を瞼まぶたの裏に感じて目を開けると、

「おはよう、南条君」

「南条様、おはようございます」

　右隣からは五行さん、左隣からはかおるんに朝の挨あい拶さつをされてしまった。

　どうやら、ふたりともオレの身体に抱きつくようにして寝ているようだ。

　しかしなに故？　オレは昨日なにをしたんだ？　まさかやっちまったのか？

　オレが必死で昨日の記憶を呼び起こそうとしていると、

「昨夜は激しかったですね南条様。わたくしやお嬢様にあんなことをさせるなんて、ケダモノです。もうお嫁にいけません」

　かおるんが頬を染めてオレに抱きついてきた。

　……え？　マジで？　まさかのふたり同時？　五行さんだけじゃなく、かおるんにまで手を出したのかオレは？　全然記憶にないぞ？

　愕がく然ぜんとしていると、五ご行ぎようさんが苦笑して言った。

「薫かおるさん、ウソはダメだぞ？　南なん条じよう君はまだなにもしてないじゃないか」

「お嬢様、ここで偽りの既成事実を作っておけば、南条様も責任を取ってくださるかと」

「そんな卑ひ怯きようなことはできない。南条君とはちゃんと同意の上でしたい」

「お嬢様は真っ直ぐですね。眩まぶしいです。南条様、あなたの婚約者はこんなにも素敵な女性ですよ？　嬉うれしいでしょう？」

「ぐうぐう」

「寝たフリなんてしてないでちゃんと答えてください」

　ぺちんと頬ほおを叩たたかれたのでオレは上体を起こす。

　しかし妙に涼しいと思ったら、上半身が裸だった。

「――って、どういうことだよこれは！　オレが寝ている間になにかしただろう！　五行さんとかおるんのエッチ！　変態！　ケダモノ！　はじめてだったんだからね！」

「南条様、気持ち悪く勘違いされているところ悪いのですが、特になにもしていませんよ」

　かおるんはベッドから立ちあがって説明する。

「昨夜、南条様が予想以上にヘタレだったため、作戦は失敗してしまいました。ですから、少しでも南条様から力を得ようと、お嬢様は南条様と肌を重ね合わせていたのです」

「うん、こうするだけでも、力は分けてもらえるから」

　そう言って五行さんはオレの背中に抱きついてくる。背中に当たる柔らかい感触と温かさから五行さんが裸だとわかり、一気に鼓動が跳ね上がった。

　これはさすがに恥ずかしい。

　オレは逃げるようにベッドから離れ、おそるおそる視線を落とす。

　……おっ、ちゃんとズボンが標準装備されている。

　ほっと胸を撫なで下ろしていると、かおるんがそっと五行さんに小声で話しかけていた。

「お嬢様、殿方は生理現象のため朝はわんぱくだと聞きます。ですからこのチャンスを活かし、いまから口でご奉仕してそのまま南条様から陽の気をいただいてはどうでしょう？」

「口でご奉仕？」

「はい、お嬢様なら胸で挟むことも可能かと」

　頷うなずき、かおるんは懐からなにやらイケナイ雑誌を取り出し、五行さんに見せる。かおるんがペラペラとページを捲めくっていくと、五行さんの顔が見る見るうちに真っ赤になった。

　かおるんが本を閉じると、五行さんはオレに目を向ける。そして彼女は耳まで真っ赤にして言った。

「あの、うまくできるかどうかわからないけど、私頑張るから――」

「悪いがもう会議の時間だ。私は失礼させてもらうよ」

　五行さんに最後まで言わせず、オレはさっと背を向けてその場から離脱。

　上半身裸のままリビングに向かった。

　するとリビングにはルナがいて、オレに気づくと笑顔で近づいてくる。

「忍しのぶさん、身体の方は大丈夫ですか？　今朝はほうれん草をいっぱい食べて鉄分を摂ってくださいね」

　ルナは昨日のように暗い表情ではなく、いつも通りだった。

　だが彼女は一歩近づいてオレの手を取ると、真剣な表情で言った。

「誘惑には負けないでくださいね、忍さん」

「あ、はい……」

　ルナに気け圧おされて頷うなずくと、彼女はわずかに頬ほおを赤くして言った。

「……それと、あの、風邪を引くのでなにか着てくださいね」

　言われたあと、オレは小さくクシャミをした……。



　●　　●　　●



　――文化祭最終日も、あっという間に終わりを迎えてしまった。

　夕日に照らされた教室の中、オレと五ご行ぎようさんは窓から後夜祭の様子を眺めていた。

　グラウンドではクラスの連中が楽しげにフォークダンスを踊っている。

　オレがクラスの連中を目で追っていると、五行さんが申し訳なさそうに言った。

「ごめん、南なん条じよう君。こんなことに付き合わせて……」

　いま、オレは五行さんと手を繋つないでいる。

　こうして肌と肌と重ねることでも、五行さんはオレから力を吸収できるとかおるんは言っていたが、それは本当のようだ。

　繋いだ手から全身に熱が伝わって身体が熱くなり、額にうっすらと汗が滲にじむ。

　しかし不快感はなく、オレは心地いい感覚に身を委ねていた。

　と、そこで五行さんはオレからそっと手を離して小さな声で訊たずねてきた。

「……南条君も、みんなと一緒に後夜祭に参加したかったよな？」

「いや、正直参加したくなかった。女子たちはオレを女装させたまま後夜祭に連れ出すつもりだったからな。断って正解だったよ」

　オレがそう言うと、五行さんはようやく笑顔を見せてくれた。

「ありがとう南条君」

「ん？　礼を言うのはオレの方だぞ？　五行さんのおかげで体よく後夜祭の参加を拒否できたんだからな。女装は二度と御免だ」

　そう返すと、五行さんは柔らかく微笑ほほえんでオレを見つめる。

「……本当は、私に気を遣ってくれているんだろう？」

「バ、バカを言うな。五ご行ぎようさんの勘違いだ。女装がイヤだっただけだ」

　オレは慌てて五行さんから目を逸らす。

　すると五行さんは小さな声で言った。

「やっぱり、南なん条じよう君は優しいな」

　五行さんがくすくす笑うと、つられてオレも頬ほおを緩めた。

　そうしてしばらく五行さんと一緒に後夜祭の様子を眺め続けたあと、

「……五行さん、ひとつ訊きいてもいいかな？」

　と切り出し、オレは五行さんの横顔に目を向ける。

「五行さんはどうして退魔の仕事を続けたいんだ？　退魔の仕事には危険がつきものなんだろう？　わざわざ危険な目に遭う必要はないんじゃないか？」

　そう訊たずねると、五行さんはわずかに微笑ほほえんで答えた。

「薫かおるさんとの約束を守るためだ」

　五行さんは後夜祭の様子を眺めながら、ゆっくりと口を開く。

「……この前、私が南条君に話したこと覚えてるかな？　私がみんなに怖がられたとき、薫さんが傍にいてくれたって話」

　それはよく覚えている。かおるんがひとりでいた五行さんを遊びに誘った話だろう。

　オレが頷うなずいて返すと、五行さんはふと寂しげな表情を見せる。

「……あの頃ころは本当に姉妹みたいに仲が良かった。でも、薫さんはいつしか私のことを名前で呼ぶことができなくなった。みんな退魔の家柄のせいだ」

「退魔の家柄？」

　オウム返しに訊ねると、五行さんは真剣な表情で答えた。

「私たち退魔の組織は、悪魔の封印や退治の他に、悪魔によって産み出された子供たちも保護しているんだ。だけど、実際は保護なんかじゃない。私たちは、自分たちの都合のいいように彼らを扱って……道具にしている」

　五行さんは俯うつむいて拳こぶしを握り締める。

「薫さんは人間と悪魔の間に生まれた混血児だ。悪魔の血が入っている。だから、みんな薫さんのことを人間だと思わない。退魔の家に行ったら、みんな道具として薫さんを扱う」

　混血児……そうか、かおるんもマキナと同じ半人半魔だったのか。

「……許せなかった。薫さんは私の家族だ。それなのに、誰だれもそう呼んでくれない。認めてくれない。薫さんが私のことを名前で呼ぶことさえ、許してはくれない。薫さんを見る目はいつも冷たい。父さんもいまの制度は変えられないって諦あきらめている」

　五行さんは顔をあげ、「だから」と続ける。

「私が変える。仕事を続けて偉くなって、薫さんを家族だって認めさせる。もう二度と、傷つけさせない」

　いつもの凛りんとした表情で五ご行ぎようさんは力強く言った。

「薫かおるさんだけじゃない。いまも道具扱いされている人たちみんなを、私が認めさせる」

　夕日に照らされた五行さんの横顔からは強い意志が見える。

「それが薫さんとの約束だ。私はそれを叶かなえたい」

　そこで五行さんはオレに目を向ける。

「……南なん条じよう君はいまの話を聞いて、薫さんのこと嫌いになったりしないか？」

　オレを見つめる五行さんの瞳ひとみからは信頼の色が見えた。

　だからオレもしっかりと答えるのだ。

「嫌いになるわけないだろう。かおるんのことは好きだからな」

「……え？」

　何故か、オレの答えに目をまん丸にして驚く五行さん。

「な、南条君は薫さんみたいな人が好きなのか？」

「いや違う。そうじゃない。変に深読みしないでくれ」

　はっきり否定したつもりだったが、五行さんは釈然としない様子で「……そういえば南条君、薫さんとすごく仲がいい……」などと、ぶつぶつ呟つぶやいていた。

　微妙に勘違いしているみたいだけど、どう誤解を解こうか。

　頭をかいて悩んでいたところ、不意に教室の扉が開き、かおるんが姿を見せた。

「お嬢様、準備が整いました。時間です」

「うん、わかった。少しだけでいいから、ひとりにしてくれるかな」

　かおるんは五行さんに頷うなずいて返し、オレに視線を寄越す。

「南条様、どうぞこちらに」

「ああ、わかった」

　オレは五行さんから離れてかおるんの元へ向かい、一緒に教室を出た。

　しばらく人ひと気けのない廊下を歩き、屋上に向かう階段前で、オレはかおるんに声をかけた。

「なあ、試験って結局なにをするんだ？」

　そう訊たずねると、かおるんは階段を昇りながら答えた。

「お嬢様には立会人の下、ひとりの悪魔と立ち合っていただきます」

「悪魔？」

　かおるんの背中を追いかけてオレが聞き返すと、彼女は背中越しに小さく頷く。

「はい、退魔の組織が管理している悪魔、正確に言えば人間と悪魔の間に生まれた混血児ですね。その悪魔に勝利した暁には、お嬢様も旦だん那な様に認められ、退魔の仕事を続けていくことができます」

「……その悪魔というのは、どんな奴なんだ？」

「ただのメイドですよ。五行家で働いている、天使のような容よう貌ぼうのメイドです」

　言葉の意味を理解した瞬間、思わずオレは足を止めた。

　するとかおるんも足を止め、背中を向けたまま言う。

「南なん条じよう様もさきほどお嬢様からお聞きになったでしょう？　わたくしには悪魔の血が流れていると」

「……聞いていたのか」

「失礼かとは思ったのですが、南条様のお答えが気になってしまったのです」

「オレの答え？」

　そこでかおるんはゆっくりと振り返り、微かに口元を緩めてオレを見つめる。

「驚きましたよ。まさか南条様に告白されてしまうとは……」

「……どう解釈したらそんな答えが出てくるんだ？」

　確かにかおるんのことが好きだとは言ったが、深読みしないでくれと付け足したはずだ。

　オレは小さくため息をついたあと、口調を正して訊たずねた。

「それで、かおるんは五ご行ぎようさんよりも強いのか？」

「現状ではわたくしの方が実力は上ですね。わたくしの身体に流れている悪魔の血は上級の悪魔のものらしく、他の混血児たちよりもずっと能力が高いのです。旦だん那な様がわたくしをお嬢様の相手に選んだのも、それが理由でしょう」

「というと？」

「親心からでしょうが、旦那様はお嬢様が仕事を続けることに反対しています。立会人を立てるため、わたくしに手加減は許されません。旦那様はお嬢様が試験に失敗することを望んでいるのですよ」

「……そうか、かおるんにとっては辛つらい仕事だな」

　かおるんはオレに背を向け、「ええ」と短く答えた。

　そこからはオレもなにも言わず、無言のまま屋上に向かった……。



　屋上に辿たどり着つくと、そこには先客がいた。

　おそらくかおるんの言う立会人だろう。厳しい表情を浮かべた長身の美しい女性だった。

　しばらくして五行さんが屋上に姿を見せると、立会人の合図のもと、試験がはじまった。

　五行さんは手に持った竹刀袋から日本刀を取り出すと、抜刀して構えを取る。

　対してかおるんは懐から小太刀を取り出し、五行さん同様に抜刀してゆらりと構える。

　……これは相当に強いな。

　離れた場所で見守っているオレでも、空気が張り詰め、気温が二、三度下がったような感覚を覚えた。

　かおるんは泰然としており、その姿に隙は見当たらない。

　だが、五行さんは構わず一気に距離を潰してかおるんに肉迫。刀を袈け裟さ斬ぎりに振り下ろすが、それは呆あつ気けなく避けられてしまう。

　そこで五ご行ぎようさんは間髪容れずに刀を斬きり返かえして二の太刀、逆袈け裟さ斬ぎりを放つ。

　それは鋭く速い一撃だった。しかしかおるんは必要最低限の動きで刀を躱かわし、左手で掌しよう底ていを放つ。五行さんは刀の柄でそれを受けるものの、大きく吹き飛び、体勢を崩した。そこにかおるんの小太刀が迫り、五行さんは距離を取ってなんとかそれを避ける。

　実力の差は明らかだ。このままでは確実に五行さんが負けるだろう。

　オレには見ていることしかできない……いや待て。もしかしたら、かおるんを動揺させることならできるかも知れない。かおるんが動揺して隙が生まれれば、いまの状況が変わる可能性は十分にあるだろう。

　オレはタイミングを見計らい、五行さんがかおるんに再び刀を振り下ろした瞬間、声を大にして叫んだ。

「――かおるんのおっぱい綺き麗れいだった！」

　途端、かおるんは珍しいことに顔を真っ赤にして叫んだ。

「な、なにを言い出すんですか南なん条じよう様！」

「そうだ！　一体どういうことだ南条君！」

　……あれ？　せっかくのチャンスだったのに五行さんまで動きを止めてしまったぞ？

　というか、思いっ切りオレを見ている。睨にらんでいる。何故か怒っていらっしゃる。

「やっぱり南条君は薫かおるさんが好きなんだな！　私があれだけ頑張っても、南条君は薫さんの胸しか覚えていないんだな！」

「いや、あの、それは誤解で、五行さんの膝ひざ枕まくらも覚えているし、魅力的だったよ？」

「だったら、なんでなにもしてくれなかったんだ!?」

「え？　だって家にはうちの連中がいたし……」

　言い訳がましいことを口走ると、何故か五行さんは目を輝かせた。

「それならいまはいいんだな？　もう我慢しなくていいんだな？」

「は？　なにを言って……」

　オレの言葉が終わらないうちに五行さんは一直線に駆け寄ってくる。そしてオレに抱きつき――いきなりキスをしてきた。唇と唇が重なり合い、五行さんの熱が唇を通して伝わってくる。柔らかい唇の感触にオレは見事に硬直した。

　それは長いキスだった。五行さんは唇を合わせたままさらに強く抱きつき、オレからゆっくりと離れたあと、とろんとした瞳ひとみで呟つぶやいた。

「……あっ、力をもらうの忘れちゃった」

「ちょっと待て。なんのためのキスだったんだ？」

「き、気持ち良かったんだから仕方がないだろう！　もう一回する！」

「え？　あの――んんっ!?」

　五ご行ぎようさんはオレの両りよう頬ほおを優しく手で包み、再びキスをする。

　今度はさっきよりも激しい。ちゅっちゅっと唇が吸われ、熱い舌が口内に侵入してくる。舌が絡まり、五行さんの唾だ液えきを感じ、首に手を回されてさらに強くキスされる。

　だ、大胆すぎる。はじめてだからもっと優しくして欲しかった。

　とはいえ、その強烈な刺激は抗あらがい難く、思わずオレも舌を絡ませてしまう。

　途端、ビクンビクンと五行さんは身体を震わせてオレから身を離したあと、その場にへなへなと崩れ落ちてしまった。

　頬を上気させ、唇を濡ぬらしている五行さんは非常にセクシーだった。しかし、彼女は両膝をついたまま立ちあがろうとしない。

「ど、どうした？」

　心配になって訊たずねたところ、五行さんは困ったような顔をして言った。

「こ、腰が抜けちゃった……」

「意味ねえ！　力を吸収するどころか弱体化してるじゃないか！」

「で、でも、ちゃんと力は吸収できたから！」

「……それで、その状態でどう戦うんだ？」

　言いながらオレはかおるんと立会人に視線を飛ばす。

　だがあのふたりはデジカメとビデオカメラを構えており、オレと目が合うと慌ててそれらを懐に隠した。



    

  
    
      



    

  
    
      　さっきのキスは思いっ切り撮られたな……。

　恥ずかしい気持ちでいっぱいになりつつ、オレは一歩前に出る。

「……五ご行ぎようさん、オレが時間を稼ぐから、その間に回復しておいてくれ」

「え？　南なん条じよう君？」

　驚いたような声をあげる五行さんに構わず、オレはかおるんの前に立つ。

「まあそんなわけで助っ人だ。別に構わないだろう？　オレはただの素人だ。どうせかおるんに瞬殺されるしな」

　立会人に目を向けると、彼女は小さく頷うなずいた。

「認めましょう。聖ひじり様から陰陽術を使うことは聞き及んでおりますので、南条殿は聖様のパートナー扱いとなります。特に問題はありません」

「――だそうだ。よろしく頼むわ」

「……手加減はできませんよ？」

「ならばオレが手加減をしてやろう」

　軽口を叩たたくと、かおるんが一歩前に出て口を開いた。

「いえ、南条様が手加減をするくらいならわたくしが」

「いや、オレがする」

「いえいえ、わたくしが」

　そこでオレは笑顔でかおるんに手を差し出す。

「どーぞどーぞ」

　途端、立会人が声を低くして言った。

「漫才やってないで早くしてください」

「す、すみません」

　謝ったあと、オレはかおるんと対たい峙じ。

　すると、かおるんは小太刀を懐にしまって小さくため息をつく。

「南条様が素手ならば、わたくしも素手でお相手しましょう」

「遠慮しなくてもいいんだぞ？」

「いえ、遠慮ではありません。素手で十分ということです」

　そう言い、かおるんは鋭く踏み込み、拳こぶしを放ってくる。

　滅茶苦茶に速く、その上重い。迫り来る拳を受け流し、距離を取るとかおるんはさらに追撃。怒ど濤とうの如く攻撃が繰り出される。

　なんとか急所だけは外し、重い一撃を受け流し続けるものの、あっという間に身体はボロボロになった。しかしオレは倒れず、肩で息をしながらもかおるんの前に立ち続けていると、彼女は手を止め、目を見開いて口を開く。

「……南なん条じよう様、どうしてまだ立っていられるのです？　あなたは本当に何者なのですか？」

　かおるんだけじゃなく、視界の端で立会人も驚いた表情を浮かべている。

　そこでオレは薄く笑って答えた。

「何者？　見ればわかるだろう？　ただのイケメンだよ」

「……そのイケメンがいまは台無しですよ。あれだけ殴られても、わたくしに一切攻撃を仕掛けてこないせいです」

「かおるんが美人なんでな、思わず見惚れてしまったぜ」

　肩をすくめ、口から血を吐き出すと、かおるんは困ったような顔をした。

　だが立会人の鋭い視線を受け、拳こぶしを握ってオレに向かってくる。

　しかし、その瞬間。



「汝なんじは焔ほのお。汝は火ひノの神かみ。汝は炎えん龍りゆう。我が呼び声に応じよ――火之迦具土神ヒノカグツチ」



　凛りんとした声が周囲に響き渡り、振り向くとそこに五ご行ぎようさんが立っていた。手に持った刀からは蒼あお白じろい炎が浮かびあがり、五行さんは自信に満みち溢あふれた顔をしている。

「ごめん南条君、待たせた」

「おう、このままだと本気になったオレがかおるんを倒してしまうところだったぞ？」

　オレはふらつく足でかおるんから離れ、その場で腰を下ろす。

「じゃあ、あとは頼んだからな」

「うん、任せて欲しい」

　五行さんは力強く頷うなずき、かおるんに目を向ける。

　すると、かおるんは五行さんの刀から揺らめく蒼あおの炎を眺めながら口を開いた。

「お嬢様、火之迦具土神は魔を祓はらう焔です。わたくし相手では力は半減しますよ？」

「わかっている。だけど、いまなら通じる気がするんだ」

　言葉と共に五行さんは刀を上段に構え、一気に振り下ろす。

　途端、蒼の炎が激しく燃えあがり、とぐろを巻いてかおるんに襲いかかった。

　かおるんは危険だと判断したのだろう。目を見張り、すぐさま真横に跳ぶが、

「火之迦具土神――追え！」

　五行さんが声をあげると、炎は方向を変えて再びかおるんへと迫る。

　それと同時に五行さんが駆け出し、かおるんとの距離を詰める。

　するとかおるんは両腕を交差させ、躊ちゆう躇ちよなく炎の中に身体を突っ込み、メイド服を焦がしながら五行さんに攻撃を仕掛けた。

　しかし、五行さんはかおるんの攻撃を避けると同時にゆらりと刀を振りあげ、

「――セイッ！」

　声と共に白刃を振り下ろす。

　それはまるで閃せん光こうのようだった。

　かおるんも小太刀を構えて咄とつ嗟さに防御するしかなかったのだろう。五ご行ぎようさんの持つ刀がかおるんの小太刀に激突し、けたたましい金属音を周囲に響かせる。

　それと同時に五行さんの刀にヒビが走り、折れ曲がった小太刀がかおるんの手から弾け飛ぶ。瞬間、五行さんは鋭く一歩踏み込み、胴を薙なぐように刀を斬りあげた。

　その白刃は吸い込まれるようにかおるんの身体に迫り、五行さんが刃を返した直後、日本刀の峰がかおるんの身体に叩たたき込まれる。

　――その鈍い音が、勝負の終わりを告げる合図だった。

　かおるんは五行さんの一撃によって吹き飛び、屋上のフェンスに激突して動きを止めた。



「勝負あり！」



　高らかにあがる立会人の声。

　みんなの気が緩んだとき、かおるんが身体を預けていたフェンスが軋きしみをあげた。

　異音を感じたときにはすでに遅く、かおるんの身体がまるで宙に浮くように傾き、そのままフェンスと一緒に落下していく。

　――そのとき、視界の端で長い黒髪が揺れた。

　次いで確認できたのは、五行さんの後ろ姿。

「薫かおるさん！」

　誰だれよりも速く動いた五行さんは躊ちゆう躇ちよなく屋上から身を投げ出し、かおるんに手を伸ばす。

　瞬間、確かに五行さんはかおるんの手を掴つかんだ。

　しかし、ふたりはそのまま落ちて行き、その姿はオレの視界から完全に消えてしまう。

「……ウソだろ」

　頭の中は真っ白だ。呼吸が止まり、眩暈めまいを覚えた。

　ふらふらと、崩れ落ちたフェンスに向かって足を伸ばしたところで、オレは気がついた。

　屋上の縁をしっかりと掴んでいる小さな手に。

「五行さん！」

　オレがすぐさま駆け寄ると、五行さんが片手で屋上の縁を掴んでぶら下がり、もう片方の手でかおるんの手を握り締めている姿が確認できた。

　五行さんはオレと目が合うと、どこか誇らしげな顔をして微笑ほほえんだ。

　……あんまり心配させるなよ。

　と、愚痴のひとつでも言いたいところだったが、そんな余裕なんてなく、オレは慌てて五ご行ぎようさんの手を掴んだ。すると血相を変えた立会人が飛んで来て、ふたりで五行さんとかおるんを引っ張りあげた。

　そのあとは安心して気が抜けたのか、オレは屋上で仰向けに寝転がってため息を吐いたのだが、

「――なにを考えているんですか！」

　不意に、怒鳴り声があがった。

　上体を起こすと、かおるんが五行さんに詰め寄って声を荒げている姿が見えた。

「どうしてあんな無茶をしたんです！　落ちたらどうするつもりだったんですか！」

　……はじめてだと思う。かおるんがあんなに感情を露あらわにしたのは。

　だけど、五行さんはそんなかおるんに笑顔で答える。

「仕方ないじゃないか。身体が勝手に動いてたんだから……」

「……なにを、言っているんですか。わたくしなんか庇かばって、もしお嬢様が――」

「なんかじゃ、ない」

　かおるんの言葉を優しく遮って、五行さんは柔らかく続ける。

「薫かおるさんは、私の大事な家族だ。薫さんがどう思っているかはわからないけど、私は薫さんのこと、お姉さんだって、思ってる。お姉さんを助けるのは、当然だろう？」

　その言葉に、かおるんの肩が小さく震える。

　五行さんはその肩に手を載せて言った。

「約束、忘れてないから。薫さんを家族だって認めて貰もらうまで、頑張るから。だから――」

　一度言葉を切り、五行さんは優しく笑う。

「これからもずっと、私の傍にいて欲しい」

　途端、かおるんは大きく身体を震わせた。そしてなにかに耐えるように唇を噛かみ、両手を強く握り締める。

　でも、耐えることはできなかった。

　かおるんの瞳ひとみから涙がこぼれ落ちる。

　……誤魔化そうと思ったのだろうか。かおるんはすぐに袖そで口ぐちでその雫しずくを拭ぬぐうが、彼女の瞳からはとめどなく涙が溢あふれ……それが止まることはなかった。

　そっと五行さんがかおるんを抱き締めると、小さく嗚お咽えつの声がもれる。

「……聖ひじりちゃん」

　微かな呟つぶやきと共に、周囲に泣き声が響き渡った。

　かおるんは五行さんに強く抱きつき、子供のように泣きじゃくる。

　……そこでオレはゆっくりと立ちあがり、そのまま屋上の出口に向かった。

　屋上を出る前、もう一度ふたりの様子を眺めると、かおるんにつられたのだろうか。五行さんも涙を流していた。

　――五ご行ぎようさんとかおるん。ふたりは容姿も似ていないし、性格も全然違う。

　だけど強く抱き合うふたりの姿を見たとき、オレは思ったんだ。

　まるで姉妹のようだと。

　オレはふたりの姿を見届けたあと、屋上を出て廊下を歩き、瞳ひとみに滲にじんだ涙を指ではじく。

「まったく、オレまでつられてどうする……」

　苦笑して呟つぶやき、そのまま帰ろうと思ったら、背中に声をかけられた。

「お待ちください、南なん条じよう殿」

　振り向くと立会人の女性の姿が見えた。

「南条殿、聖ひじり様たちに挨あい拶さつされなくてよろしいのですか？」

「いいよ。邪魔したくないしな」

　そう答えると、立会人は不意に深く頭を下げた。

「南条殿、これからも聖様のパートナーとしてよろしくお願いします」

「いや、多分今回だけだと思うぞ？」

「……そう思っているのは南条殿だけかと思いますよ？」

　立会人は意味深な言葉を残して屋上に戻って行った。

　その様子をぼんやりと眺めたあと、オレはゆっくりと歩き出す。

　ちなみに、このときの立会人の言葉の意味を、オレは後日知ることになった……。



　●　　●　　●



　文化祭も終わり、いつも通りに学校がはじまっていたが、家はいつも通りではなかった。

　五行さんの試験終了後、オレがみんなに五行さんが試験に合格した旨を伝えると、ルナは「ふぇえ～ん！」と泣きながら部屋を飛び出し、マキナとエルニもずっと不機嫌だった。

　しかし翌日になると、マキナは「魔界は一夫多妻制だもの」と言い、エルニは「わたしは愛人だから別にいいか」と、機嫌を直していた。

　だがルナは違う。

　彼女はこの世の終わりが来たみたいな顔をして部屋に引きこもってしまったのだ。

　……そして今日も、ルナはオレを起こしに来てくれなかった。

　なずなに起こしてもらったオレは淡い期待を抱いてダイニングキッチンに顔を出したのだけど、そこにルナの姿はなく、エルニとマキナがテーブルについていた。

「おはよう忍しのぶ、今日の朝食はパン一枚だ！」

　心なしか悲しげな表情でエルニは続ける。

「さて忍。あなたが落としたのはこの黒こげのトーストですか？　それともこのイチゴジャムのついた黒こげのトーストですか？」

「……どちらも落としていません」

「正直者のあなたには両方の黒こげトーストをプレゼントしましょう」

「いらんわ！　ほぼいやがらせじゃねえか！」

　憤慨して突っ込むものの、エルニは真面目な顔で答えた。

「忍しのぶ、よく言うだろう？　正直者は――バカを見る！」

「……朝からありがたい教訓どうも」

　皮肉げに返し、オレはテーブルについて黒こげトーストをつまんで愚痴る。

「まったく、なんでこんなに黒こげになるんだ？　どんだけ料理が下手なんだよ……」

　そう不満をもらすと、マキナが小さく肩を震わせ、涙目で叫んだ。

「りょ、料理が下手で悪かったわね！　あたしだって一生懸命やったわよ！　でも、お姉さまみたいにうまくできなかったのよ！」

　マキナは泣きそうな顔をして、「……せっかく作ったのに……」と呟つぶやく。

　罪悪感を覚えたオレは「悪い」と言いつつ、すぐさま黒こげトーストをかじって叫ぶ。

「おっ、このジャリッとした感じがね、いいよね！　い、意外に美味いなあ！」

　嘘うそ八百の感想だったが、マキナはそれで機嫌を直してくれた。

　そんなこんなで朝食をとったあと、オレはルナの部屋に向かい、扉越しに声をかける。

「ルナ、起きてるか？」

「……寝てます」

「いや、起きてるじゃないか」

　呆あきれて扉を開けると、部屋のカーテンは閉め切られており、ルナはパジャマ姿のままベッドの上で体育座りをして携帯ゲーム機をいじっていた。

　表情はひどく暗い。一瞬声をかけるのを躊躇ためらうほどだった。

「あ、あの、なにしてるの？」

「ゲームをしています。ようやくやり方を覚えたんですよ？　そしたら楽しくて、ずっと続けているんです。昨日の夜からずっと……」

　言葉とは裏腹に全然楽しそうじゃなかった。

「忍さん、ゲームはいいですよ。エルニちゃんに借りたんですけどね、ゲームの中では色んな男の子たちと仲良くなれるんです。忍さんと似ている人もいるんですよ？　忍さんじゃないんですけど……」

　……いかん、ルナが壊れている。

「あの、ルナさん、部屋に引きこもってばかりいても身体に悪いですよ？」

「……どうでもいいです。世界が滅んでしまえばいいんです」

　こんなにもやる気がなく、ダークなルナははじめて見た。

「こ、今度どこかに遊びに行こうか？」

「五ご行ぎようさんと行けばいいじゃないですか。放っておいてください」

　涙目でそう言うと、ルナは掛け布団を頭から被り、布団の中に潜り込む。布団越しに微かにゲーム機の音が聞こえてくるが、それはクールな男の声だった。

『泣くな。俺おれがついてるぜ』

「……はい、ありがとうございます。忍しのぶさんに似てる和かず樹きさん……」

　なんてこった。ルナがおかしくなってしまった。このまま二次元の男たちとずっと遊んでいたらどうしよう？　それはかなりイヤだぞ。

「ルナ、そんな不健康なことしてないで布団から出て来いよ」

「……いやです。現実は辛つらいです。忍さんが五行さんと付き合っちゃうような現実には耐えられません」

　……ん？　なにを言い出すんだルナは？

「えっと、オレは別に五行さんと付き合ってないぞ？」

　そう返すと、ルナが慌てて布団から顔を出して言った。

「で、でも、忍さん、五行さんとエッチなことをしたんですよね？」

「していません」

「ええっ!?　でもでも、五行さんは試験に合格したって……」

「ああ、エッチなことなしでな」

　一応ウソは言っていない。キスはエッチなことには入らない……と思う。

「五行さんとは友達だよ。確かに婚約者ではあるけど、オレの恋人になったわけじゃない」

　断言するように言ったところ、ルナはしばらくぽかんとしていたが、すぐに満面の笑みを浮かべてベッドから抜け出し、オレに抱きついてきた。

　よくわからんが、機嫌が直ったようだ。

　……もしかしてルナもマキナと同じで、オレが五行さんと付き合うと、一緒に遊ぶ時間が減って寂しいと思ったのか？

　なんか可愛いな。

　思わずオレはルナを抱き締め返した。

　その後身支度を済ませると、ルナがいつも通り見送りに来てくれたので、オレはマキナとなずなと一緒に家を出て学校に向かった……。



　教室に入り、クラスの連中との挨あい拶さつもそこそこに席に着くと、すでに教室にいた五行さんがおずおずと話しかけてきた。

「あの……し、忍くん」

「……呼んでるぞ、忍くん」

　ぽんとマキナの肩を叩たたくと、彼女は笑顔で言った。

「オッス、オラ忍しのぶ。なんか用か――って、忍はあんたじゃない！　というか、忍くん!?」

　マキナが眉まゆをひそめると、五ご行ぎようさんは頬ほおを赤くした。

「うん、これからは南なん条じよう君のこと、忍くんって呼びたいんだけど……いいかな？」

「それは別に構わないけど、どうしたんだ、急に？」

「深い意味はないんだけど、名前で呼びたいって、思ったんだ……」

「うむ、ならばオレもこれからは五行さんのことを『ひじりん』と呼ぼう」

　ひじりんとかおるん。なんかちょっと可愛い。

　そんなことを考えていると、五行さんがぐいっと顔を近づけ、甘えるように言った。

「聖ひじりって、呼んで欲しい」

「……あの、五行さん顔が近い、近すぎる」

「忍くんが聖って呼んでくれないと……このままキスする」

「聖さん！」

　慌てて叫ぶものの、五行さんはさらに顔を近づけてきた。

「……『さん』をつけたから、罰でキスする」

「ひ、聖！　これでいいんだろ！」

　焦って言うと、五行さんはにっこりと微笑ほほえんだ。

「嬉うれしいからキスする」

「どっちにしろダメじゃん！」

「そうよ！　教室でなにをするつもりよ！」

　マキナが慌ててオレと五行さん、いや聖の間に割って入って止める。

　すると聖はさっと身体を離した。

「じょ、冗談だから……」

「とても冗談には見えなかったんだけど？」

　マキナは半眼で聖を見つめる。

「五行も意外に大胆ね」

「そ、そんなことない。これでも一生懸命なんだ。忍くんは鈍感だし、ライバルも多い」

　聖は「でも」と続け、そっとマキナに手を差し出す。

「私、オランジェロさんたちには負けないから」

「……マキナでいいわ」

　聖の手を取り、マキナはそっぽを向いて言う。

「エルニもそう呼んでるし、あたしも聖って呼ぶから」

「うん、ありがとう。マキナさん」

　熱い握手をかわす聖とマキナ。なにやら友情が芽生えているようだ。

　微笑ましい光景である。

　目を細めてふたりを眺めていると、不意に聖ひじりがオレに目を向け、頬ほおを赤くしてそっと耳打ちをしてきた。

「忍しのぶくん、これからも私のパートナーでいて欲しい」

「……は？　これからも？」

「うん、今回はキスだけだったから、今度は、最後までして……」

　頬を赤く染めたままオレの耳元で囁ささやく聖だが、

「……聖は相当にエッチなことが好きなんだな」

　はぐらかすようにオレが小声でそう返すと、聖は大きな声で否定した。

「ち、違う！　仕事のためだ！」

「……ん？　さっきからふたりともなんの話をしてるのよ？」

　蚊帳の外だったマキナが首を傾げると、聖は「なんでもない！」と誤魔化したあと、再びそっとオレに耳打ちをする。

「忍くん、私は退魔士としてもっと実績を積まないといけないんだ。今回の件でわかったんだけど、忍くんが協力してくれたら、私はもっと強くなれると思う」

「さ、左様ですか」

「うん、だけど、無理強いはできないから……」

　一度言葉を止め、聖は恥ずかしそうに言った。

「また忍くんを誘惑する。忍くんが協力してくれるように頑張るから」

　……これはとんでもないことになってしまった。

　オレは胸中で大きなため息をついたのだった……。



    

  
    
      
エピローグ



　面倒な期末試験を終え、ようやくはじまった夏休み。

　セミの鳴き声を聞きながら、オレが夏休みの宿題に目を通していると、

「おはようございます、南なん条じよう様」

　旅行バッグをぶらさげたかおるんが窓から部屋に入って来た。

「……不法侵入だぞ、お前。チャイムを鳴らせ、チャイムを」

　驚きつつ注意すると、かおるんは相変わらずの無表情でオレに擦り寄ってくる。そして人の胸で『の』の字を描いて言うのだ。

「わたくしと南条様の仲ではありませんか。細かいことは気にしないでください」

「……細かいことか？」

「南条様、もし気になると言うのなら、南条様も五ご行ぎよう家に侵入してみてください。きっと誰だれも気にしないと思います。だから南条様も気にしないでください」

「いや、普通に怒られると思うぞ？」

「大丈夫です。たとえ南条様がお嬢様の下着を盗んだとしても、おそらくお嬢様は黙認なさるかと」

「それじゃあオレがかおるんの下着を盗んでも、かおるんは黙認してくれるのか？」

　面倒だったので適当に返したのだが、

「……ぽっ」

　何故かかおるんは頬ほおを赤らめ、もじもじしながら答えた。

「南条様が望むなら……わたくしは構いません」

　き、きっといつもの冗談だろう。

　思いっ切り動揺したオレは、話題を変えるために口を開く。

「そ、それにしても急にどうしたんだよ？　その旅行バッグはなんだ？」

　訊たずねると、かおるんはふと真剣な表情になって答えた。

「実は、五行家から逃げ出して来たんです」

「逃げ出して来たって……なにがあったんだよ？」

「……旦だん那な様が、わたくしのイヤがることを強要するのです。お嬢様が剣道部の合宿で出かけているため、わたくしの味方はいません」

　そこでかおるんは潤んだ瞳ひとみでオレを見つめてくる。

「頼りになるのは南条様だけなんです。助けてください、南条様」

　事情はよくわからないが、かおるんを放っておくことはできない。オレが「任せろ」と頷うなずくと、かおるんは口元を緩める。そしてオレの手をしっかりと握って言った。

「では南なん条じよう様、共に参りましょう――わたくしたちの失楽園へ！」



    

  









    
      
あとがき



　あの夏の恋がまぼろしだとしても、後ご藤とう祐ゆう迅じんです。

　…………ちょっと格好いいことを言ってみましたが、実際のところは、自分の夏がどこに行ったのかわからない状態です。

　どこに行っちゃったんでしょうね、私の夏。引きこもって原稿を書いている間にすっかり見失ってしまいました。来年までには帰って来てくれるといいのですが……。

　――とまあ、私の夏の話はさておき、コミック化に続き、オビの告知通り『つきツキ！』のドラマＣＤ化が決定しました。これも皆様の応援のおかげです！　ありがとうございます！　これからもよろしくお願いします！

　さてさて、目を離した隙にフリーズし、いきなりスリープモードに入り、挙句の果てに勝手にシャットダウンする相棒のパソコンをなだめ、おだて、ときには説教しながら書き上げた『つきツキ！』の四巻ですが、今回は五ご行ぎようさんの話です。

　五行さんが忍の許嫁いいなずけ――という設定は当初から考えていたので、書くことができて本当によかったと思います。……それにしても、許嫁っていいですよね。私も欲しかったです、許嫁。もし、相手が大和やまと撫子なでしこ系の美人だったら最高ですね。皆様はどう思われますか？

　……などと書いていると、どんどん話が脱線していきそうなので、このあたりで謝辞を。

　担当の庄しよう司じ様。今回は改稿した原稿のページ数が極端に少なくなり、その原稿を改稿したら異様にページが増えるという事態になり、ご迷惑をおかけしました。しかしそんな中、丁寧に原稿をチェックしていただき、ありがとうございました！　これからもご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いします。

　今回も心躍るイラストを描いてくださった梱こり枝えりこ様。かおるんのカラーイラストには心奪われました。イラストを見るたびに心癒され、力が湧いてきます。お忙しい中、素晴らしいイラストをありがとうございました。

　コミック版の作画を担当してくださっている柴しば嶺みねタカシ様。漫画を読んだときは、本当に感動しました。ルナはエロく、エルニとなずなは可愛く、五行さんと巴ともえさんは綺麗でした。これからもどうぞよろしくお願いします。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、その他この作品に関わって下さった方々、そして読者の皆様にも厚くお礼申し上げます。

　最後にモバイルアンケートにて、素敵なメッセージを送って下さった方々。不覚にも、皆様の温かいお言葉を読んでいる最中、感動して泣きそうになりました。――多謝です！

後藤祐迅



    

  









    
      　著者

　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ野郎。

　　最近は壊れかけのパソコンとバッドコミュニケーション中。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはヴィジュアル系、可愛いもの。

　　趣味はライブに行くこと。

　　ほとんど家にいないどころか地方に飛んでます。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/



    

  
    
      つきツキ！４



著者名……後藤祐迅

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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